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　　プロローグ




　──魔ま王おうの資格を取りなさい！




　そう言いつけられて、家を追い出されたのは最近のこと。

　僕ぼくは今、ある大きな門の前で震ふるえていた。

　別に寒さで震えているのではなく……。

　……目の前にそびえ立つ、黒々とした門の表札には大きくこう刻まれていた。




『私立魔王学園』




　そう。

　ここは学校で、僕が立っているのは校門。

　ここは、「魔王の資格」を取るために作られた特とく殊しゆな学園だった。

　黒々とした巨きよ大だいな校門もそうだけれど、その先に見える校舎や行き交う生徒たちから禍まが々まがしいオーラが放たれているような気がして、正直に言うと、できることなら回れ右をして帰りたかった。

　しかし、僕はその選せん択たく肢しを選ぶことはできない……。

　僕の家──暗あん上じよう院いん家は代々、魔王の資格を得ているという家系であり、世界的な大だい財ざい閥ばつだった。

　僕は、その暗上院家において家始まって以来の落ちこぼれ……そう呼ばれるぐらいのベストオブ落ちこぼれで……僕と相反するような、暗上院家始まって以来の天才と呼ばれる優ゆう秀しゆうな兄といつも比べられ、家での風あたりはとても強かった。

　唯ゆい一いつ僕に優やさしかったじいちゃんも、最近亡なくなってしまって……その悲しみがさめないまま、父親にせめて魔王の資格だけは取れと言われて、家を追い出されてしまったのだった。

　魔王の資格を取れなければ本当に僕の居場所はなくなってしまう。

　……魔王の資格。

　取るにはやはり魔王らしさが必要なんだろうな……。

　でも、魔王らしさってなんなのだろう……。

「強い、こと……なのかなぁ」

　幼い頃ころから僕は父親から、もっと強くなれと言われてきた。それに僕の憧あこがれでもあったじいちゃんはとても強い人だった。

「…………」

　しかし、自分の手を見てみるけれど、お世辞にも強そうには見えない。

　大だい丈じよう夫ぶかな……。

　そんな不安を抱かかえたまま、僕ぼくはただただ校門の向こうに佇たたずむ学園を眺ながめ続ける。

　今日は入学式だった。

　本当なら桜咲さき乱れる春の中で、期待と興こう奮ふんに胸を膨ふくらますはずなのだが、僕の胸に膨らむのはドス黒い絶望と恐きよう怖ふだ。

　立ちすくむ僕は、ふと、じいちゃんがよく話していた女の子の話を思い出した。

　それは、どんな過か酷こくな環かん境きようの中でも諦あきらめずに必死に頑がん張ばっているという……僕より少し年上の女の子の話。

　じいちゃんが亡なくなってからその女の子の話は聞けなくなってしまったけれど、きっとその女の子だったらここで逃にげたりはしないんだろうな……。

「…………」

　そう考えた僕は一度深呼吸をして、一歩前へ踏ふみ出した。

　校門が近づくにつれて心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　そして、門を抜ぬけるその瞬しゆん間かん──春の爽さわやかな風……ではなく、生ぬるい風が頰ほおを撫なでていった。

　それはまるでこれからの僕の未来を暗示しているかのようで気が滅め入いる……。

　僕は目の前に広がる禍まが々まがしい校舎と校庭を眺めて、今から始まる学園生活を思い浮うかべてみた。

　しかしどんなに頑張ってもイメージができない。

　だけれど──これだけは確信できた。

「普ふ通つうじゃ……ないんだろうな」







　そしてやはりその言葉の通り、この学園は普通ではなかった。

　その日から僕の普通ではない魔ま王おう学園ライフは幕を開けたのだった。










　　第一話　　魔王学園と最強メイド




　──僕ぼくの通う学園はとてもヘンテコだった。




『魔ま王おうが所有している国が二カ国あります。魔王は直々に隣りん国ごくから三カ国奪うばい、さらに部下を大陸に派は遣けんして四カ国奪わせてきました。さて、今、魔王が支配下に置いている国は全部で何カ国でしょうか？』




　ちなみに、数学の時間だ。

「じゃあ、この問題は……」

　と、真っ黒なフードマントに身を包んだ怪あやしげな人──先生が、黒板へ問題を書き写して振ふり返ってくる。フードを深く被かぶっているため顔が良く分からないが、艶つややかな声や、たまにマントからちらりと見える脚きやく線せん美びから先生が女性だということが分かる。そのフードの中を確かめたいといつも思っているのだけど、やはり今回もダメだった。そして、そんなことをしていると、そのフードの中の暗くら闇やみが僕の方へ向いた。

「暗あん上じよう院いん君に、答えてもらいましょうか……ふふ」

「ぼ、僕ですか……」

　当てられてしまった。

　全体的に薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気き漂ただよう教室の中、席から立ち上がると周りの生徒の視線が集まってきて、緊きん張ちようから咄とつ嗟さに教科書で顔を隠かくしたくなる。ちなみに、教科書の表紙には「数学～楽しい魔王のじかん♪～」というタイトルが書かれていて、えらくマッチョな魔王のイラストが描えがかれている。黒光りした肉体と、はにかんだ笑みがとても気持ち悪い。

　その教科書で顔を隠すのはいろんな意味で嫌いやだったので、グッと堪こらえて、問題に答えることに集中した。

「答えは、九カ国です」

　計算する必要がないぐらい簡単な問題だ。というか、この問題小学生レベルだよね……。

　しかし、先生は、正解とすぐに言わず、フードの暗闇の中からぼそっと言ってきた。

「……ファイナルアンサー？」

「ファ、ファイナル……!?」

　某ぼうクイズ番組の司会者のように神しん妙みような雰囲気を醸かもし出し始める先生。

　いや、えっと……最初に二カ国あって、三カ国奪って、さらに四カ国奪ったら、九カ国以外の何ものでもないでしょ……。ファイナルもなにも、選せん択たく肢し一つしかないんだけど……。ゲームの重要イベントで「いいえ」を選択しても繰くり返し選択肢表示されるぐらい選択肢一つしかないんだけど。

　固まっている僕ぼくに先生はもう一度尋たずねてきた。

「暗あん上じよう院いん君、ファイナルファン……アンサー？」

　いま先生何か違ちがうモノ言おうとしたよね……。ゲーム的なタイトルだったよね。

　目で訴うつたえるが、先生は気にせず僕がファイナルアンサーと返すのを待っている感じなので、とりあえず、不本意ながらも言葉を返すことにした。

「ファイナルアンサーで……」

「んー……」

　と、えらくもったいつけて悩なやみ始める先生。

　全く悩む必要がないし、周りの視線が痛いから早く終わってくれないかな……。

「ん～……」

　先生、まだ悩んでるの？

　正解なんだから早く座らせてくれないかな……。

「んん～～……」

　え、なんでそんな悩んでるの？　え？　これそんな悩む問題じゃないよね！

「んんん～」

　いやいや、もういいって！　このくだりでどんだけ尺使うの!?　ＣＭ明けて、またＣＭ入るくらいの気分なんだけど！

　そんな怒いかりにも似た気持ちでイライラ待っていると、先生はこう告げてくるのだった。

「不正解！」

「──え!?」

　まさかの不正解だった──!?

「暗上院君の答えは、三点ですね」

「さ、三点ってどういうことですか、三点倒とう立りつならできますけど」

「すごいですね、先生はできません。ただその三点ではなくて、百点中、三点だという意味の三点です」

　……いやいやいや！

「不正解で三点っていうのが意味分からないし、むしろ、どの部分が三点だったんですか!?」

「先生のしょうもないファイナルアンサーに付き合ってくれたことに対しての三点です」

「いやそれ全く問題に関係ないんですけど！　自分でしょうもないって言ってるし！」

「暗上院君はいつもツッコミ入れてくれるので、先生好きですよ。気持ち的には四点に上げてあげたい気分です」

「四点って雀すずめの涙なみだどころか、ミミズの涙ほどしか上がってないですけど！　しかも気分だけなんですね！」

　動どう揺ようしてボルテージの上がる僕ぼくだけど、ふと教室が静まり返っていることに気付いて、声のボリュームを下げて先生に言った。

「先生、そもそも、僕計算間ま違ちがってないですよ」

　それに先生は、首を横に振ふって小さく嘆たん息そくしてきた。

「それじゃダメですよ、暗あん上じよう院いん君……」

「…………」

「それじゃいつまでたっても、魔ま王おうの資格なんて取れませんよ？」

　魔王の資格……。

「………………はい」

　これで何度目かになる先生の小言を受け、納なつ得とくはできていないものの僕は静かに席に座った。

　周りでくすくすという押おし殺したような笑いが発生して、恥はずかしさから、ついマッチョな魔王のイラストが描えがかれた教科書で顔を隠かくしてしまった。

「じゃあ……この問題を次に答えてもらうのは……」

　と、未いまだ僕への嘲ちよう笑しようが収まらない中、先生はフードの中からぐるっと教室を見み渡わたしてから、ある生徒を当てた。

「……赤あか柳やなぎ君、お願いします」

　先生に当てられた赤柳という男子生徒は、荒あら々あらしく立ち上がる。

　僕は、教科書からそろりそろりと顔を出して、その赤柳くんがどう答えるのか確認するために視界に入れた。

　その赤柳という生徒は赤毛のツンツンとした髪かみ型がたの男子で、制服をきっちりと着ているものの、見るからに不良……というより番長オーラが溢あふれ出ていた。

「赤柳君、さて何カ国でしょうか？」

　と、先生は僕がさっき答えた問題が書かれている黒板を指差して赤柳くんに問う。

　……どう考えても九カ国だと思うんだけどな。

　腑ふに落ちず諦あきらめ切れない僕を余所よそに、赤柳くんは鼻を鳴らして、問題にこう答えるのだった。

「ふん、百億万だな」

「…………」

　いや、百億万って……いろんな意味で間違えまくってるじゃん！　どうしたら百億万になるんだよ……ていうか、なんで間違えてそんな堂々としてるの。見てる僕が恥ずかしいんだけど！

「どうして百億万なんですか？」

　尋たずねる先生に、赤柳くんは胸を張って答えるのだった。

「次は、宇宙をも俺おれの支配下に置くからだ！」

　そうきっぱりと断言してみせる赤柳くん。

　な、なんかスケール大きいな……。バケツでプリンを作るぐらい……いや、ドラム缶かんでプリン作るぐらいスケール大きいよ。食べきれないし、プッチンもできないよ……。まあプリンの話はどうでもいいんだけど。しかし……宇宙だったら百億万じゃ足りないんじゃないかな。いや、宇宙全体だったらまとめて一個？

　ま、まあ……明らかに計算を間ま違ちがえているので評価は低いだろうな……先生もきっとフードの奥おくで苦笑いしてるんだろうな……と、先生へ視線を向けると──

「なるほど……」

　と、先生は賞しよう賛さんするように頷うなずいていた。

「さすがですね……赤あか柳やなぎ君、八十点です！」

　う、噓うそでしょ！　完全に計算も単位も間違ってたよ！　なんで僕ぼくより評価高いんだよ！

　不満たらたらに赤柳くんへ視線を向けると……ギロリと睨にらみ付けられたので、慌あわてて顔の位置を戻もどした。

　な、納なつ得とくできない……！　悔くやしさからつい教科書を引っ張ってしまうのだけど、そのせいでマッチョな魔ま王おうが伸のびてさらに気持ち悪くなってしまった。

「じゃあ次に答えてもらう人は……」

　と、赤柳くんが席に座ってから、再び教室の中をぐるっと見み渡わたした先生は、違う男子生徒を指名した。

「……成なる我が君、お願いします」

「オーケイ、ちょっとブレイク」

　という間延びした返答。

　しかししばらく経たっても立ち上がる気配がなくて、何してるんだ？　と当てられた成我という男子生徒の席に振ふり向いて僕は目を疑った。

　その生徒はなんと、机の上にティーカップとティーポットを置いて優ゆう雅がに紅茶を飲んでいたのだ。

「な……」

　なにやってんだ、あいつ……。さっきからちょっとフローラルな香かおりがするなと思ったらお前だったのかよ！　いやいや……その前になんで、教室で本格的に紅茶楽しんでるんだよッ、フリーダム過ぎるだろ！　先生も何か言ったらどうなの！

　と、先生に抗こう議ぎの視線を向けるが、しかし先生は特に注意する様子はなく、クラスメイトたちも皆みなスルーしている……え、ここそういう所？　こじゃれた喫きつ茶さ店てんか何かなの!?　ドアを開けるとカランコロンと鈴すずが鳴って、頑がん固こそうなマスターがいい味出してるような喫茶店なの!?　気にしてるの僕だけ!?　…………なんか頭痛くなってきた。

　頭を押おさえる僕を余所よそに、成我くんはしばらく紅茶を楽しんでから、ようやく席から立ち上がった。

「成我君、何カ国でしょうか？」

　と、再度問い掛かけてくる先生に、優ゆう雅がに立ち上がった成なる我がくんは金きん髪ぱつの前まえ髪がみを搔かき上げてから、指を折り数え始めた。

「えーとね、アールグレイの茶葉が一つあるだろう？　それからダージリンの茶葉があって、アッサムとベッカムも必要だね……それからキングカズだろ……」

　あの……なんか違ちがうの数えてるんだけど！　国じゃなくて紅茶的なものを数えてたと思ったら、サッカー選手が混ざってきたんだけど……！　レッドカード覚かく悟ごでスライディングしてきたんだけど！

　しばらく指を折って紅茶やらサッカー選手やらを数えていた成我くんは、ハッと顔をきらめかせてこう答えてきた。

「なんてことだ、美味おいしいブレンドの紅茶ができちゃったよ！　銀河系最強軍団だよ！」

　いやいやいやいや！

「まあ、ボクはミルクティーが好きなんだけどね。それからサッカーよりも野球──いやクリケット派なんだ」

　いや、誰だれも訊きいてないから、お前の好みなんて！　ていうか、なんでわざわざ野球をクリケットって言い換かえたの！　なんでクリケット派なのにサッカー選手数えてたんだよ！　くそっ、なんだこいつ、ツッコミどころが多過ぎてツッコんだら負けな気がしてくるんだけど！

　そんな成我くんのトンチンカンな答えに、さすがにこれは評価されないだろ……というか叱しかられるんじゃないかな……と先生を見るが、なんたることか、先生はうんうんと首しゆ肯こうしていた。

「なるほど、まあ四十点としましょうか」

　……いやちょっと待って、なんで僕ぼくより高評価なの!?　あいつ紅茶とサッカー選手の話しかしてないよ！　国奪うばいに行ったはずなのに、近所のこじゃれた喫きつ茶さ店てんで紅茶飲みながらサッカーしてたよ！　ミルクティー飲みながらフリーキックしてたよ！　頑がん固こな店長、キーパーしてたよ！　……あ、あれ、確かこれ数学の授業だったよね？　いつから家庭科と体育の時間になったの!?　あいつ問題全無視だったんだけど！　納なつ得とくできないんだけど！

　僕のぐつぐつと煮にえ返る視線をものともせず、成我くんは優雅に席に座って再びティータイムを始めていた。せめて授業はちゃんと聞こうよ……。

「じゃあ、次に答えてもらうのは……」

　と、先生はそのまま授業を続けて次に当てる生徒を探し始める。

　次はちゃんと問題に答える生徒を当ててよ……と願うが、先生が口にしたのは僕の聞き馴な染じんだ生徒の名前だった。

「じゃあ、姫ひめノ宮みやさん、お願いします」

「はい」

　と、鈴すずのような声を上げて、斜ななめ前に座っていた女生徒が立ち上がる。色素の薄うすいブロンドの髪がさらさらと揺ゆれて、僕の心臓は悪い意味でドキドキと高鳴った。

「何カ国になるでしょうか？」

　先生の問い掛かけに姫ひめノ宮みやと呼ばれた女生徒は、「そうですね……」と、深く考え込こむ。

　僕ぼくは嫌いやな予感しかしなくて、顔を伏ふせ、できる限り身を縮めてその女生徒が普ふ通つうに問題に答えてくれることを祈るのだが、しかし、僕の耳に入ったのはこんな答えだった。

「私なら……暗あん上じよう院いんくんに半分あげます！」

「────ッ！」

　──やっぱり僕が出てきたー！

　と、慌あわてて顔を上げれば、女生徒は顔を両手で覆おおい息を荒あらくして続けていた。

「それから……私も、半分あげちゃいます……きゃー！」

　いやいやいや、半分ってなんだよ──!?

　テンション高く恥はずかしがる女生徒は、僕に振ふり返ってくると頰ほおを染めた顔でニコリと笑ってピースしてきた。うわぁっ、やめてくれ！　視線が！　周りの視線が痛い！

　……彼女は姫ノ宮ユキヒメという僕の幼おさな馴な染じみだ。綺き麗れいに前まえ髪がみを切り揃そろえている、清せい楚そ感かん漂ただよう黙だまっていればとても可愛かわいい女の子なのだが、しかし、彼女──ユキヒメは幼い頃ころから僕にえらく構ってきて、この学園に入学した時なんかも最初の自己紹しよう介かいで僕を題材にしたポエムを読み始めるとかいう奇き行こうを働くとても迷めい惑わくな奴やつだった。見た目は可愛いんだけど……すごく可愛いんだけども、今日もこんな感じに晒さらし物にされてしまうわけで、可愛いも清楚もへったくれもないよ、こんちくしょう。
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　僕ぼくが回答に出てくる時点で評価なんかしてくれないだろうと先生を見るが、しかし、先生はうんうんと感かん銘めいを受けたように頷うなずいていた。

「なるほど、世界の半分をあげる……ですか。魔ま王おうらしい良い答えですね。九十点です」

「やったー」

　なんでそうなるんだよっ！　確かに奇き跡せき的てきに魔王っぽいけども！

　頭を抱かかえる僕にユキヒメは再び振ふり返るとピースしながら言ってきた。

「やったね、みかげっち！」

　いや……今までそんなフランクでラブリーな感じの呼び方したことないだろ……！　気分であだ名付けないでよ！　定着したらどうするんだよ……！

　僕はもういろんな意味でグロッキー状態になり頭を抱え、マッチョな魔王を下した敷じきにして机に突つっ伏ぷした。

「では次に答えてもらうのは……」

　と、先生はそんな僕にお構いなしで授業を続ける。

「多た々だ野のさん、お願いします」

　多々野さん……そんな人いたっけな……。まだクラス全員の名前も顔もうろ覚えで突っ伏したまま考える。

「…………」

「……多々野さん？」

「…………」

「……多々野さん？」

「…………」

　先生の幾いく度どかになる問い掛かけに反応しない多々野さん。

　いい加減に答えてよ、多々野さん？

　と、顔を上げ先生の視線の先に振り返ると、その多々野さんという女生徒は……土気色の顔色に空くう虚きよな瞳ひとみを湛たたえて、ただ遠くを見つめて微び動どうだにしていなかった。

「いやあれ」

　し、死んでるんじゃ……。

　生気のない顔は屍しかばねのようで……。これじゃまるで……多々野って……え、もしかして、あの娘こ、下の名前、しかばね、とかじゃないよね……。というか、あの人大だい丈じよう夫ぶなの!?　瞬まばたき一つしないんだけど……。口半開きなんだけど……。

　心配する僕を余所よそに、先生は腕うでを組んで何か納なつ得とくしたかのように唸うなっていた。

「なるほど、魔王は多くを語らず、ということですか……六十点です」

　いや、ちょっと待って！　確かに語ってないけども！　数学の問題本当に関係ないよね！　……というか、多た々だ野のさん語りたくても死人に口無し状態で語れないんじゃないですか！　多々野さんヤバくないですか、救急車とか呼んだ方がいいんじゃないですか!?

　僕ぼくの訴うつたえかける視線に、しかし、先生はなんの問題もないとばかりに黒板の上の時計を確認して他ほかの生徒を当てるのだった。

「じゃあ、最後に……仲なか弐にさんお願いします」

「とうとう我の番になったか！　ふふふふ！」

　当てられた女生徒の不敵な笑い声が聞こえてくる。

　うわーまた面めん倒どう臭くさそうな奴やつが……と、その生徒を見る。その仲弐と呼ばれた女生徒は黒くろ髪かみのツインテールの少女で、額を手で隠かくしながら席から立ち上がっていた。

　不敵な笑いを溢こぼし続ける女生徒だったけれども、ふいに──

「うッ」

　──っと目を大きく見開かせると、額に当てていた手をぶるぶると震ふるわせ始めた。

「っく、鎮しずまれ！　鎮まるんだ！　くぅううう！　我わが第三の目が、疼うずく！」

　な、なにやってるのあの人……。

　仲弐さんは、それからたっぷり三分ほど額を押おさえたまま七しち転てん八ばつ倒とうしてから、ようやく息を切らして先生を見み据すえた。

「では、仲弐さん、何カ国でしょうか？」

　何事もなかったかのように問題を問い掛かける先生。すごいスルースキルだ……。

　仲弐さんは、それにニヤリと不敵に笑うと言ってくるのだった。

「答えは、無──いや、終しゆう焉えんだ」

「終焉、ですか？」

　首を傾かしげる先生に、仲弐さんは「なぜならば」と続けてきた。

「我が第三の目が開かい眼がんすれば、世界など無に帰すからだ！　全すべては終わり──終焉を迎むかえるのだ！　アッハッハッハ！」

　高笑いを始めると仲弐さんは額に当てていた手をまたも震わせる。

「開眼せよ──我が第三の目！」

　そう言って目を見開く仲弐さんは、額の手を大きく振ふり払はらった。

「────！」

　少女の額から第三の目が姿を現す──

　それは……

「…………」

　確かに女生徒が言った通り、額に第三の目はあった。というか描えがかれていた。

　──少女漫まん画が風ふうの目が。

　めっちゃ第三の目、キラキラしている。まつ毛長いし、宝たから塚づかばりの目め力ぢからだ……。

　僕ぼくが冷ややかな視線を送る中、しかし、女生徒は小さく胸を張るのだった。

「どうだ！　畏おそれおののいたか、皆みなの者！」

　いやまあ、確かに畏れおののいたよ、君のその入り込こみ具合にね！

　……しかし……なんだったんだ、あの茶番劇は……と、呆あきれながら先生を横よこ眼めで見ると、こくこくと頷うなずいているのだった。

「ふふ、五十点です」

　ううう、噓うそでしょ。あれ傍はた目めで見たら、ただの頭の可か哀わいそうな子じゃん……。なんで僕より点が高いの……。わけが分からないよ……。

　僕が頭を抱かかえるのと同時に、授業を終えるチャイムが鳴り始める。

　なんなんだよこの授業は……わけが分からない……。

　僕は嘆たん息そくと共に、マッチョ魔ま王おうが描えがかれた教科書に再び顔を埋うずめる。

　こんなわけの分からない授業は今回だけが特別なのではなく、毎日のように行われていたのだった。




　　　　＊＊＊




　ここは私立魔王学園──




「魔王の資格」を取ることを目的に創つくられたこの学園では、僕たち生徒は、「魔王らしくあれ」という校訓の下、立派な魔王になるための教育を受けている。

　魔王の資格とは、「幻想職フアンタジストの特とく殊しゆ資格」と呼ばれるものの一つで、特殊資格には他ほかにも勇者や、魔ま法ほう使つかい、僧そう侶りよ、戦せん士し、吟ぎん遊ゆう詩し人じんや、遊び人などなど──いわゆるファンタジー小説や、ゲームなどに登場する様々なジョブが資格として存在している。

　このニホンでは、その幻想職フアンタジストの特殊資格を取得すると、資格の技能を活用できる仕事に優先的に就つくことができるため、資格を取得したいと憧あこがれる人はとても多かった。

　例えば……戦士の特殊資格を持っている人は警備会社に引っ張りダコだし、僧侶の特殊資格を取った人は医い療りよう関係の仕事に優先的に就けることが多いし、遊び人の資格を取った人は人気芸人になれたり、サーカスで働いたり、時々、世紀の大発明をしたりするので天才発明家になったりするし、吟遊詩人の資格を取った人は芸能事務所からオファーが殺さつ到とうする。

　そんな特殊資格なため取得したいと憧れる人は本当に多いのだけれど、大たい概がいは憧れのままで終わることが多い。なぜならば、それらの資格は、本人に特殊な才能やセンスが必要だったり、取得するまでに莫ばく大だいなお金が掛かったりと、ハードルが半はん端ぱなく高いからだ。

　例えば、特殊な才能で言えば、魔法使いの資格なんかは、魔法が使える人しか取ることができない。しかし魔法を使える人なんて、僕が生まれてから十数年の間で一度も見たことがないぐらい、むしろ、本当に存在しているのか都市伝説化するぐらいの極ごく々ごく僅わずかの人口であり、必然的に魔ま法ほう使つかいの特とく殊しゆ資格は幻まぼろしだった。

　また勇者の資格は、魔法が使えたら取れる魔法使いの資格とは別次元で、年に数百万人の資格志願者に対して一人か二人取れるか取れないかの超ちよう高難易度の資格だと聞いたことがある。この勇者の資格も僕ぼくが生まれてから一度も見たことがないぐらいの伝説級の資格だった。

　そして、僕が目指している魔ま王おうの特殊資格は、時の権力者や大社長が持っている資格で聞くところによると勇者や魔法使いとは別ベクトルで難しいらしい……。取り難にくさについては、勇者、魔法使いに次いで挙げられる「特殊資格の御三家」の一つだった。

　確かに……魔王の資格を取るためにはこの魔王学園に入学しなければならず、入学するためには家いえ柄がらとか、莫ばく大だいなお金が必要となるためスタートのハードルはかなり高いし……さらに入学してからはセンスや才能的なものが必要になってくるのだと思う。

　僕──暗あん上じよう院いんミカゲは、暗上院の家柄とお金で入学した──というか、させられたはいいものの、入学から一週間近く経たった今でも授業の趣しゆ旨しや内容がちんぷんかんぷんで魔王学園に馴な染じめずにいた。

　魔王らしさってなんなのだろうか……。

　強さ……だと思うのだけれど、何だか漠ばく然ぜんとしてよく摑つかめていなかった。

　変な授業が終わり、ようやく放課後が訪れる。

　先生に挨あい拶さつを済ましてから僕は教室を見み渡わたした。仲なか弐にさんの第三の目は眠ねむそうな薄うす開びらきに描かき直されている。金きん髪ぱつをなびかせる成なる我がくんは紅茶のセットを箱に仕し舞まっている途と中ちゆうだ。それから屍しかばねみたいな多た々だ野のさんは席から居なくなっていて、気付けば、教室のドアの所に佇たたずんでいた。いつの間に動いたんだ……。ふと視線を感じて振ふり向けば、赤毛の番長の赤あか柳やなぎくんが、鬼おにの形相で僕を睨にらんでいるところだった。なぜ……。

　へ、変なクラスだな……と思っていると、幼おさな馴な染じみのユキヒメが声を掛かけてきた。

「ミカゲくん、帰ろう！」

　それに頷うなずこうとした時、教室を出ようとしていた先生が、思い出したように僕を呼んできた。

「あ、暗上院君……」

「は、はい」

「ちょっと職員室まで来なさい」

「職員室ですか……」

「大事な話があるので、必ず来てください」

　そう先生は言うと教室を出ていってしまう。

　僕はそれにがっくりとうな垂だれると、ユキヒメに先に帰っててと言って教室を出たのだった。

「…………」

　それから僕は気を重くしながら職員室へ向かっていた。

　先生に何を言われるのだろうか……まあ、大体は予想が付いている。授業などの僕ぼくの成績の悪さに対して、何か言われるのだろうな……。ああ、気が重い……。

　そんな重い足取りで、無む駄だに大だい理り石せきな廊ろう下かを歩いていると、不意──ガコンッと踏ふんだ床ゆかがへこんだ。

「ッヤバ──！」

　と、咄とつ嗟さにしゃがめば、何かが頭上を猛もう烈れつなスピードで通り過ぎていく。

　しばらくして、おそるおそる顔を上げると、壁かべに弓矢が数本突つき刺ささっていた。

　ギョッとしながら近寄って矢を見てみると、矢の先には紫むらさき色いろの薬品が塗ぬられており、壁がしゅうしゅうと煙けむりを上げて溶とけていた。

「こ、これ……もう完全に殺しにきてるよね……ヒットポイント残らないよね……」

　これは何かといえば、紛まがうことなき、罠わな、であり、このような罠はここだけでなく、学園の施し設せつの至る所に仕し掛かけられていた。確かに、ゲームなどの最後の城にはいろいろと仕掛けがされているけども……これはちょっと本格仕様過ぎやしないだろうか……。

　ちなみに、さっきみたいな壁から何かが飛びだす系のトラップは基本で、他ほかにも無造作に置かれた宝箱（それを不用意に開けて、食べられるように中に引きずり込こまれていった生徒を入学初日に見てしまった）や、電流が流れる床があったり、踏むと抜ぬける床があったりする。

　トイレに行くまでにも一個あって結構困るんだよね……。焦あせってる時とかさ……。

「…………」

　それから職員室へ向かう僕は、迫せまる壁に挟はさまれかけたり、火で焼かれそうになったり、床から突き出てくる槍やりに串くし刺ざしにされそうになったり、床が動き始めて全然進めなかったりと、かなりのトラップを発動させてしまったけれど、なんとかかんとか無事職員室に辿たどり着いた。それだけで大仕事をした気分で、もう満まん身しん創そう痍いだ……。

　職員室がこれだから、校長室なんていけるんだろうか……。四し天てん王のうとか待ち構えてそうだ。呼び出しを喰くらわないように気を付けよう……。

　そんなことを肝きもに銘めいじながら、一息吐つき、一応ノックして、失礼しますと職員室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、

「────!?」

　何かが頭の上にボフッと落ちてきた。慌あわてて頭に手をやると白い粉だらけになっており、足元に転がっているものへ目を向けると黒板消しだった。

　なに、このショボいトラップは！　ウザい……！

　イラっとしながらも、職員室に入る。

　職員室はかなり広くて、入り口付近にはデスクや椅い子すや本ほん棚だなや物入れが並ぶ普ふ通つうの光景なのだけど、奥おくに行くにしたがってまるで別世界のような光景になっている。例えば、明らかに人が座る用じゃない巨きよ大だいな玉ぎよく座ざがいくつもあったり、何とも言えない不ぶ気き味みな彫ちよう像ぞうが並んでいたり、怪あやしい光を放つ柱が立っていたり……と、いろんな意味で目の毒なので視線を落としてできるだけ奥おくは見ないようにした。

「……よくぞここまで来たな……しかし、最後まで気を抜ぬいてはならんぞ」

　職員の一人が黒板消しで白くなった僕ぼくの頭を指差して、そんな低くて重い声を掛かけてくる。

　その姿は、ドクロをあしらった杖つえに、肩かたの張ったローブを着て、顔には何本もの青い線を走らせており、見るからに魔ま王おう然とした貫かん禄ろくを漂ただよわせている。僕がすみません、と謝あやまると、うむと頷うなずいて職員室から出ていった。

　なんか……さっきの人ちょっとカッコ良かったな……。

　出て行ったドアを見つめてから、職員室へ視線を戻もどす。職員室の光景ばかりに目が行っていたけど、僕は職員室を行き交う先生たちに視線を走らせてみた。

　自分の身長より大きな角つのを着けている先生が居たり、張りぼての翼つばさを着けている先生が居たり、モヒカンで世紀末覇は者しやのような先生が居たり……と、見た限りロクな姿の先生が居なかった。

　見回していると、デスクの椅い子すに座っているフードマントを頭からすっぽりと被かぶった真っ黒なうちのクラスの先生を見つけて、僕はその先生の元へ向かった。

「先生、来ました」

　と、背中に声を掛けると先生はぐるっと椅子ごと振ふり向いてきた。フードを深々と被っていて顔はやはり見えなかった。

「来ましたね」

　と、先生は脚あしを組んでくる。マントの裾すそからその組んだ脚がちょっとだけ見えている。黒いブーツを履はいていて美び脚きやくだった。べ、別に下心じゃなくて、どんな顔なのか想像するために脚を見ていると、先生は脚を組み替かえ、さらに組み替え、もう一回組み替えて、それから椅子ごとぐるぐる回転し始めた。

「あの……先生、何やってるんですか？」

「暗あん上じよう院いん君が先生の脚をガン見してたので……」

「べ、別に変な意味で見てたわけじゃないですよ！」

　慌あわてて弁解すると、先生は椅子の回転を止めて僕に向き直ってきた。

　それから先生はコホンと咳せき払ばらいをすると、フードの中の暗くら闇やみから真ま面じ目めな声を出してきた。

「暗上院君、とても言い難にくいのですが」

「……はい」

　じゃあ言わなくていいよ、と思うが心して先生の言葉を待った。

「このままでは、一学期が終わる前にゲームオーバー……退学になってしまいますよ」

「退学……ですか」

　言葉のヘビーパンチに一いつ瞬しゆん遅おくれてくらりとしてしまう。

「先生も暗あん上じよう院いん君には学園に残って欲しい思っているのですが……今度の中間テストが山ですね。それで合格点が取れないと……」

　言葉を濁にごす先生。その意味が痛いほど伝わって僕ぼくは深く俯うつむいた。

「先生、僕はどうしたらいいでしょうか？」

　尋たずねる僕に、先生は少し考えて言ってきた。

「そうですね……とりあえず、今日の数学の問題を宿題として出しますので、ゆっくり考えて明日先生に発表してください。それでどうするか考えます」

「分かりました……」

　がっくりと頷うなずいて、そのまま去ろうとした時だった。

「暗上院君……」

　と、先生が呼び止めてきた。

　振ふり返ると、先生は優やさしい声こわ音ねで言ってきた。

「先生は、君には才能があると思っていますよ」

「…………」

　僕はそれに、ありがとうございます……と一礼して職員室を後にしたのだった。




　職員室からの帰り道で、落とし穴のトラップに十二回ほど落ちてボロボロになった僕は、校庭をとぼとぼと歩いていた。校庭の端はしには、丸いくぼみのある立派な石せき碑ひが立っており、その近くには粘ねばっこい気き泡ほうをボッコボッコと放っている沼ぬまが存在している。もう陽ひは暮れかけており、赤く染まった空の色と混ざってその沼は毒々しい色を放っていた。

　いつもここを通る時は、あの沼はなんなんだろうかと疑問に思っているのだけど、今の僕は違ちがうことで頭が一いつ杯ぱいだった。

「…………」

　このままでは一学期が終わる前に退学……。

　その言葉を思い返してどうしようもない焦しよう燥そう感かんが胸を駆かけ廻めぐる。

　魔ま王おうの資格を取れと家を追い出されたわけだけど、もし、資格を取れず退学になったりなんかしたら僕はどうなるのだろうか……。

　……あの毒々しい沼に飛び込こんだら楽になるかな。

　なんて暗いことを考えていることに気付いて、いかんいかん、頭を振った。

　しかし、今日の数学の問題。

　今思えばあれも、魔王らしさ、が関係している問題だったのかな。

　魔王らしさ……。

　今の僕にはなんだか全く解ける気がしなくて、より一層家に帰る足取りが重く感じた。

　ふと──

　職員室を出る時に先生が言った言葉を思い返す。

「先生は、君には才能があると思っていますよ」

　先生はそんなことを言っていたけど、ただの慰なぐさめというか、信じられなかった。

　それから重い足を引きずって歩き、ようやく学園の大きな校門が見えてきた時だった。

「──ミカゲくん！」

　そんな元気な声に、下に向けていた視線を前へ向ければ、ブロンドの髪かみの女生徒──姫ひめノ宮みやユキヒメが校門の横で手を振ふってぴょんぴょん飛び跳はねていた。

「え、どうしたの？　先に帰ってなかったの？」

　その姿に慌あわてて駆かけ寄って尋たずねると、ユキヒメは恥はずかしそうに言ってきた。

「やっぱりミカゲくんと一いつ緒しよに帰りたかったから、待ってたの」

「…………」

　今の僕ぼくには、それがとても温かく思えて、いつもと変わらない幼おさな馴な染じみにお礼を言った。

「ありがとう……ユキヒメ」

　その僕に、ユキヒメは頰ほおを染めて微笑ほほえんできた。

「ミカゲくん、帰ろう」

「……うん」

　いつものように二人で校門を出る。しばらく歩くと、黒くろ塗ぬりの長い車が見えてくる。その車の近くには、眼鏡めがねを掛かけた黒スーツの男が立っており、ユキヒメと僕を見た瞬しゆん間かん一礼してきた。

「お待ちしておりましたお嬢じよう様さま」

　そう挨あい拶さつして恭うやうやしく車のドアを開ける黒スーツの男。

　それにユキヒメはありがとうと笑って車に乗り込こむ。

　その一連のことから分かるように、この車はユキヒメの家の車であり、姫ノ宮ユキヒメは大金持ちのお嬢様だった。姫ノ宮グループといえば世界的にも有名な企業で、セキュリティー関係の事業に強く、暗あん上じよう院いんの家にも負けないぐらいの大だい財ざい閥ばつだ。

　ユキヒメが車に乗り込んだのを確認すると、黒スーツの男は僕にも一礼してきた。

「暗上院のお坊ぼつちゃんも、お疲つかれさまです」

「お、お疲れさまです……」

　頭を下げてから、車に乗り込もうとした時、黒スーツの男の袖そでからカランと何かが落ちてきた。それをよく見てみると平べったい鉄が四方向に尖とがった……手しゆ裏り剣けんのようなもので、「失礼しました」とそれを拾う黒スーツの男は眼鏡を掛け直してから、「護身用で持っているのです」と不敵に笑ってきた。

　……う、うん、なぜ手裏剣かはよく分からないけど、使用人に武器を持たせているなんて、さすがセキュリティー関係の事業が強いだけはあるな……。

　とか変に納なつ得とくしながら車に乗り込むとドアが閉められ、しばらくして車が進み始めた。

「…………」

　家から半分勘かん当どう気味の僕ぼくはもちろん送り迎むかえの車なんてあるわけがなく、こうしていつもユキヒメの家の車に送り迎えしてもらっていた。もちろん、最初ユキヒメに、私の家の車で送り迎えしてあげる、と言われた時は迷めい惑わくになるので断ったのだが、しかし、そこからしつこく何度も何度も顔を合わせるたびに一いつ緒しよに登下校しようと誘さそってきて、終しまいには家のＦＡＸに、一緒に登下校しよう♪　という文面が何枚も送信されてきたり、携けい帯たいのメールにＦＡＸと同じ文言のメールが一いつ杯ぱい送られてきたり、留守番電話に、一緒に登下校しようよミカゲくん！　という文句が保存されまくったりで、仕方なく承しよう諾だくしたのだ。

　ユキヒメは可愛かわいいのだけど、一度決めたらとてつもなくしつこくて……そういう行動には昔から慣れてはいるのだけど、どうにかならないものかと常々思っている。しかしまあ……今回のことで言えば車の方がとても楽だったし、いつも結果的に助かっているので感謝しているんだけどね……。

「そういえば、先生とどんな話したの？」

　と、尋たずねてくるユキヒメに僕は少し考えて言った。

「特にそんな大事な話じゃなかったよ。掃そう除じ当番がどうとかって……」

　正直に答えなかったのは、僕のことでこれ以上心配させたくないから……。

　しかし、ユキヒメは疑わしそうにジト目で僕を見つめていた。

「ふぅん、本当かな？」

「ほ、本当だよ」

「……ふぅん」

　と納なつ得とくしてないふうのユキヒメだったが、幸いなことに追つい及きゆうはされなかった。少し安あん堵どしていると、ユキヒメは窓の外にまだ見えている魔ま王おう学園を眺ながめてから尋ねてきた。

「……学園には慣れた？」

「ユキヒメはどうなの？」

「私は慣れてきたよ、ミカゲくんはどうなの？」

「ま、まあ、そこそこに慣れてきたよ」

「ふぅん」

　と、僕の答えにユキヒメはまたも疑わしそうなジト目だった。こうやって、いつも僕の心配をしてくれる優やさしい子なんだよな……と、有あり難がたくて少しだけ心苦しい想おもいを感じていると、ユキヒメは心配そうに言ってきた。

「……ミカゲくん、少しやつれてるよ？」

「え？　そんなことないよ、たぶん」

「でも、ほら、この前の写真と比べたら……」

　と、通学カバンをガサゴソと探り始めるユキヒメ。

　写真？　最近写真なんて撮とった覚えないけどな……。

　と首を傾かしげていると、ユキヒメはカバンから何やら分厚い写真の束を取り出してくる。その束をぱらぱらとめくったユキヒメは、その中の写真の一枚を僕ぼくに手て渡わたしてきた。

「え、これ……」

　その写真に写っているのは、制服姿にカバンを持った通学中の僕だった。

「……い、いつ撮ったの？」

「入学式の翌日ぐらいかな？」

「僕、撮られた覚えないんだけど。写真の中の僕も撮られてる自覚がない間ま抜ぬけな顔してるんだけど。欠伸あくびしてるんだけど……」

「かわいいよね！」

「かわいくないから！　というか、これ盗とう撮さつだから！　その写真の束、全部もしかして……」

「うん、ミカゲくんだよ！　連写してるから、ぱらぱらめくるとちょっとしたアニメーションになるの」

「無む駄だ過ぎるだろ！」

「他ほかにも、こんなのもあるよ！」

　と、ユキヒメはまたカバンからさらに分厚い写真の束を取り出してくる。……こうして見てみるとカバンの中は、ほとんど写真で埋うめ尽つくされていて、ちゃんと教科書は持ってきているのか不安になってくる。

「これ可愛かわいいよ」

　と、写真の束をぱらぱらとめくったユキヒメは、その中の一枚を僕に手渡してきた。

　それもまた撮られた記き憶おくのない写真というか──

「ってこれ、この前犬のフン踏ふんだ時の僕じゃん！　やめてよ！　めっちゃギョッとした顔してるじゃん」

「ミカゲくんのレア顔ゲットだぜ！」

「レア顔って……確かにレアだけど、ガチャガチャでレアカード引いたら既すでに持ってるカードだったぐらいのどうでもいいレアだと思うよ」

「そんなことないよ！　私にとっては、イベントの時はすごく価値のあるレアカードだったけど、イベントが終わると同時に二に束そく三さん文もんで売られるレアカードぐらいのレアだよ！」

「いや、それって違ちがいあるの!?　むしろ、より悪くなってない？」

「そんなことないよ！」

「そ、そう……」

　写真の束を結構雑にカバンに仕し舞まいながらニコニコしてくるユキヒメ。

　ま、まあ、ユキヒメの隠かくし撮りは今に始まったことではない。昔には、僕がお風ふ呂ろに入っている写真も持っていたことがあるぐらいだ。ちなみに、その写真は光と湯気で上手うまい具合に大事な部分が見えないという絶ぜつ妙みようなものだった。

「あれ、そんなストラップ付けてたっけ？」

　あの写真どうにか処分できないだろうか……と、通学カバンを見ているとぬいぐるみのストラップが付いていることに気付いた。昨日はそんなの付いていなかったような気がして尋たずねると、ユキヒメは嬉うれしそうな顔をしてそのストラップを見せてきた。

「あ、やっと気付いた？　ミカゲ人形！」

「ミカゲ人形って」

　よく見てみると、確かに、デフォルメされているけど顔の感じとか髪かみの色とか髪型とか僕ぼくに似ている。

「昨日作ったの！　これ身代わり人形としても使えるみたいでね。一度、ミカゲ人形の腕うでと足が引きちぎれたんだけど、そのお陰かげで転んじゃった時、同じ場所をすりむいただけで済んだの」

「いや、結局怪け我がしたなら、身代わりになってなくない!?　てか、僕に似た人形を身代わり人形にするのやめてくれない？　怖こわいから。縁えん起ぎでもないからさ！」

　ああ、なんとなく腕と足が痛くなってきたような……そういえば昨日転んだような……。

　そんなことを考えていると、ユキヒメは不満げに呟つぶやいてきた。

「商品化しようと思ってたんだけどな……」

「いやいやいや、絶対やめて！　コーラがぶ飲みしている時にメントス食べさせるぐらい絶対やめて！」

　お、恐おそろしい……。あの目は本気だった！　姫ひめノ宮みやグループだったら本当にしかねない。実際、昔に違ちがう僕関連のもので本当に商品化されたことがあるんだ……。事前にストップを掛かけられて良かった。

「ていうか、なんで僕にそんなに固こ執しつするの？　なんか恨うらみでも買ったっけ？」

　その僕の質問に、ユキヒメは少し機き嫌げんを悪くしたように口をすぼめてくる。

　よっぽど恨みを買っているのかとビビる僕に、ユキヒメは嘆たん息そくしながら喋しやべってきた。

「ほら、昔、怪我していた動物──ベルちゃんを私が隠かくれて飼っていたことがあったでしょ？」

「ああ、うん」

　突とつ然ぜんの昔の話に一いつ瞬しゆん思考が遅おくれたけれど、その時のことを思い返して頷うなずいた。

「でもベルちゃんは実は危険指定Ｓランクのモンスターで……親に見つかって、そんなの飼えるわけがないって処分されそうになった時、ミカゲくんが、自分が飼うって暗あん上じよう院いんの御お祖父じい様さまに掛けあってくれたじゃない」

　魔ま法ほうが使える人同様、モンスターと呼ばれる存在も実際に居るかどうか疑う人が出てくるぐらい珍めずらしい存在で、テレビで稀まれに特集が組まれてそれで見られるか見られないか、ぐらいの伝説的な存在だった。僕も生まれて初めて見たモンスターがそのベルちゃんで、ベルちゃんがモンスターだと分かった時、驚おどろいたのを覚えている。その当時、子犬とほとんど変わらない姿だったからだ。僕ぼくもユキヒメと一いつ緒しよにベルちゃんのお世話をしていて、ある時、ユキヒメが家の人に見つかっちゃったと泣きついてきたので、僕が自分の家で飼えるようじいちゃんに頼たのみ込こんだのだ。お父さんも兄さんも反対したけど、あの時が唯ゆい一いつ、僕が父と兄に逆らった時だった。出て行けと父に言われ本当に家を飛び出して……当てもなくさまよってから、疲つかれて古い神社で泣きながら隠かくれていたら、じいちゃんが見つけてくれたのだ……。

「懐なつかしいね……」

　そう呟つぶやくと、ユキヒメは頷うなずいてからギュッとスカートの端はしを握にぎって言ってきた。

「私ね……その時のミカゲくんが忘れられないの……私、ミカゲくんのことを考えると胸がドキドキして苦しくなるの……」

　顔を赤くして口をつぐんでしまうユキヒメ。

　対して僕は顔を青くしてガクガク震ふるえていた。

「……ユキヒメ、マジで……僕がベルちゃんを奪うばったこと、そんなに恨うらんでるの!?　胸が苦しくなるぐらい恨んでるの!?　いやでもあれは仕方ないというか……」

「…………」

　ユキヒメがすごく白けたような目で見てくる。僕はより一層ワタワタと言った。

「ベルちゃん、元気にしてるから……とてつもなく元気にしてるからさ……いつでも会いに来たらいいじゃん……！」

　そう言う僕に、よっぽど恨んでいるのかユキヒメはぷぅっと頰ほおを膨ふくらましていた。

「ツッコミはウザいぐらい鋭するどいのに、なんでそういう部分になるといつも鈍どん感かんになるの？」

「いや……別に鈍感なつもりはないんだけど……そういう部分ってどういう部分??」

　頭を捻ひねる僕にユキヒメはなぜか溜ため息いきを吐ついていた。

　それからは他愛たわいのない話で盛り上がって、僕たちを乗せた車は進んでいった。







　ようやく僕の住む家が見えてきて、門の前で車は停止した。

　黒スーツの男が車のドアを開けてくれて、外に出てからユキヒメにお礼を言った。

「ありがとう、ユキヒメ。それから校門で待っててくれて、ありがとう」

「ううん。私はいつもミカゲくんと一緒に居たいだけだから……」

　な、なんだろう……すごく言葉が重い気がする。

「また明日迎むかえに来るね、ミカゲくん」

「う、うん、また明日……」

　ぎこちない挨あい拶さつを交わして、去ろうとすると、ユキヒメが少し遅おくれて声を掛かけてきた。

「ミカゲくん……もし、何か困ったことがあったら相談してね」

　柔やわらかい微び笑しようを浮うかべてくるユキヒメ。

　ミカゲ人形……盗とう撮さつ写真……授業での僕ぼくへの謎なぞアピール……そのストーカー紛まがいの粘ねん着ちやくをやめてほしいとは、まあ……言えないし。

　それに今の僕の学園での状じよう況きよう……ユキヒメも学園生活に慣れるのに精せい一いつ杯ぱいだと思うし、僕のことで煩わずらわせるのは悪い気がして、ありがとう、とだけ返したのだった。







　車が見えなくなるまで見送ってから、もう大分住み慣れてきた我わが家へ振ふり返った。

　暗あん上じよう院いん家が所有していて使っていない古い空家を宛あてがわれたのだが、さすが暗上院というだけあって一人では広すぎるぐらいの豪ごう邸ていだった。内装も豪ごう華かだし、庭もあって、門も薄うすいながらに立派な鉄製で繊せん細さいな彫ちよう刻こくがされていた。使用人も何人か派は遣けんしてくれて、一応は生活や身の回りのことに不自由はしていない。危険指定Ｓランクのモンスター、ベルちゃんもこの家に連れて来てもらったので寂さびしくはないのだが、それでもなんとなく少し悲しい感覚はあった。

「…………」

　まあ、そんなことをここで考えていても仕方ないので、とりあえず家に帰るべく重厚な鉄の門を開ける……。

　…………あれ。

「門ってこんなどっしりとした造りだったっけ……。しかもなんか……変な呪じゆ詛そ的てきなものが刻まれてるんだけど……。闇やみのオーラが滲にじみ出てるんだけど……禍まが々まがしいんだけど……これは見み間ま違ちがいかな……いや見間違いじゃないな」

　使用人が取り換かえたのかな？

　いやでも取り換えるにしてももっと良いのなかったのかな……。怖こわいんだけど……。

　なんか気持ち悪くて触さわりたくないけど開けないと中に入れないので、禍々しい門もん扉ぴにおそるおそる触ふれて開けるために力を入れる。

「お、おもいっ──」

　見た目に違たがわず、門扉はすごく重くてなかなか開かない。身体からだ全体で必死に押おしてようやく少し開いて中に滑すべり込こむようにして入った。

　変な呪詛が刻まれた禍々しい門だったけど、触ってもなんともなかったことに安あん堵どしながら玄関までの庭を歩く。

　この家の庭は結構広くて、ちょっとしたサッカーぐらいならできるぐらいの広さはある。木も何本か生えていて、花か壇だんには色鮮あざやかな花が生えているし、庭の端はしにはちょっとした池もあり、四季と自然を感じられる温かい庭だった…………のだが、全体的にガラッと劇的にビフォーアフターされていた。

「あれ……なんか木が枯かれてる？　こんなに枝、尖とがってたっけ？」

　なんということでしょう……。生命力に満ち溢あふれていた樹木の葉は全すべてなくなり、幹は黒く変色。空へ広がる枝は突つき刺ささるんじゃないかってぐらい禍まが々まがしく尖とがっているじゃありませんか。

「花か壇だんがなんか……」

　なんということでしょう……。色鮮あざやかに咲き誇ほこっていた花々はどこかへ姿を消し、その代わりに不ふ吉きつさと死を象しよう徴ちようするかのようなドクロやら骨やらが撒まき散らかされているではありませんか……。

「…………？」

　首を傾かしげているとボチャンッと池で何かが跳はねる音が聞こえてきて、僕ぼくはさらに首を捻ひねった。

　池には何も飼ってないんだけど……。

　怖こわさ半分、好こう奇き心しん半分で池を覗のぞきに行く。

「うわー……なんということでしょう……」

　池を覗くと昨日まで透すき通っていた水が、黒く濁にごっているじゃないですか……てか、なんでこんなに濁ってるの？　と、恐こわ々ごわと覗き込こんでいる時だった──

「────!?」

　──ぬっと何かが池から伸のびてきた。

「あっわわおおおわッ──!?」

　突とつ然ぜんのことに脳が理解できなかったのかワンテンポ遅おくれて僕はそれを認識して大声を上げた。

　それは人の、腕うでと手だったのだ。

　僕は半はん狂きよう乱らんで飛ぶように後ずさると、その手は池の中に静かに帰っていった。

　な、なんということでしょう……なんということでしょ──いやいやいやいやいや！

　なんで手が出てくるの!?　おかしいだろ！　もしかして池の精せい霊れい的てきなやつ!?　そんなの居たっけ!?

「もしもーし！　誰だれか居るんですかー！」

　と遠くから声を掛かけてみるが返事はない。

　もしかしたら誰か溺おぼれているんじゃないかと、おそるおそるもう一度近づいて覗き込んだ瞬しゆん間かん──

「────」

　ぬっと手が生えてきた。……何本も。

「な、なんということをしてくれたんでしょうぉおおお──」

　もちろん僕は全力疾しつ走そうで池から逃にげたね。たとえ池の精霊的なものだったとしても、あんなに居たら怖いもんね。池の中ギチギチだもんね！　一本だけなぜか親指立ててサムズアップしてたもんね！

「ちょっと誰かぁああー！　山やま田ださーん！　黒くろ山やまさーん！」

　庭に使用人が居ないか声を上げるが、気配がない。

　とりあえず、家に入ろう！　と玄関まで走るのだが、やはり目の端はしに映る庭の光景は明らかに昨日までの庭とは違ちがっていた。ここは呪のろわれているのかと言わんばかりの禍まが々まがしさで満ち溢あふれている。

　全力ダッシュで玄げん関かんまで辿たどり着き、呼び鈴りんを鳴らしてドアをドンドンと叩たたくが開く気配がない。

　慌あわてて、全身のポケットを探って鍵かぎを取り出して解かい錠じようする。

　扉とびらを開けると、広い玄関広間と、二階へ続く大きな階段が視界にひらけるのだが、全体的に暗くて人の気配を感じなかった。

「誰だれか居ないのー！」

　と、ビビりながら声を出す。

　待っても反応がなく、玄関広間を恐こわ々ごわと歩み進めていると、ふと──二階の通路に人ひと影かげが見えた気が──

「────！」

　その人影にハッと僕ぼくが見上げたのと、照明が明るくなったのは同時だった。突とつ然ぜんの明るさに目を瞑つぶってしまう。

「…………」

　光に目を慣らしながら、ゆっくりと瞼まぶたを開けていくと、やはり僕が見上げた先に人が立っていた。

　階段の上、二階に立っていた人は──




「お帰りなさいませ、ご主人様」




　──絶世の美女と言っても過言ではないぐらい美しすぎるメイドさんだった。

「…………」

　僕の知っている使用人ではないということは一目で分かった。

　墨すみを流したような黒くて長い髪かみに、恐おそろしく整った顔。ヒールを履はいた立ち姿はすらりとしており、その身体からだにエプロンドレスはとても栄はえ、どこか凜りん然ぜんとした雰ふん囲い気きを放っている。

　こんな綺き麗れいな女性、この家で見たことがない。というか、今までで見たことがないのではないかと思った。

「…………」

　しばらく惚ほうけたように見つめてしまっていた僕は、メイドさんが階段を下りてきたのと同時に、ハッと我に返って慌てて尋たずねた。

「だ、誰……？」

[image: ]

　メイドさんはそのまま優ゆう雅がに階段を下りてくる。階段を下りているだけなのだけれど、なんだか動きに無む駄だがないような気がした。

　それから、階段を下りきったメイドさんは僕ぼくの目の前に立つと、優美なお辞じ儀ぎをしてきた。

「私は、白しら波なみメリアと申します。今日からご主人様のお世話をさせていただくことになりました」

　凜りんとして透すき通った声。

　白波メリアと名乗ったそのメイドさんからは、なんだかすごく良い匂においがして、気が遠くに飛びそうになる……。

　半分飛びかけた意識を手た繰ぐり寄せるのに手こずり、数秒遅おくれで慌あわててこちらも挨あい拶さつをした。

「えっと、僕は暗あん上じよう院いんミカゲです。よ、よろしくお願いします、白波さん」

「はい、よろしくお願い致いたします、ご主人様。私のことはメリアとお呼びくださいませ。敬語も私には使われなくて大だい丈じよう夫ぶです」

「えっと……じゃあ、メリア……さん、で。僕のこともミカゲで良いです……良いよ」

「かしこまりました。ミカゲ様、とお呼び致します。よろしくお願い致します、ミカゲ様」

　メリアさんは、白くてしなやかな手を僕に差し出してくる。

　僕は、ドギマギしながら握あく手しゆした。その手は思ったよりも柔やわらかくて、すべすべで再び気が遠くに行きそうになる……。

　しかし、ハッと家に入る前の自分を思い出して、慌あわててメリアさんに言った。

「そ、そうだ。庭が！　庭が変なんだ！　池から手が出てきて！」

　慌てふためく僕ぼくに、メリアさんは涼すずしい顔で言ってきた。

「あれは、私が設置した装置です」

「……え……装置？」

「はい。人を感知すると池から出てくるようにした装置です。ミカゲ様が池に落ちないようにと設置しました。ちなみにそのうち一本には勇気を与あたえるように細工しました」

　確かに腕うでの一本はサムズアップしてきたけども、与えられたのは勇気をへし折る恐きよう怖ふだったんだけど……。

「……じゃ、じゃあ、門が禍まが々まがしい鉄てつ扉ぴに換かわっていたのも？」

「私が換えました。ちなみに、あれに触さわると三十％くらいの確率で三日以内に多分死にます」

「え──う、う、うう噓うそでしょ!?」

「はい、噓に決まってるじゃないですか。なんでそんな涙なみだ目めになられているんですか？」

「な、涙目になんかなってないよ！　欠伸あくび我が慢まんしただけだよ！」

　よかった……本気でビビったよ……。

「それじゃあ、木が禍々しく尖とがってたのも、花か壇だんにドクロやら骨やらを置いたのもメリアさんがやったの？」

「はい。私がやりました」

「……なんでまたそんなことを」

「私はミカゲ様のことを任されてここへ参りました。ミカゲ様は魔ま王おうの中の魔王になられるお方と聞き及およんでおりましたので、このお屋や敷しきを魔王仕様に劇的にビフォーアフターしてみました」

「いや、魔王仕様というか、ホラー仕様だったよ！　依い頼らい人にん卒そつ倒とうしちゃう改悪だったよ！」

「そうですか……」

　ふむ、と口元に手を当てて何事か考えるメリアさん。しばらく考え込こんでいたメリアさんはキリッとした表情で言ってきた。

「改造しておきます」

「いや、改造しなくていいから、撤てつ去きよしてください！　特にあの池の手の奴やつとか！」

　そう言う僕に、不服そうな顔をするメリアさん。

　な、なんだろう、メリアさん、綺き麗れいなんだけど、なんか少し変……？　これが天然っていうやつなのかな……？

　また何かを考え込むメリアさんをしばらく見つめていたけれど、ふと、家の中の違い和わ感かんに気付いて尋たずねてみた。

「そういえば人が居る気配がないんだけど、他ほかの人は？」

「皆みなさんにはお休みを取ってもらいました。よっぽど手の掛かかる人にお仕えしていたのでしょうね。皆飛ぶように去っていきましたよ」

「え、手の掛かる人ってまさか僕ぼくじゃないよね？　飛ぶように去っていったって……ていうか、皆居ないんじゃ、この家の掃そう除じとか洗せん濯たくとか庭の手入れとか、ご飯とかどうするの!?」

「当分は私一人でやります」

「一人って、ええ!?　この家広いし、大変じゃない!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。今日は庭の改造に時間が掛かり、夕食の準備が遅おくれて、すぐにお出で迎むかえすることができませんでしたが、明日からはしっかりとお出迎え致いたします」

「え、そ、そう……そうなら、大丈夫なのかな……？」

　一人でできる仕事量じゃない気がしないでもないけどメリアさんは自信があるとばかりに胸を張って答えてくるので……まあ、大丈夫なんだろう、たぶん。というか……メリアさん細身かと思ったら結構胸ある……いやいやいや何考えてるんだ、何見てんだ僕！

　頭をブンブンと振ふって僕は一つ大切なことを思い出した。

　そういえば……ベルちゃんは……？

　いつも帰ってきたら狂くるおしい雄お叫たけびを上げてきたのに……。

「メリアさん……ベルちゃんは家に居るよね？」

「ベルちゃん？」

　首を傾かしげてくるメリアさん。

　僕は心配になってベルちゃんを大声で呼んでみた。

「ベルちゃーん!!」

　家の中に僕の声が響ひびき、静せい寂じやくが訪れる。

　いつもなら、しばらく待つと……

　──グオォオッォオォォオオオオロロオオオオ！

　という地が震ふるえるような鳴き声が返ってくるはずなんだけど、いくら待っても返事がない。

「ベルちゃーん!!」

　ともう一度呼びかけてみるが、しかし返事は返ってこなかった。

「メリアさん、ベルちゃん──混こん沌とんと絶望を体現したかのような姿をしているけれど、どこか愛あい嬌きようのある生物を見なかった？」

「ああ、あれはミカゲ様が飼われているペットだったのですね。今は大人しく寝ねておりますよ」

「寝てる!?　僕、今までベルちゃんが寝た姿見たことないんだけど……」

「そうなんですか？　ちょっとマナーが悪かったので、躾しつけたら、ころっと寝ましたよ」

「躾け!?　ころっと寝た!?」

　僕はいやいやいやまてまてまてと手をブンブン振ってメリアさんに言った。

「え、ていうか本当にベルちゃんを躾けたの？」

「はい」

「ベルちゃん危険指定Ｓランクのモンスターだよ!?　Ｓランクって本気出したら街滅ほろぶレベルって本に書いてたよ!?　指一本で家がぶっ飛ぶレベルだよ!?」

「最初はじゃれてきましたが、私がメッとやったらすぐに大人しくなりましたよ。今は虫の息で寝ねています」

「虫の息って……それ違ちがう眠ねむりにつこうとしてるよね！　永遠の眠りにつく寸前だよね!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ベルちゃんは相当な回復力があるみたいで傷がみるみる治っていましたので」

「いやいやいやいや──」

　メリアさんは噓うそを言っているような感じではなくて、僕ぼくは後ずさった。

　え、なんなの!?　本気で言ってるのこの女性ひと!?　……変……というか、何者？

　後ずさっていると、不意に僕の腹の虫がぐぅと鳴いた。こんな時でもお腹なかは空すくんだなぁと冷静に思う傍かたわら、今鳴ったら腹の虫も虫の息にされるぞ！　と僕は緊きん張ちようを走らせた。

「ミカゲ様」

「は、はい！」

「良い時間になってきたので、そろそろ夕食にされますか？」

　メイドさんが投げかけてくるその普ふ通つうの提案に僕は少し脱だつ力りよくする。

　ベルちゃんのことはホントかどうか分からないし、ひとまずその話は置いておいて僕はメイドさんの提案にコクコクと頷うなずいた。

「う、うん……。そ、そうだね。確かにお腹は空いてるけど……」

「では、すぐにお持ち致いたしますので、食しよく卓たくでお待ちください」

「う、うん、分かった。制服のままだとあれだし、ちょっと着き替がえてくるよ」

　一いつ旦たんメリアさんと別れて、二階の自分の部屋に戻もどる。

　メリアさんは二階から現れたので、もしかしたら自分の部屋に何かしてるんじゃないかと、おっかなびっくり部屋に入るが、特にそんなことはなく、机とベッドと、衣装ダンスがあるだけのいつもの自分の部屋だった。私物はほとんど実家に置いたままなので、簡素で広いだけの部屋。学校のカバンを置き、部屋の真ん中で大きく深呼吸する。メリアさんは何か変だけど、やはりとても綺き麗れいな女性で心臓がドキドキしていた。少し心臓を落ち着かせてから、服を着替えて部屋を出る。

　食卓のある部屋は一階にあるので、階段を下り廊ろう下かを歩く。

　食卓の部屋に辿たどり着いて、扉とびらを押し開け……

「…………」

　僕は部屋に入らず、そっと扉を閉じた。

　なんか……部屋がおかしかった気が……。

　目頭を押おさえていると、美味おいしそうな匂においが漂ただよってくる。匂いがする方へ振ふり向くと、料理が乗ったサービスワゴンを押おしてメリアさんがやって来ていた。

「どうされました、ミカゲ様？」

「いやなんか食しよく卓たくの部屋が劇的にビフォーアフターされていた気がして……入るのが怖こわいんだけど」

「ミカゲ様、勇気は大切ですよ。魔ま王おうであろうとも」

「そ、そうだよね。全すべての元げん凶きようの人に言われるとなんか勇気が出てくるよ。ムカつきを伴ともなった勇気が湧わいてくるよ」

「お役に立てて光栄です」

　悪気の欠片かけらもない顔で目礼してくるメリアさん。

　何を言っても無む駄だだと気付き、僕ぼくは溜ため息いきを吐ついてから……扉とびらを開け放った。

「……うわぁ……メリアさん、なんで照明がロウソクのシャンデリアなの……？　なんでドクロが一いつ杯ぱいぶら下がってるの？　あれ、なんで壁かべに禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうが置いてあるの？　なんで刀が何本も床ゆかに突つき刺ささってるの？　なんで食卓が祭さい壇だんみたいに仰ぎよう々ぎようしいの？　なんでご飯食べるのに使う椅い子すが玉ぎよく座ざなの？　ねえ、なんで」

「ひとえに、魔ま王おう、です」

「いや、ひとえっていうか、二重にも三重にも魔王が重なってるよ！　重なり過ぎてわけ分かんなくなってるよ！　僕の中で魔王のゲシュタルト崩ほう壊かいが起こってるよ！」

「御ご託たくはいいんで、さっさと入りやがってください。料理が冷めます」

「め、メリアさん!?」

　キツイ言い回しになったメリアさんに押されるように部屋に入った僕は、仕方なく玉座に腰こし掛かけた。背もたれが長くてでかいし、装そう飾しよくも彫ちよう刻こくもされていてかなり本格的な玉座だ。

　ガクガク震ふるえながらその玉座に座っていると、祭壇のようなテーブルに次々と料理が並んでいく。その料理たちは見み栄ばえも匂においも凄すごく良くて、恐きよう怖ふを押し退のけてしまうぐらいの食欲が押し寄せてきた。

「あの……これ、全部メリアさんが作ったの？」

「はい」

「すごいね。フルコースのメニューじゃない？」

「今日はミカゲ様に食べていただく初めての夕食ですので、力を入れてみました」

「ありがとう……メリアさん……」

　不覚にも感動してしまう。

　今まで料理をしてくれていた使用人の人は腕うでは悪くなかったけれど、本気を出していないというか、結構おざなりな料理だったので感動もひとしおだった。

　容姿的に氷のような印象を覚えるメリアさんだけれど、ロウソクシャンデリアのゆらゆらと揺ゆれる温かい灯あかりで美び麗れいさが際きわ立だち、そして同時に優やさしく見えた。

「じゃあさっそく頂こうかな……えっと、ナイフとフォークは……？」

　テーブルを探してもなくて、メリアさんに尋たずねる。

　するとメリアさんは涼すずしい顔をして、どこから取り出したのか　大きな大きなフォークを僕ぼくに手て渡わたしてきた。

「よっしゃ、食べるか────って食べられるかッ！　これってあれじゃない!?　悪あく魔まが持ってるでっかいフォークじゃん！」

「いえ、トライデントです」

「どっちでもいいよッ！　これで僕に料理を食べろっていうの!?　食べられないんだけど！　身にあまり過ぎて生なま兵びよう法ほうどころじゃないんだけど！」

「あ、すみません。ナイフ忘れていましたね」

「いやそういうことじゃなくて！」

　僕の言葉を聞かずメリアさんは部屋の奥おくへ行くと、床ゆかに突つき刺ささっていた刀の中から一本を抜ぬき放った。

　まさかと思うがやはり、メリアさんはその刀を手渡してきた。

「お使いください」

「おお、舐なめるように肉が良く切れる────って、でかすぎるわ！　なんなの!?　この刀すごく禍まが々まがしいんだけど！　妖よう刀とうじゃないよね!?　料理を食べるどころか、刀に食べられそうな勢いなんだけど！」

「ミカゲ様……ノリノリですね」

「ノリノリっていうか、波に吞のみ込こまれないように必死に足あ搔がいてるんだよ……！」

　危ないのでトライデントと、刀は部屋の奥に置いて、メリアさんに尋ねた。

「あれじゃ食べられないよ、普ふ通つうのナイフとフォークないの？」

「そんな事になるだろうと思って、ちゃんとしたナイフとフォークを用意しております」

「自分で、ちゃんとって言っちゃってるし……さっきのくだり必要あったかな……？」

　どっと疲つかれが押おし寄せる僕にメリアさんは、今度はちゃんとした、ぴかぴかに磨みがかれた銀のナイフとフォークを取り出してテーブルに置いてきた。

「いただきます……」

　そのナイフとフォークを手に取り、料理を一口食べる。

　それはとても美味おいしくて疲れが一いち撃げきで吹ふき飛んでいったのを感じた。野菜や肉のバランスが良く、なにより力を入れて作ってくれているというのが味覚を通して伝わってくる。僕は空腹だったということも合わさり黙もく々もくと食べ続けた。




「ごちそうさま、美味しかった！」

「ありがとうございます」

　全すべて食べ終わり、改めて感想を言うとメリアさんは、表情は変えないけれど少しだけ嬉うれしそうな声こわ音ねだった。

「食後のコーヒーを準備しますね」

「ありがとう……」

　気が利きくなぁと感心する中、テーブルのお皿はすぐに片づけられ、コーヒーカップが置かれる。

「お砂糖はいくつにされますか？」

「えっと、二つで。ミルクもお願いします」

「かしこまりました」

　と、香こうばしい匂においと湯気の立ち込こめるコーヒーをコーヒーカップに注いだメリアさんは、角砂糖の入った白いポットを取り出してくる。そして、そこから角砂糖を丁てい寧ねいに取り出すメリアさんは尋たずねてきた。

「そういえば、ミカゲ様。今日の魔ま王おう学園での授業はいかがでしたか？」

「魔王学園の授業……」

　その言葉で、今日の変な授業と共に、先生に言われた重い言葉を思い出して一気に憂ゆう鬱うつになった。そういえば……宿題を出されてたんだ……。

「う、うん。あまり良くなかった……」

　満腹になったせいなのか、気付けばメリアさんには正直に話してしまっていた。

「あまり良くなかった、とは？」

「うん……。次の中間テストで合格点を取らないと退学になるって……」

　俯うつむく僕ぼくに、メリアさんはそっと声を掛かけてきた。

「頑がん張ばって合格点を取ればいいのでは？」

「う、うん、そうなんだけど……授業がいまいち良く分からなくて……今日授業で貰もらった評価の中で、一番悪かったのが三点だったんだ……」

　俯き加減に見つめるコーヒーにメリアさんが角砂糖を入れていく。一個、二個…………三個、四個、五個、六個……七個──あ、アレ!?

「ミカゲ様、いま何点と仰おつしやいました？」

　ハッと顔を上げると、メリアさんの顔は元からあまり表情がなかったけれど、さらに表情がなくなっていた。

　え、ええ、え？　な、なんなの、このただならぬ殺気。ていうかコーヒーに角砂糖を入れるメリアさんの手が止まらないんだけど。山盛りになってるんだけど。糖分ヤバいんだけど。

「え、えっと……」

　口を噤つぐもうかと思ったけれど、言わないとひどい目に遭あいそうな気がして、僕は蚊かの鳴くような声で言った。

「さ、三点……です」

「聞こえません」

「三点です！」

「……それは何点中ですか？」

「百点中です！」

「…………」

　ヤ、ヤバい……。メリアさんの目に、目に感情がない。

　気付けば、メリアさんがコーヒーに入れていた角砂糖がピサの斜しや塔とうみたくなってる！

「暗あん上じよう院いん家の御ご子し息そくともあろうものが百点中三点を取ってきたと……」

「ご、ごめん、メリアさん、ちょっとトイレに……」

「ミカゲ様、お待ちください」

　玉ぎよく座ざを立ってこの場を去ろうとする僕ぼくに、メリアさんは殺気を溢あふれさせながら近づいてくる。

「あああ、ああのさ、も、もう夜だし僕は部屋に戻もどるね！」

　ただならぬ圧力に耐たえ切れず、僕は全力ダッシュで部屋の扉とびらから飛び出そうとするのだけど、その前にメリアさんに回り込こまれてしまった。慌あわてて違ちがうドアから逃にげようと走るけど、気付けばそのドアの前にはメリアさんが立っていて回り込まれてしまっている。その謎なぞのスピードにビビりながら、さっきの扉から！　と振ふり返って走れば、メリアさんは目にも留まらぬ速さで回り込んできて、扉の前で仁に王おう立だちをしていた。

　そ、それなら──と、同じ逃とう走そうを四、五回繰くり返して、僕はメリアさんから逃げられないことを悟さとった。

　それでも最後の悪あがきと、猛もうダッシュで扉に体当たりする勢いで突つっ込むのだけど、すぐにガシッと受け止められた感覚に顔を上げれば、メイドさんの整った顔がそこにあった。メリアさんに回り込まれて僕は手でキャッチされていたのだ。

「メ、メリアさん速すぎでしょ──!?」

「ミカゲ様、知らなかったのですか？」

「な、何を？」

　僕をがっちり捕つかまえているメリアさんが言ってくる。

「アークメイドからは逃げらない」

　な、なんだよ、アークメイドって!?　それをいうなら『大だい魔ま王おうからは逃げられない』でしょ。

　しかしながらも、僕はそのアークメイドとやらのスピードと迫はく力りよくにビビってしまい、抵てい抗こうする意志は完全に喪そう失しつ。

「まだコーヒーを飲まれておりませんから、どうぞお戻りください」

　と、メリアさんに引きずられるようにして僕は再び玉座に座ったのだった。ちなみに、コーヒーへ入れていた角砂糖はいつの間にかコーヒーカップから溢れ出てうずたかく積まれており、例えるならそう……チョモランマができあがっていた。

　こんな量の角砂糖どこにあったのだろうか……ていうか、飲めないんだけど……。

　そんなことを、チョモランマを前にして考えていると、メリアさんが尋たずねてきた。

「それでミカゲ様、その百点満点中、三点を取った授業とは一体どのような授業で、どんな問題だったのですか？」

「えっと……」

　僕ぼくは今日の数学の授業に出た問題と、それから一応他ほかの生徒たちの答えをメリアさんに話した。

「なるほど」

　と、全部聞き終えたメリアさんは頷うなずいていた。

「メリアさん、難しいでしょ……？　というか、意味不明でしょ……？」

「そうですね」

　必死に訴うつたえる僕に、メリアさんは頷いてくる。

　その納なつ得とくしてくれた様子に安あん堵どしていると、メリアさんは部屋の奥おくへ向かいながら僕に言ってきた。

「それじゃ、ミカゲ様、おさらいしてみましょうか」

「おさらい？」

　部屋の奥へ行くメリアさんへ振ふり返って、首を傾かしげる。

　そうしていると、メリアさんは床ゆかに刺ささっている刀を二本引き抜ぬいてきた。

「まず、最初に魔ま王おうは自分の国を二つ所有していたのですよね──」

　そう言ったメリアさんはその刀を僕へ放ほうり投げてくる。

　迫せまり来る刃やいばに、僕は玉ぎよく座ざから転げ落ちるようにして避さけた瞬しゆん間かん──ズサズサと刀二本が玉座へ突つき刺さった。

「いやいやいやいや、め、メリアさん──!?」

「それから直々に隣りん国ごくから三カ国奪うばったのでしたね──」

　メリアさんは言うと刀を三本引き抜いて再び僕へ放り投げてくる。

　放物線を描えがいて落ちてくる刃に僕は床を転がるようにして逃にげると、さっきまで居た場所に三本の刃が突き刺さった。

「ちょ、ちょっと待って！　メリアさん──！」

「それから部下が大陸から四カ国奪ってきたということでしたね──」

　と、メリアさんはさらに床から刀を三本引き抜き、さらにトライデントを持つと放り投げてくる。慌あわてて逃げる僕を掠かすめて、それら四本の武器は床に深々と突き刺さった。

「ミカゲ様、それでは一体いくつでしょうか？」

「──九本だよ！　襲おそいくる武器が九つだったよ！」

　必死な声を上げる僕にメリアさんは溜ため息いきを吐ついてから、やれやれと言わんばかりに首を横に振ふってきた。

「──こんな簡単な問題も分からないから、ミカゲ様はスライムレベルなんですよ、このボケナスが」

「ボケナス!?　ス、スライム……!?」

　思ってもない言葉にギョッとする僕ぼくにメリアさんは近づいてくる。

　ロウソクの灯あかりに照らされたメリアさんの顔は慈じ愛あい溢あふれる温かいもので、とてもさっきの氷山のような言葉を言ったとは思えない……。

　しかし、メリアさんはルージュを引いたような唇くちびるを僕の耳元へ近づけると言ってきた。

「──目に見えるものしか考えないから、ミカゲ様はいつまで経たってもスライムレベルなんですよ。このクズが」

「く、クズ!?」

　それは確かにメリアさんの口から放たれた言葉だった。

「メ、メリアさん、さっきまでの奇き行こうというか暴走には目を瞑つぶるし、水に流すよ。でもね、さすがにそれはないんじゃない!?　確かに百点中三点の僕も悪いけれども、メイドが主人にそういうこと言っていいの!?」

　少し怒おこって言う僕に、しかし、メリアさんはしおらしくするどころかふてぶてしく頭を縦に振るのだった。

「はい」

「頷うなずいちゃった──!?　い、いいの？　家に連れん絡らくして、く、く、クビにだってできるんだよ！」

　……とは言っても実際、僕にそんな権限ないんだけど。ただ少しぐらいはメリアさんに釘くぎを刺さすことはできるだろうと思っていると、メイドは全然動じていなかった。

「どうぞご自由に。ただ、もしそんなことになったら──」

　と、部屋の奥おくへ歩いて行くメリアさん。

　メリアさんは、奥に置いてあった禍まが々まがしい鉄の甲かつ冑ちゆうの前に立つと、兜かぶとに手を触ふれ──メキョメキョコォッと、さもペットボトルを潰つぶすかの如ごとく握にぎり潰していた。……片手で。

「──ミカゲ様はこうなりますけどね」

「すみませんでしたぁ！」

　僕は全ぜん身しん全ぜん霊れいで頭を下げた。な、なんでだろう……震ふるえが止まらない……！

　ガクガクひれ伏ふしていると、ふいにメリアさんの嘆たん息そくが聞こえてきた。

「……ミカゲ様は……目に見えるものに囚とらわれ過ぎです……」

「……め、目に見えるもの？」

　おそるおそる顔を上げると、メリアさんは頷いてから床ゆかの突つき刺さっている武器に目をやった。

「ミカゲ様、考えてみてください……。先ほどミカゲ様を襲おそった刀やトライデント……誰だれが放ったのかは分かりませんが、見えないところでそれを明確な殺意を込こめて制作した人が居るのですよ」

　いや、あなたが放ったんでしょう？　明確な殺意を込めて。

「それに今日私が作った料理も、作ったのは私ですが……例えば肉ならその家か畜ちくを育てる方や、野菜を育てる生産者の方、それを流通する方、それから今日使った食器を作った方に、調理器具を作った方など、目に見えない陰かげの部分でたくさん人の支えがあって初めて私はあの料理を作ることができたのです」

「…………」

「それは先ほどの授業の問題でも同じことが言えるのではないでしょうか？」

「同じこと……」

　メリアさんの言葉に、僕ぼくは不覚にも見失っていることに気付かされたような気がした。

　黙だまり込こむ僕に歩み寄ってくるメリアさんは顔を近づけて問い掛かけてきた。

「ミカゲ様は魔ま王おうらしさとはなんだとお考えですか？」

　それに、うっと詰つまった僕は、少ししてからおずおずと答えた。

「…………強さ、かな」

「そうですね。それも必要です……」

　頷うなずくメリアさんは何かを思い返すかのように一度目を閉じてから僕に言ってきた。

「でもきっと、それだけではないと私は思います」

「……それだけではない？」

　魔王らしさは……強さ……それだけではない……。

　その言葉の意味は今の僕にはよく分からなかったけれど、ほんの少しだけ、何か凝こり固まっていたものが溶とけていくような気がした。

　それじゃあ……魔王らしさってなんなのだろう？

　改めて考える僕に、メリアさんは優やさしく言ってきた。

「私の言葉をよく考えて、先ほどの魔王学園の問題、ミカゲ様らしい答えを見つけたらいいと思います。それがきっと、ミカゲ様の考えていることの助けの一つになると思います」

「僕らしい答え……」

　今はまだ漠ばく然ぜんとしているけれど、なんだか突とつ破ぱ口こうが見えた気がして、もう一度今日の問題を考えてみようと思えた。

「コーヒーを淹いれ直してきますね」

「……あ、ありがとう」

　部屋を出ていくメリアさんを見送る。

　その綺き麗れいな黒髪を揺ゆらすメイドさんの姿は、テーブルの角砂糖のチョモランマで見えなくなっていった。……ていうか、この角砂糖どうするんだろう……。
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　朝。

　いつも通りの時間に家を出る。……いつもと大きく違ちがっていたことと言えば、メリアさんに朝起こされたことだった。最初は優やさしく起こしてくれていたのだけど──まさか、最終的にデンジャラスピタゴラ装置を使ってくるとは思わなかった。ちなみにデンジャラスピタゴラ装置とは、部屋のあっちこっちに取り付けられた危ない道具が連れん鎖さして、じわじわ僕ぼくを起こしにくるという文字通りデンジャラスな連鎖仕し掛かけのことだ。塩えん酸さん、釘くぎ打うち機、ガスバーナーぐらいまでは耐たえたんだけど、チェーンソーが鳴り始めた時には慌あわてて起きたね。最後どうなるか分からないもんね！　下手へたしたら永ながい眠ねむりについちゃうもんね！

　メリアさんの見送りを受け屋や敷しきを出て、庭を歩き分厚い鉄製に変わってしまった禍まが々まがしい門もん扉ぴをよいしょっと開ける。その先には黒くろ塗ぬりの車と黒スーツの男が待機しており、ドアを開けてくれるので、お礼を言って乗り込こんだ。

「おはよう」

　と、ブロンドの少女に挨あい拶さつすると、ギョッとされた。

「ミカゲくん、なんか雰ふん囲い気き変わった!?」

「そうかな？」

「一晩見ない間に、一ひと狩かり行った……というか一狩りされたみたいな雰囲気を醸かもし出してるよ？　襲しゆう撃げきを受けた村人みたいな感じになってるよ？」

「そ、そうかな……。ほら、男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、って言葉もあるじゃん。そんな感じだよ、きっと」

「そ、そう、かな……昨日は暗くて気付かなかったけど、家もちょっと雰囲気変わってる？」

「それはあれだよ、家三日会わざれば刮目して見よ、って言葉あるじゃん。そんな感じだよ」

「ないよ！　そんな言葉！」

　と目をまんまるにするユキヒメ。

　ユキヒメとそんなやり取りを交わすけれど、僕の気分は久しぶりにすっきりしていた。昨日のメリアさんとのやり取りがあったお陰かげかもしれない。

　それから魔ま王おう学園に着くまでの時間は、心配そうな表情をするユキヒメに如何いかに自分が元気かをアピールするので費ついやされた。







　学園に到とう着ちやくし、一いつ旦たんユキヒメと別れた僕は職員室へと向かった。トラップも朝だからなのか、ほとんど発動せず、無事に職員室に辿たどり着くことができた。しかし、唯ゆい一いつ職員室の扉とびらの黒板消しトラップだけは健在で、油断した僕ぼくは粉まみれになってしまった。

　職員室を覗のぞき込こむ。

　ユキヒメとはいつも早めに学園に到とう着ちやくするように待ち合わせしているので、職員室の中はあまり人がおらず静かだった。

　もしかしたらまだ来ていないかなと昨日先生が座っていた席を見ると、そこには黒いフードマントに身を包んだ先生の後ろ姿があった。

「おはようございます、先生」

「暗あん上じよう院いん君、おはようございます」

　椅い子すごとぐるっと向いて来る先生は、脚あしを組んでくる。今日はその美び脚きやくは凝ぎよう視しせずに顔をしっかりと見た。いつもの如ごとくフードを深く被かぶっているためよく見えなかったけど。

「考えてきましたか？」

「はい」

　頷うなずいた僕は、昨日の問題を思い返す……。

『魔ま王おうが所有している国が二カ国あります。魔王は直々に隣りん国ごくから三カ国奪うばい、さらに部下を大陸に派は遣けんして四カ国奪わせてきました。さて、今、魔王が支配下に置いている国は全部で何カ国でしょうか？』

　一呼吸置いてから、僕は緊きん張ちよう半分不安半分でこう答えた。

「ゼロ……です」

「ゼロ？」

　聞き返されて僕はしどろもどろになりながら昨日考えたことを言った。

「いや、あの……魔王が所有してる国って言っても、一人だけで成り立っているわけじゃないし……支えてくれている人が居るから国が取れたわけだし……みんなで協力して取ったわけだし……」

　そう口を開く僕の頭に浮うかぶのは、昨日のメリアさんとの会話。

　メリアさんが放った武器──じゃなくて、作ってくれた料理は見えないところでたくさんの人や存在に支えられてできているのだと言っていた。

　それはこの問題でも同じ。

　僕は……ほんの少し自信を込めて先生に答えた。

「だから、みんなで支配しているので、魔王だけが支配している国は……ゼロです」

　それを聞く先生は、しばらく間を置いて言ってきた。

「それは全く魔王らしくありませんね」

「で、ですよね……」

　と俯うつむきかけて、しかし先生は優やさしく言ってきた。

「それでも……暗上院君らしい答えだったので、合格点です」

　その言葉が頭に入るのにしばらく掛かかった。

「……え？　本当ですか？」

　半信半疑の僕ぼくに先生はゆっくりと頷うなずいてから言ってくる。

「魔ま王おうのカリスマは目に見えません……。それは恐きよう怖ふだったり、強さだったり、様々なカリスマが必要だと思います。ですが、暗あん上じよう院いん君が言ったこともまたその中の一つに成り得るのかもしれません……。だから、授業の評価はひとまず合格としておきます」

「……あ、ありがとうございます！」

　頭を下げると、先生はこれ見よがしに美び脚きやくを何度も組み替かえてきた。

「まあ、目に見える『美』のカリスマもあるんですけどね。先生みたいに」

「は、はあ……」

　いろいろとツッコミたかったけど、下手へたなことを言って評価を下げるのは嫌いやだったので首しゆ肯こうしておいた。

「でも、暗上院君、昨晩の間に何かありました？　昨日とは雰ふん囲い気きが違ちがうというか……例えるなら、戦いに負けて勇者一行に引っ張られる棺かん桶おけの様な雰囲気を醸かもし出していますよ……」

「それどんな雰囲気ですか!?　死し臭しゆうしか漂ただよってないですよ！」

「まあ、これなら先生は何かする必要はなさそうですね。せっかく地じ獄ごくよりも地獄過ぎてむしろ天国かと見み紛まがう補習を山ほど用意していたのに……」

「なんですか、それ……逆にちょっと気になるんですけど」

「え、じゃあやりますか？　下手したら死にますけど」

「──結構です！」

　よ、よかった！　マジで良かった……！　メリアさんが昨日来てくれて……。

　震ふるえる僕に先生は言ってきた。

「中間テストまで気を抜ぬかないようにしてくださいね」

「はい！」

　僕は力強く頷く。

　じわじわと喜びが押おし寄せてきて、よっし、と小さくガッツポーズをした。

　その僕の頭に浮うかぶのは昨日家にやってきたメイドさん……メリアさんだった。

　……これはメリアさんのお陰かげだな。家に帰ったらお礼を言おう。

　僕は、先生に一礼して飛ぶように職員室を出て行く。……ただ、今は学園のトラップがしっかりと稼か働どうしており、油断していた僕は、朝っぱらからボッコボコのギッタンギッタンになってしまったのだった。

　しかしながら、それが初めて魔王学園でまともに評価を貰もらうことができた瞬しゆん間かんだった。
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　それからその日の学園では特に頭を悩なやませるようなことはなく、放課後が訪れユキヒメに送ってもらい家に帰ってきた。学園の休み時間も帰りの車中も、ユキヒメに、どうしてニコニコしてるの？　と尋たずねられて、はぐらかすのに苦労した。

　まあ、はぐらかしていた理由は……なんというか、一番先に報告したい人が居たからだった。

「…………」

　禍まが々まがしい門もん扉ぴを押おし開けて、昨日のホラー仕様からほとんど変わっていない庭を歩く。昨日はあれほど怖こわかった庭は、今はそれほど怖く感じない。池から生えてくる手に僕ぼくもサムズアップ仕返すぐらいの余よ裕ゆうがあった。

　それから玄げん関かんに辿たどり着く。呼び鈴りんを鳴らすと、数秒で扉とびらが開いて……艶つややかな黒くろ髪かみが映える凜りん然ぜんとしたメイドさん──白しら波なみメリアさんが出で迎むかえてきた。

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

「ただいま、メリアさん！」

　僕は早く伝えたくて、家に入って早々、今日の学園でのことを話した。

「今日、初めて先生から良い評価貰もらえたんだよ！」

「それは良かったですね」

「メリアさんのお陰かげだよ。ありがとう」

「いえ、私は特に何もしておりません。ミカゲ様がご自分で考えを導かれただけでございます」

　そう恭うやうやしく頭を下げてくるメリアさん。

　僕はその昨日来たばかりのメイドさんにほんの少しドキドキとしてしまう。

　なぜ自分がドキドキしているのか分からないけれど、なんとなく……このメイドさんが居てくれたら僕は変われそうな気がした。

　そんなことを考えているとふと疑問が湧わいて来て、メリアさんに尋たずねた。

「メリアさんって……どうして僕のメイドになったの？　メリアさんいろいろとスゴイし、メイドなんかじゃなくて他ほかにも良い仕事あったんじゃない？」

「……スゴイとはどういうことですか？」

「いやほら、こうズガガガとズドドドっと」

「それは、つまりこういうことですか──」

　と、メリアさんがポケットから何か光るモノを取り出したと思った瞬しゆん間かん──シュンッ！　と、それを投げ放ってきた。それは猛もうスピードで風を切って真横を通り過ぎていく。切れた髪の毛が何本か舞まい散り、何が飛んだのか確認するため振ふり返るとキラキラと光るカードのようなものが壁かべに手しゆ裏り剣けんの如ごとく突つき刺ささっていた。

　──いやいやいや……なんで!?　僕ぼく何か気に障さわるようなこと言っちゃったのかな!?　ていうか、カードってあんな壁かべに刺ささるもんなの？　半分ぐらい刺さってるんだけど……。

「ん……？」

　ビビりながら半分壁に埋うまっているカードを見てみると、それはどこかで見たことがあるようなカードだった。

　必死に記き憶おくを掘ほり返すと、ポカンと浮うかんだ。

「メ、メリアさん、あれってもしかして……幻想職フアンタジストの特とく殊しゆ資格証？」

　そう、あれは家で何度か見た魔ま王おうの資格証に似ていた。ただ、色とか光具合とか雰ふん囲い気きが少し違ちがうけれど。

「そうですけど」

　と頷うなずくメリアさんに、僕は納なつ得とくした。

　やっぱり……メリアさんいろいろと普ふ通つうじゃなかったし、ハイスペック過ぎる気がしたんだよ……。

　しかしどんな資格なんだろう？

　なんかめっちゃ強いし、戦士とかそういう系かな？

　メリアさんに一応、見ても良いか確認を取り、なんだろうなぁ、とワクワクしながら壁に刺さった資格証を覗のぞき込こむ──

「…………」

　が、信じられない文字が見えて目を一度擦こすった。

　そして、再び覗き込むのだが、やはりそこに記き載さいされているのは同じ文字だった。

「メ、メリアさん、こここれって……本物……？」

「偽にせの資格証を作ると逮たい捕ほされますよ」

「だ、だよね……じゃあ、これって本物──」

　そう再確認するとドキドキが大きくなっていく。

　メリアさんが投げてきた資格証。

　壁に半分突き刺さっているけど、その資格証に書かれている文字はしっかりと読めた。

　そこには、こう書いてあった。




　──幻想職フアンタジスト・特殊資格証『勇者』




「──ままままマジで！」

　伝説級の資格カードを何度も確かめるが、やはりそこには『勇者』と書かれている。

「メ、メメリアさんスゴくない!?」

「そうですか？　確かに切れ味は鋭するどいですけど」

「いやいや、なんでそんなあっけらかんとしてるの!?　なんで貴重な資格証を武器として見てるの!?　なんなの!?　それが勇者の貫かん録ろくってものなの!?」

　よく分からないテンションで舞まい上がる僕ぼく。対して資格を持っているメリアさん本人は別に凄すごいとは思っていない様子で壁かべに刺ささったカードを引き抜ぬきにくると縁ふちをなぞって、切れ味を確認していた。

　そのメリアさんを見る僕はさらに疑問を深めた。

「で、でもさ、勇者の資格を持ってるなら、なおさら、なんでメイドなんかになったの？」

　そう尋たずねた瞬しゆん間かん──メリアさんは再び資格証を手しゆ裏り剣けんの如ごとく投げ放ってくる。

　それは僕の頰ほおを掠かすめて再び壁にズダンッと突つき刺さっていた。

「いや、あの──」

　ガクガク震ふるえながらメリアさんの顔を見ると、元々表情の変化の少なかった顔からさらに表情が消え去っている。その冷ややかな目は、例えるならそう、経験値稼かせぎにもならない雑魚ざこモンスターを見るような勇者の目だった。

「ミカゲ様……」

「は、はい」

「メイドをバカにしてはいけませんよ」

「す、すみません！」

　そんな状じよう況きようで、どうして僕のメイドになったのか訊きき直せるわけもなく、僕はひたすらに平へい身しん低てい頭とうしたのだった。




　これが──雑魚で魔ま王おうの卵な僕と、勇者で最強メイドなメリアさんとの始まりのエピソードだった。










　　第二話　　モンスターネーム




　僕ぼくの通う学園はヘンテコだった。




「今日は、とあるモンスターの名前を考えてください」




　生物の時間だ。

　僕たちは移動教室で、生物室に移動しており、長い机の背もたれのない木の椅い子すに腰こしかけていた。

「名前を付けるモンスターを連れてくるので、待っていてください」

　と、先生は真っ黒なフードマントを翻ひるがえして、教きよう卓たくの近くにある準備室らしき部屋のドアを開けて出ていく。先生が姿を消すと、周りのクラスメイトたちが「モンスターだって！」「私モンスター初めて見るよ！」と、わいわいと騒さわぎ始めた。

　それも無理がなくモンスターと呼ばれる存在は、ゲームの隠かくしダンジョンで手に入る武器よりも半はん端ぱなく珍めずらしかった。

「モンスターだって、ミカゲくん！　どんなのかな？　ベルちゃんより可愛かわいいかな？」

　教室とは違ちがい生物室の座り順は自由で、僕の隣となりに座っていたユキヒメも騒いでいた。

「そ、そうだね……どんなのかな……」

　家にベルちゃんが居る僕でもやはりテンションは上がってはいるのだけど……この空気に乗り切れていなかった。

　なぜならば、この生物室……、初めてくる教室なのだけど、そこら中にホルマリン漬づけにされた何の生物か分からない怪あやしい標本が置かれており、また棚たなには『ドクロマーク』とか『危険』とか『エリクサー』とか書かれた見るからに怪しい薬品が並べられている。

　いや、それだけならまだ辛かろうじて許容の範はん囲い内ないなのだけれど、僕の真横。壁かべに立っているモノがどうしても目に入り、それが僕の気を散らしてしまう原因だった。

「どうしたのミカゲくん？」

「ちょっと横のアレが気になって……」

「アレ？」

　僕の視線を追ってユキヒメがそれを見ると、満面に笑みを浮うかべて言ってきた。

「かわいいよね、人体ゴーレム！」

「いや、人体ゴーレムって意味が分からないんだけど……人体模型とかならまだ分かるけど、なんで人体ゴーレムなの……」

　壁に立っているのは、石で作られた巨きよ大だいな人形で、首にネームプレートを掛かけており、そこには「人体ゴーレム」と書かれていた。しかし、別に人体模型のように内臓が見えているとかそんな感じではなかった。

「普ふ通つうにゴーレムでよくない？」

「そう？　可愛かわいくていいと思うけど」

「ん～……」

　とかそんなやり取りをしていると、準備室のドアが開いた。

「はぁはぁ……すみません……遅おそくなりました……」

　姿を見せた先生は息を切らしていて、いつもすっぽりと身に纏まとっているフードマントはボロボロになっており、所々穴が開いていた。

「な、何があったんですか、先生!?」

「いえ、ちょっとモンスターを檻おりから出してみたんですが、暴れられまして……危うく死ぬところでした……」

　深く被かぶったフードの中で汗あせを拭ぬぐう先生。

　ど、どんだけ凶きよう暴ぼうなモンスターなんだよ……！

　緊きん張ちよう感かんで、賑にぎわっていた教室の中は一気に静かになっていた。

「ちゃんと檻に戻もどしたので安心してください……」

　先生は、準備室から小さい鉄の檻をよいしょっと持ってきて教きよう卓たくの上にドンと置いた。

「えー、それでは、このモンスターに名前を付けてあげましょう……」

　キャーと、生徒の中から悲鳴……ではなく、歓かん声せいが上がった。

　その鉄の檻の中に居たモンスター。

　そのモンスターはとても可愛かったからだ。例えるなら、ぬいぐるみ。テディベアのように愛らしい姿だった。檻の隙すき間まからふわふわの前足を出して引っ搔かくような仕草をしていた。

「本当にそれはモンスターなんですか？」

　と、生徒の中から質問があがる。それに先生はこくっと頷うなずいた。

「そうですよ。危険指定Ｃランクのれっきとしたモンスターですよ。見てください、先生のこの姿を……」

　ズタズタになった先生のフードマント姿は確かに説得力があった。

「このモンスターは、人間に襲おそわれ怪け我がをしているところを発見され、一時的に学園で預かることになりました」

　その先生の言葉で、上がっていた生徒たちの温度がぐんと下がるのが分かる。毛に隠かくれて分からなかったけれど、よく見てみると小こ熊ぐまのモンスターの後ろ足には包帯が巻かれていた。

「…………」

　モンスターはその珍めずらしさから、はく製にしたりペットとして売り物にしたりしようとする人が居るとは聞いたことがある。法律で一応、必要なくモンスターを傷付けたり捕つかまえたりするのは禁止されてはいるらしい。しかし、その「必要なく」の部分が肝きもで、例えば人に危害を加えるモンスターを駆く除じよしたり、研究や保護のためなどでモンスターを捕つかまえたりするのは許されていて、その必要あることとないことの差がとても曖あい昧まいなため、言葉一つで誤ご魔ま化かせるような意味のない法律だった……はず。

　実際、この小こ熊ぐまのモンスターがそういう悪い人たちに襲おそわれたかは分からないけれど、それでも包帯を見て胸が痛くなった。昔のベルちゃんと少しダブって見えた。

　先生が檻おりに近づくと、小熊のモンスターは猛たけって檻に体当たりした。

「そういうことで、今日はこのモンスターに付ける名前を考えるのが授業です！」

　思ったよりも教室がどんよりしたことに焦あせったのか、先生はそう元気に言ってきた。

「じゃあ、まず最初に考えてもらう人は……」

　と、先生はフードの中から教室を見み渡わたし始める。

　僕ぼくは目が合わないよう、慌あわてて人体ゴーレムの方へ視線を向けるのだが、しかし、無情にも先生の口から発せられたのは僕の名前だった。

「暗あん上じよう院いん君、お願いします」

「はい……」

　嘆たん息そくしつつ立ち上がる。

　……なんで初しよっ端ぱなから僕なんだよ。いきなり名前考えるなんて無理だよ！

　という恨うらみ辛つらみの目を先生に向けるわけにはいかず、人体ゴーレムの方へ向けていると先生がぼそっと言ってきた。

「それ動きますよ」

「え、動くんですか!?」

「ふふふ」

　という不敵な笑みをこぼす先生。

　しばらくして、からかわれたのだと気付き、僕はムッとした。

「じゃ、このモンスターの名前は？」

　と問い掛かけてくる先生に、僕は少し考えて答えた。

「人気キャラクターのユラユラックマとか」

「ゼロ点です」

「ゼロ点!?」

　間かん髪はつ入れずの採点だった。というか、まさか名前が採点方式だと思わなかった。

「いろんな意味で最悪ですね。放課後、職員室に来なさい」

「職員室ですか……」

　呼び出し宣告に、僕は頭を抱かかえて席に座る。一時の感情に任せてしまったことに激しく後こう悔かいした。隣となりでユキヒメが、どんまい、と元気付けてくれるが、僕はうな垂だれ続けた。

「では次に答えてもらうのは……」

　と、先生は再び教室を見み渡わたし始めてある生徒を当てる。

「赤あか柳やなぎ君、お願いします」

　先生に指名された生徒──赤柳くんは、荒あら々あらしく立ち上がった。きっちりと制服を着ているもののツンツンとした赤毛に、身体からだ全体から番長オーラが溢あふれ出ている。

　この人、いつも殺気立ってて恐こわいんだよね……。いつも、近寄るな、喋しやべりかけるな、張ったおすぞオーラをむらむら放っていて、この前の休み時間なんか、やけに視線を感じるなと思って振ふり返ったら、死の呪じゆ文もんを掛かけているんじゃないかという勢いで僕ぼくのこと睨にらんでいたし……。

　赤柳くんは、あの時と同じような鋭するどい眼光で小こ熊ぐまのモンスターを睨んでいた。

　ど、どんな名前考えているんだろう……。

　恐きよう怖ふと関心とが入り混じった想おもいで待っていると、赤柳くんはしばらくして小さい声でこう答えてきた。

「……クマたん」

　それは小さいながらに、とてもドスの利きいた低い声だった。

　…………クマたん。……クマたん？

　赤毛ツンツンの番長オーラ溢れる赤柳くんから、意外にファンシーな名前が飛び出てきたため本当に言ったのか自分の耳を疑ってしまう。周りの生徒も少しざわざわしていた。

「クマたん……ですか？」

　先生も同じらしくて、そう聞き返した瞬しゆん間かん──赤柳くんが顔を赤くしてズダンッと机を叩たたいた。

「二度も言わせるなッ!!　俺おれがクマたんと言えばクマたんなんだよッ!!」

　そのセリフの中で二度言ってるけど!?

　髪かみの色と同じ顔色で激げつ昂こうする赤柳くんの迫はく力りよくは相当なもので、先生を見るとフードマントの中でひぃいいとビビっていた。

「そ、そうですね。良い名前ですね、八十点です」

　いや、良い点数与あたえ過ぎでしょ先生……！　クマたんは確かに可愛かわいいけども、モンスターの名前じゃないよ!?　魔ま王おうが付ける名前というより、乙女おとめがペットに付ける名前だよ!?　まあ僕も人のこと言えないけども！

　そう心の中で思いながら赤柳くんを見ると──何見てんだ!?　お前をクマたんの餌えさにしてやろうか!?　と言わんばかりの強きよう烈れつな眼ガンを飛ばされて、僕も先生と同じくひぃいいとビビって小さくなった。やっぱり恐い……。

「で、では次に答えてもらうのは……」

　と、先生はフードの中の汗あせを拭ぬぐいながら、教室を見渡して違ちがう生徒を指名した。

「……成なる我が君、お願いします」

「オーケイ、ちょっとブレイク」

　という間延びした声が後ろの方で聞こえてくる。

　しかし、しばらく待っても全く音おと沙さ汰たがない。それで僕ぼくは、何やってるんだ？　と、振ふり返って今度は耳ではなく目を疑った。

「…………」

　目に映り込こむのは装そう飾しよくがされている豪ごう華かなゴブレット。

　成なる我がと呼ばれた金きん髪ぱつの男子生徒は、高級そうなゴブレットで優ゆう雅がに何かを飲んでいた。

「…………」

　いや──授業中に何やってんのあの人……!?　なんでゴブレット使ってんの!?　ていうか、なんで授業中に飲んでるの!?　どこかの貴族ですか!?

　啞あ然ぜんとする僕を余所よそに、成我くんは透すかした顔でゴブレットから何かを飲み続け──

「ゴッホガッホ……」

　とむせた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、成我君？」

「すみません、コーンが鼻に……ゴホッゴホ」

　コーンって……あの人、もしかしてゴブレットでコーンポタージュ飲んでるの!?　確かにコーンポタージュは美味おいしいけど、豪華さの無む駄だ使いだろ!?　豪華客船でカップラーメンを食べるぐらいの切なさを感じるよ！　周りでは高級レストラン張りの食事が振ふる舞まわれてるのに、一人だけずるずる麵めんを啜すすってるよ！　寂さびしいよ！

　僕が心の中で突つっ込む間も、成我くんは咳せきをして鼻紙で鼻をかみ、ようやく落ち着いたのか席から立ち上がった。

「じゃあ、成我君、このモンスターになんて名前を付けますか？」

　再度問い掛かける先生。

　成我くんは前髪を搔かき上げてこう答えてきた。

「コーンポタージュ、かな」

　いやそれ──お前が飲んでた奴やつじゃん!?　むせてツブが鼻に入った奴じゃん!?

　論外な回答だが、しかし先生は、ふむ、と頷うなずいていた。

「まあ……、四十点としておきましょう」

　なんでだよッ！　なんでそこそこ良い点数評価なんだよ！　僕の方がコーンポタージュより、幾いく分ぶんましだったじゃん!?　有名なキャラクターだったじゃん!?

　成我くんに視線を向けると、ふんっと僕を鼻で笑ってから席に座り、再びゴブレットでコーンポタージュを飲み始めた。

　あいつ……あいつ、めっちゃ腹立つ……。

「では次に……」

　と、フードの中の視線を教室の中にさまよわせる先生は、僕ぼくの隣となりに視線をフォーカスさせた。

「姫ひめノ宮みやさんお願いします」

「はい！」

　と、元気よく立ち上がるユキヒメ。

　真ま面じ目めに答えてくれよ……！

　小こ熊ぐまのモンスターを見つめて「うーん」と考えるユキヒメの横で、僕はそう祈いのる。

　それからしばらくして、名前が浮うかんだのか、ユキヒメはパァと顔を輝かがやかせて答えてきた。

「ミカユキ、がいいと思います！」

　……良かった。意外にちゃんとした名前だ。

「ミカユキ、ですか？」

　聞き返す先生に、ユキヒメはこくっと頷うなずくと、もじもじしながら言ってきた。

「私と……暗あん上じよう院いんくんの名前を合わせた、ミカユキ、です！　愛の結けつ晶しようです……きゃああ！」

　って──また僕かよ！　なんだよ愛の結晶って！　やめてくれよぉおおお！

　僕は机に頭ず突つきした。なんか……クラスの中がすごく静かなんだけど……。その静けさが胸に突き刺ささるんですけど！

　その空気の中、先生はふむふむと頷いていた。

「なるほど、愛が込こめられていて良いですね。七十点ですね」

「やったー」

　と、喜びながら席に座るユキヒメは、机に伏ふしている僕の耳元に囁ささやきかけてきた。

「大切にしようね、私たちの愛の結晶……」

　いや……だから、なんなんだよ愛の結晶って!?　僕の心の中にはトゲトゲに尖とがった闇やみの結晶ができあがっているよ！

　毎度のことながら、僕は羞しゆう恥ち的てき精神ダメージを受けてさらに机に突っ伏した。

「じゃあ次は、多た々だ野のさんお願いします……」

　突っ伏す僕の耳に、生徒を当てる先生の声が入ってくる。姿は真っ黒で正体不明だけど、声は艶つやっぽいんだよね……。

「多々野さん……？　お願いします」

　なんて考えている間に、先生は何度か多々野さんの名前を呼ぶのだが、しかし、多々野さんからの返事はない。

　そういえば、多々野さんって教室移動する時居たっけ……と疑問に思って顔を上げ、先生の向いている方へ顔を向ける。

「…………」

　多々野さんは生物室の隅すみっこの席に座っていた。顔色の悪い顔に、虚うつろな目で、ただただ小熊のモンスターを見つめていた。

　……こういっちゃ悪いけど、パッと見、ホルマリン漬づけの死し骸がいや、標本と見分けがつかない。多た々だ野のさん……やっぱり、名前は……しかばね、とかだったりするのかな？

　なんて思っていると、先生はもう一度多々野さんへ声を掛かけた。

「多々野さん……？　多々野し──」

　──し!?

　先生が珍めずらしくフルネームで名前を呼ぼうとしており、僕ぼくは全力で耳を澄すますのだが、それ以上聞き取れなかった。

　なぜなら──バキンッと、丁度先生が名前を呼んだところで、突とつ然ぜん薬品の瓶びんが割れたからだ。

　僕は聞き取れなかったことに落らく胆たんするのと同時に、なんで割れたの!?　とギョッとした。生物室の中が少し騒そう然ぜんとする中、先生は何か得心いったとばかりに頷うなずいていた。

「なるほど、名前は、ビンちゃんですか……六十五点ですね」

　え？　え？　ビン？　え？　瓶が割れたことに関係してるの!?　意味分からないんだけど!?　え？

　解説と一いつ緒しよに多々野さんの名前をもう一回言って欲しいと願うのだが、しかし先生は、

「では次は……」

　と、瓶が突然割れたことには完全スルーで普ふ通つうに授業を進めてしまう。

　多々野さんの名前気になるから後で調べよう……と思うのだけど、そういえば……多々野さんの名前ってどこにも書いてなかったような……学級名めい簿ぼも多々野さんのところだけ滲にじんでいたっけ……ということを思い出した。

　多々野さん何者なんだ……。

　うーんと考えていると、先生が次に指名する生徒に思考が搔かき消された。

「……仲なか弐にさんお願いします」

「ふっふっふ、きたかっ！　我わが第三の目が今か今かと疼うずいておったよ！」

　当てられた生徒──仲弐さんは額を押おさえながら飛ぶように立ち上がった。

　うわーなんか初しよっ端ぱなから面めん倒どう臭くさいノリだよ……。

　そう僕が思う中、仲弐さんはそのまま小こ熊ぐまのモンスターを見つめると──「あ、暴れるな我が第三の目！」とガタガタ震ふるえ始め、それから約四分そんな小こ芝しば居いを繰くり広げてから、ようやく落ち着いたように小熊モンスターに向き直った。あれやらないと気が済まないのかな……。

「命名する──！」

　仲弐さんはそう目を見開くと、額に当てていた手をハッと振ふり払はらう。その額には少女漫まん画が風ふうの第三の目が描えがかれていた。

「──お主ぬしの名は──暗黒流星邪王黒竜北斗七星ファイナルメガトンクマクマ、だ！」

　な、長いな……。

「あん……あんこく……なんですか？」

　首を捻ひねりながら聞き返す先生。

　それに仲なか弐にさんは、うっ、と詰つまり、額のキラキラとした第三の目をトントンと叩たたき始めた。

「えっと……なんだったっけ…………思い出せ……私の第三の目……」

　もう忘れたのかよ。付けた本人が思い出せないってどうなのよ。

　それからしばらく考え込こんだ仲弐さんは、スッキリした顔で言ってきた。

「暗黒クマクマです」

　端折はしよったよ！　自分でも分からなくなって、結局最初と最後だけになったよ！

「まあ、五十五点ぐらいですかね」

　それでも中々良い点数だよ！

「では次は……」

　と、それからも授業は続き、あっちこっちから個性的な名前が飛び交う。

　様々な名前を付けられていく小こ熊ぐまのモンスターは檻おりの中で暇ひまそうに欠伸あくびをして、僕ぼくはなんなんだこの授業は……と、頭を押おさえた。

　この学園ではこんなおかしな授業が毎回行われていた。
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　ここは魔ま王おう学園──

　魔王の資格を取るための学園であり、魔王らしくあれ、という校訓の下、僕たち生徒は日々魔王らしくあるための授業を受けていた。

　ちなみに、魔王や勇者や魔ま法ほう使つかいなどの「幻想職フアンタジストの特とく殊しゆ資格」は相当大昔からあるらしい。またファンタジーな物語──いわゆる神話なども大昔から存在していて、「鶏にわとりが先か、卵が先か」の議論と同じく、「特殊資格が先か、神話が先か」という議論が様々な学者の間で行われている……ということをこの前歴史の授業で習った。

　僕は、そんな歴史ある資格の中の「魔王」の資格を取ろうとしているのだけれど、今日の授業のように、趣しゆ旨しも評価もちんぷんかんぷんだった……。

「先生……来ました」

　授業で呼び出しを喰くらってしまった僕は、職員室までに仕し掛かけられているトラップでグロッキーになりながらも、なんとか辿たどり着き、先生の黒ずくめな後ろ姿に話し掛けた。

　その先生の黒と対照的に、僕は、職員室のドアに仕掛けられている黒板消しの存在を忘れてしまっていたため、粉で真っ白だった。

「来ましたね」

　椅い子すをぐるりと回転させてこちらへ向いてきた先生は、脚あしを組んでくる。頭から被かぶっているフードマントは今日の小熊モンスターのせいでボロボロだけれど、裾すそから見える美び脚きやく以外は何も見えなかった。

「暗あん上じよう院いん君、単刀直入に言うと、居残りしてください」

「居残りですか……」

「はい、居残りで今日のモンスターの名前を考えてください」

「……家で考えて明日報告するんじゃダメなんですか？」

「それでもいいですけど、名前を付ける相手が目の前に居た方が考えやすくないですか？」

「まあ確かに……そうですね……」

「今日のモンスターを家に連れて帰らせるわけにはいかないので、生物室の鍵かぎを貸しますから、そこで考えてきてください」

　生物室不ぶ気き味みだから嫌いやだな……。

　しかし、それで嫌です、なんて言えるわけもなく、僕ぼくは分かりましたと少しうな垂だれて返事をした。その僕に、先生はマントの中から生物室のものと思われる鍵を取り出し、手て渡わたしてくる。

　それを受け取ると、先生は小さな溜ため息いきと一いつ緒しよに言ってきた。

「しかし、ネーミングとは難しいものですね……。クラス全員から名前を聞きましたが、ピンとくるようなものがありませんでした」

　それに頷うなずこうかと思ったけれど、自分も人のことを言えない。

　難しい顔をして黙だまっていると、先生はフードの中でコホンと一度咳せき払ばらいしてから静かに言ってきた。

「ともあれ暗上院君、ちゃんとモンスターの名前考えてくださいね。こういうのも中間テストに影えい響きようしますから」

「…………はい」

　生物室の鍵を握にぎりしめて、背を向けかけた時、先生が注意するように言ってきた。

「暗上院君、あのモンスターは人間を敵視しているのと、本能からか、ハチのように黒に過か剰じよう反応するので気を付けてくださいね。先生みたいになりますよ……」

　ボロボロになった黒いマントを持ち上げる先生は、「それから……」と続けてきた。

「生物室のモノにはあまり触ふれてはいけませんよ」

　先生の真ま面じ目めな声こわ音ねに急に不安になるけれど、僕は「はい……」と頷いてその場を後にした。







「ミカゲくん──！」

　生物室へ向かう前に校門へ急いで向かう。校庭の端はしにある毒々しい沼ぬまを横目に見ながら早足で進む。校門と一緒にユキヒメが見えてくると、色素の薄うすいブロンドの幼おさな馴な染じみは僕に気付いて手を振ふりながらぴょんぴょんと跳はねた。

「どうだった、ミカゲくん？」

　尋たずねてくるユキヒメに、僕ぼくは物もの憂うげに答えた。

「居残りで、あのモンスターの名前を考えることになった……」

「そうなの……それじゃ私も一いつ緒しよに残ろうか？」

　そう言ってくれるユキヒメに、僕は二人だったら生物室怖こわくないかな……と思ったりするが、いやいや、と首を振ふった。

「いや、遅おそくなりそうだし、先に帰っていいよ。今回の居残りはある意味僕が招いたことだし、それに付き合わせるのは悪いからさ」

　頭を搔かきながら言う僕に対して、不満げにぷぅと頰ほおを膨ふくらませるユキヒメだが……しばらくして諦あきらめたように口の中の空気を吐はいてきた。

「……分かった。じゃあ私は一回帰るね。それから終わった頃ころにまた迎むかえに来るよ」

「いいよ、悪いし」

「ダメよ！　暗い中一人で帰るなんて危ないよ！」

「いや、でも……」

　と渋しぶる僕に、ユキヒメは持っていた学校のカバンの中をガサゴソと探って言ってきた。

「一緒に帰ってくれないと、この写真集発売するよ！」

「写真集？」

　突とつ然ぜん出てきた言葉に眉まゆを寄せていると、ユキヒメはカバンの中から雑誌サイズの写真集を取り出して見せびらかしてきた。

「これスゴイでしょ！」

　その写真集の表紙は…………。

「な、なんか見たことある人なんだけど……鏡的なものでいつも見ている顔なんだけど……」

「中身もほら」

　と、ぺらぺらとめくるユキヒメ。

　その中に写っている人物は全部同じモデルで、朝ベッドで起きるところから始まり、夜眠ねむるまでの丸一日の姿が一冊丸々、濃厚に収録されていた。

「うわぁーこのモデルさん、僕に凄すごく似てるね！　瓜うり二ふたつだね！　自分と同じ顔の人が世界に三人居るって聞いたことあるけど、本当に似ているんだね！」

「何言ってるのミカゲくん？　これは紛まがうことなくミカゲくんだよ！　写真集のタイトルは、ミカゲ密着二十四時なの」

「いやいやいや────なんだよ、ミカゲ密着二十四時って!?　いつ作ったの!?　こっちの方が一人で帰るよりも断然危ないんだけど！　辺り一面盗とう撮さつ魔まだらけなんだけど！」

「この写真集ね、袋とじの中はもっと凄いんだよ！」

　そう言うユキヒメは、袋とじになったページの上を広げながら覗のぞき込こんで──ぽぉっと顔を赤くさせた。

「分かった！　分かったから！　居残りが終わったら連れん絡らくするから！　やめてください！　発売はやめてください！　それ没ぼつ収しゆうさせてください！」

「没収はダメ！」

　写真集「ミカゲ密着二十四時」を抱だきかかえるユキヒメは、あっ、と何かを思い出した顔をして尋たずねてきた。

「そう言えば、ミカゲくん、最近家で変わったことあった？」

「変わったこと……？」

　写真集が気になるものの、その質問に思考を巡めぐらせる。

　…………変わったこと、ね……。

　そういえばユキヒメに伝えてなかったな……と、どういう反応が返ってくるのかビクビクしながら、ここ最近で一番変わったことを伝えた。

「家に新しい……メイドさんが来たことかな……」

「たったそれだけ？」

「ま、まあ、うん……平たく言えばそれだけかな……」

「そうなの……」

　大分平たく言ったけど、ユキヒメのその薄うすいリアクションに、少し安あん堵どする。どうして私に話さないのよ！　写真集全国発売よ！　なんて最悪言われると思ったのだけれど……まあ……ユキヒメの家には一いつ杯ぱい使用人が居るし、メイドが新しく来たぐらいでは驚おどろかないんだろう。

　とか考えていると、ユキヒメは少し深刻な顔をして言ってきた。

「なんかね……ミカゲくんを見張らせていた執しつ事じがね……」

「いや、ちょっと──見張らせてたってどういうこと!?」

「ミカゲくんの写真を集めさせてたの」

「いやいやいやいや」

「その執事がね、この前、泣いて帰ってきたの……撮さつ影えいしている時に襲おそわれたって。容よう赦しやなくボコられたって……」

「…………」

　そ、それはたぶん、僕の家に居るメイドさんの仕し業わざだ……。メリアさん……。

「だからちょっと気になって……。ミカゲくんも気を付けてね」

　暗い顔をするユキヒメ。

　そんな重い空気の中、それ家うちのメイドの仕業かもしれない、なんて切り出すことができず、ユキヒメは、居残り終わったら連絡ちょうだいね、と言って校門から去っていった。

　…………とりあえず、あの写真集燃やせる方法ないかな……。
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　生物室に僕ぼくは一人。それから目の前には鉄の檻おりに入れられた可愛かわいい小こ熊ぐまモンスターが一いつ匹ぴき。

　この小熊のモンスターは上級生の授業にも使われたのか、生物室に入ると教きよう卓たくの上に置かれていた。……生物室の準備室には入りたくなかったので、凄すごく助かった。

　僕は教卓の椅い子すに座ってただひたすらそのモンスターと睨にらめっこしながら、かれこれ一時間以上は名前を考えていた。

　僕が檻に近づくと最初、小熊モンスターはシーシーと鳴きながら柵さくにガンッガンッと体当たりして、隙すき間まから前足を出しては引っ搔かこうとしていた。檻が結構ぐらぐらのボロボロになっており、壊こわれるんじゃないかと冷や冷やしたが、しばらくするとモンスターは疲つかれたのか……それとも僕に慣れたのか、大人しくなって今では檻の中で静かに横になっている。

「…………」

　早いところ、このモンスターの名前を考えたかったのだけど、なかなかこれといった名前が浮うかばなかった。というか、なかなか集中することができなかった。

　その理由は、眼前に広がる生物室の光景だ。

　窓の外はもうほとんど陽ひが暮れかけており、暗くなっている。それによって蛍けい光こう灯とうの青白い光が際きわ立だち、ただでさえ不ぶ気き味みなホルマリンに漬つけられた謎なぞの死し骸がいや人体ゴーレムが、その光と相まって、ここは魔ま王おう城じようの実験室か何かかと錯さつ覚かくしてしまうぐらいの不気味さを放っていた。

　早く帰りたい……。

　でも、名前がまだ決まらない……。

　うーん、とぬいぐるみのような小熊モンスターを見つめる。

「…………かわいい……」

　ふと気付けば小熊モンスターはもうすっかり慣れた様子で僕に甘あまえるような顔を向けたり、ころんと転がってお腹なかを見せてきたりしていた。

　この不気味な空間の中で、この小熊モンスターだけが唯ゆい一いつの癒いやしだ。

　見つめ続ける僕に小熊モンスターは、今度は檻の中をとことこと回り、潤うるんだ黒くて真ん丸な瞳ひとみでこちらを見てくる。

　それはまるで、狭せまいから出してよ……、と言わんばかりの目だ。

「ごめんね、出すわけにはいかないんだよ」

　そう言う僕に、小熊モンスターはさらに潤んだ瞳をして、ころんと横になりふわふわのお腹を見せてくる。

　それはまるで、撫なでて、と言わんばかりの仕草だ。

「…………」

　さ、触さわりたい……。もふもふしてみたい……！

　そんな誘ゆう惑わくが僕ぼくを襲おそってくる。

　ちょ、ちょっとならいいかな……？　──いや、ダメだダメだ！

　葛かつ藤とうを繰くり返す僕に、小こ熊ぐまモンスターはくぅーんと鳴いて、もう一度ふわふわのお腹なかを見せてくる。

　こ、これは、もう、さ、さ、触るしかないだろ！　もう全然威い嚇かくしてないし、大だい丈じよう夫ぶでしょ！

　誘惑に負けて鉄の檻おりを開けようとするのだが、檻を開けるための鍵かぎがないことに気付く。

　もうどうしようもなく小熊モンスターと触ふれ合いたくなってきて、僕はどこかに鍵がないか生物室の中を探し回った。薬品が並んでいる棚たなを探ったり、ホルマリンの瓶びんを遠巻きに眺ながめたり、人体ゴーレムが首から掛かけているプレートをおそるおそるめくってみたり。

「見つけた！」

　それからしばらく生物室を物色して、とうとう僕は鉄の檻の鍵と思わしきものを発見した。……灯台下暗しで、教きよう卓たくの引き出しの中に入っていた。

「今、開けてあげるからね」

　そう檻の中の小熊モンスターに言うと、くぅーんと甘あまえた声で鳴いて、潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。

　僕は檻の鍵穴に、教卓の引き出しに入っていた鍵を差し入れる。違ちがう鍵かもしれないと不安に思っていたのだけど、鍵はピッタリで、回転させるとカチャリという音がした。

「さあ、おいで」

　檻の小さな入り口を開けて、潤んだ瞳の小熊モンスターに手を差し伸のべる。

　純じゆん真しん無む垢くな顔で一歩二歩と近づいてくる小熊モンスターは、しかし、次の瞬しゆん間かん──引っ掛かったなこのクソ人間が！　と言っているかのような獰どう猛もうな顔をしてきた。

「んな──」

　今までの愛あい嬌きようはフェイクだったことに気付き急いで入り口を閉めようとした時にはもう遅おそく、小熊モンスターは猛もうスピードで檻から飛び出してきた。

「──うッ!?」

　入り口から飛び出した小熊モンスターの強きよう烈れつな体当たりを受けて、後ろに転がる。

　急いで起き上がると、小熊モンスターは小さい身体からだで僕に威嚇してきていた。

　……ヤバい！

　急いで捕つかまえないと！　先生に怒おこられる！

　自分の身を案じるよりも先にそれで頭の中が一いつ杯ぱいになり、慌あわてて小熊モンスターに駆かけ寄る。　しかし、小熊モンスターは目にも留まらぬ速さで僕を避よけ、再度、捕まえようと飛びかかる僕を凄すさまじいスピードで避けてきた。

　小熊モンスターは後ろ足を怪け我がしているはずなのに、全くそうとは思えないような俊しゆん敏びんさで生物室の中を跳とび回り、机を蹴けり、壁かべを蹴り、棚たなを蹴り、人体ゴーレムを蹴り、目で追いかけられなくなっていく。それはスーパーボールが跳はね回るかのような光景だった。

「速い……速すぎる」

　モンスターという名は伊達だてではない……。

　どうしようもできない光景にただ呆ぼう然ぜんとしてしまう僕ぼく。小こ熊ぐまモンスターはしばらく跳び回り続け、とうとう生物室のドアをブチ破って出ていってしまった。

　小熊モンスターが出ていった真っ暗な廊ろう下かを見つめハッと我に返った僕は、焦あせりと緊きん張ちようで変な汗あせがだらだら流れてきた。

　ど、どうしよう、逃にげられてしまった！

「────！」

　慌あわてて追いかけようとしたその時だった。

　キュゥゥゥウン！

　という悲鳴のような鳴き声が真っ暗な廊下から聞こえてきた。

「…………？」

　それはおそらく小熊モンスターのもので、何があったのかと廊下に顔を出すのだが真っ暗で何も見えない。その代わり、コツンコツンという足音が聞こえてきて、しかもその足音はどんどんとこちらへ近づいてくるようで、僕はただならぬ冷気を感じ、顔を引っ込こめた。

「な、なんだ……」

　どんどんと近づいてくる足音に、僕は底知れぬ恐きよう怖ふを覚えて、咄とつ嗟さに、教室の電気を消し机の下に身を潜ひそめる。

　コツンコツンという足音はさらに大きくなり……ついにその足音は生物室の中に入ってきた。

　え、なんなの!?　誰だれなの!?

　足音は、まるで僕を探すかのように生物室の中を徘はい徊かいし始める。

　その謎なぞの足音に僕は必死に息を殺して、机の下でブルブルと震ふるえ続けた。

　それからしばらく歩き回っていた足音は、ようやく生物室から出ていき遠ざかっていく……。完全に足音が聞こえなくなったことを確認して、僕は安あん堵どしながら机の下から出た。

　暗い生物室の中はとても怖こわい。早く電気を点つけようとスイッチに駆かけ寄ったその時だった。

　不意に背中をトントンと叩たたかれ、え？　と振ふり返る。

「────」

　するとそこには髪かみの長い女性が立っており、僕は──

「ぎゃあわあああああああああ──」

　と、久しぶりに大声を上げてしまった。

　…………その女性は誰だったのか。

　単刀直入に説明すると、家うちのメイドさん──白しら波なみメリアさんだった。

「…………」

　電気が点ついた生物室の中、僕ぼくは未いまだにショックから立ち直れずに席に座って頭を抱かかえていた。

「ミカゲ様、そんなことでは魔ま王おうの資格なんて取れませんよ」

　そんなことを言いながら、鉄の檻おりの入り口を開けるエプロンドレスを着た女性。その女性──メリアさんの片手には小こ熊ぐまのモンスターががっちり摑つかまれている。モンスターは足をバタバタさせて抜ぬけ出そうとしているのだが、メリアさんの手からどう足あ搔がいても逃にげられそうになかった。

　メリアさんから話を聞くと、僕の帰りが遅おそいことに心配して迎むかえにきてくれたらしく、先生から僕が生物室に居ると聞き、向かう途と中ちゆうに小熊のモンスターが飛んできたので捕つかまえた、とのことだった。コツンコツンというのはメリアさんのヒールの音だった……。

「……ていうか、一回生物室から遠のいたよね。足音が消えたよね……なんで真後ろに居たの？　メリアさん、オバケ……じゃないよね？」

　恐こわ々ごわとメリアさんの姿を見る。

　艶つやのある黒く長い髪かみに、目鼻立ちが恐おそろしく整った顔。背は高めで、エプロンドレスが凄すごく様になっている。スカートから伸のびるしなやかな脚あしは先生にも負けない美び脚きやくで、確かにそこに存在していた。

　檻の中に小熊モンスターをそっと入れ、入り口を閉めたメリアさんは、僕を見てから柔やわらかそうな唇くちびるを開いてきた。

「一度部屋を出てから、足音を殺して背後に回りました」

「またなんでそんなことを……嫌いやがらせ？」

「いえ違ちがいます。机の下で息を殺して必死に目をつぶっているミカゲ様が、あまりにも面おも白しろかったので、つい、悪戯いたずらしてしまっただけです」

「それ嫌がらせじゃん……！　何も違わないじゃん！」

「帰りが遅くなる連れん絡らくをくだされば、悪戯心もそこまで大きくならなかったはずですけどね」

　そのメリアさんの言葉に僕は、うっ、と言葉に詰つまった。

　まあ……連絡しなかった僕にもちょっと非があるかな……。

「……ごめん」

　と謝あやまると、メリアさんはほんの少しだけ優やさしい顔をして僕のところへ歩み寄ってきた。

「それで、ミカゲ様は何に悩なやまれているのですか？」

「う、うん。このモンスターの名前を考えてるんだけど、なかなか良い名前が浮うかばなくてさ……」

「そうですか。名前は大切ですからね」

　と、頷うなずいてくるメリアさん。

「僕にもっと良い名前のセンスがあればいいんだけど……」

　そう落ち込こむように言う僕ぼくに、メリアさんは静かに言ってきた。

「私が思うに、ミカゲ様が悩なやまれている原因は、名前のセンスが云うん々ぬんというよりも、このモンスターのことを真しん剣けんに見て考えていないからではないでしょうか」

「……？　ちゃんと見て考えていたよ？」

　こんな時間になるまで小こ熊ぐまモンスターと睨にらめっこしていたし。

　メリアさんは檻おりの中のモンスターに目を向けてから、僕に尋たずねてきた。

「このモンスターの境きよう遇ぐうや心をちゃんと見ていましたか？」

「心……？」

　意味が分からなくて、首を傾かしげた時だった──

　ズドンッ！

　という重々しい音が間近で鳴り響ひびいた。

「え──!?」

　その音の発生源は生物室の中で、振ふり向いて僕は仰ぎよう天てんした。

　首にネームプレートをぶら下げている、石で作られた大きな人形──人体ゴーレムの太い足が一歩前に出ていたのだ。

「────」

　目の前の光景に口をあんぐり開けている中、さらに人体ゴーレムは前へ踏ふみ出してくる。それから目をギランと赤く発光させると、こちらへ重そうな首をもたげてきた。

「……え!?　ちょ、ちょっと──！」

　な、なんか動いてるんですけどぉお！　人体ゴーレム動き始めたんですけどぉ！

「……こ……」

「こ!?」

　人体ゴーレムの口の辺りから、何かくぐもった声が聞こえてくる。

「……こ……殺す……」

　いやいやいやいや。

　なんかめっちゃ物ぶつ騒そうなこと言ってるんですけど！　めっちゃ怒おこってるんですけど！

　そんな状じよう況きようでもメリアさんは表情一つ変えないクールビューティなままで、僕はとりあえずそのメリアさんのもとへ避ひ難なんする。

「ななななんで動き始めたの!?　なんで怒ってるの!?」

　驚おどろきと恐きよう怖ふでメリアさんの背中にしがみつく僕は、ふと今日の授業での先生の言葉を思い出した。

　……そういえば、先生、動きますよ、とか言ってたっけ!?　あ、あれ本当だったんだ！　でもなんで動き始めたの……!?　そ、そういえば先生、生物室のものをあまり触さわらないように、って言ってたっけ！　鍵かぎ探す時にネームプレート触っちゃったよ！　小熊モンスター、めっちゃ蹴けってたよ！　怒いかりに触ふれちゃったよ！

　自分の過あやまちに気付いて、メリアさんの後ろでガクガク震ふるえる僕ぼく。

　人体ゴーレムは目の光をさらに強めて、地に響ひびくような低い声で言ってきた。

「……人体ゴーレム……とか………変な名前……付け……やがって……！」

「そっち!?」

　全然、違ちがうことに怒おこってた！

　ていうか、やっぱりその名前、嫌いやだったんだ!?

「そ、それ僕が付けた名前じゃないよ！」

　メリアさんの背中から顔を出して人体ゴーレムに言うのだが、しかし、

「……黙だまれ…………殺す……」

　と、全く聞く耳を持たず巨きよ大だいな身体からだを揺ゆらしてズドンズドンと近づいてくる。

「め、メリアさん、やややヤバいよ！」

　全然動じていないその背中を揺する。今いま更さらながら、揺するその身体が意外に華きや奢しやなことや、顔を撫なでてくる後ろ髪がみが良い匂においだということに気付いてふわふわとした気分になるのだけど、ズドンと近づく足音で現実に戻もどされた。

「メリアさん、逃にげよう！」

　再度メリアさんの背中を揺すると、嘆たん息そくが聞こえてきた。

「ミカゲ様の肝きもっ玉たまは、ミニチュアサイズですね」

「……え？」

　メリアさんが前に踏ふみ出して、背中が離はなれる。

　そのままメリアさんは人体ゴーレムへゆっくりと歩み寄っていくので、僕は慌あわてて声を掛かけた。

「あ、危ないよ、メリアさん！」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と平静な声が返ってくる。

　……そ、そういえば、メリアさんかなり強かったっけ！　なにせ勇者の特とく殊しゆ資格持ってるほどだもんね！

「……なん……だ……お前……は……」

　近づいてくるメリアさんに目をチカチカとさせる人体ゴーレム。

　その人体ゴーレムの間合いに入ったメリアさんは、鉄てつ拳けん制裁を加えるのかと思いきや、予想に反して優やさしい声で人体ゴーレムに話しかけた。

「……違う名前で呼ばれて、悲しかったのですね」

「────」

　人体ゴーレムは目を驚おどろいたように明めい滅めつさせていた。

　その人体ゴーレムに、メリアさんはさらに優やさしく語りかける。

「違ちがう名前で呼ばれて、辛つらかったのですね……」

「…………」

　目の光をチカチカと明めい滅めつさせる人体ゴーレムは、しばらくして目の光を青色に変えた。

「……オレ……の……気持ち、を……分かって……くれるの……か……」

　それにメリアさんはゆっくりと頷うなずく。すると、人体ゴーレムはさっきの好戦的な態度から打って変わって、悲ひ哀あいに沈しずむように頭をがくりと下げた。

「……オレ……の……名前……は……人体ゴーレム……じゃないん……だ……」

「では、なんというお名前なんですか？」

　優しく問い掛かけるメリアさんに、人体ゴーレムは顔をガクッと上げて答えてきた。

「……オレの……名前は……人体模型、だ」

　いやいや、どこが!?　頭の先から足の先まで石じゃん！　どこからどう見ても人体模型には見えないんだけど！　まるっきりゴーレムなんですけど！

「……なのに……みんな……人体ゴーレム……ゴーレム……と……呼びやがって……」

　悲しそうに悔くやしそうに言う人体ゴーレム──いや、人体模型さん。

　その人体模型さんを見て僕ぼくはハッとした。

　……そうだよね。

　やっぱり、間違った名前で呼ばれ続けるのは悲しいよね……。

「あの！　人体模型さん！」

　俯うつむく人体模型さんに、僕は声を掛けた。

「人体ゴーレムなんて呼んでごめんなさい……。その首に掛かっているネームプレートも後で直しておきます」

　人体模型さんは青い目の光をチカチカと明滅させると、ガクッと頭を下げてきた。

「……あり……がとう……」

　僕は人体模型さんに近づく。最初は不ぶ気き味みに感じていたけれど、今となっては全くそのようなことは感じなかった。

「……お前……たちの……名前……は……？」

　尋たずねてくる人体模型さんに、メリアさんは僕にお先にどうぞという視線を向けてくる。

　僕は頷いてから人体模型さんに名乗った。

「僕の名前は、暗あん上じよう院いんミカゲ、です」

　人体模型さんはそれにガクッと頷いて、次にメリアさんへ顔を向ける。

　メリアさんは、その人体模型さんに一礼してから名乗った。

「私は、白しら波なみメリア、と申します」

「……記き憶おく……した……」

　ガクッと頷うなずいた人体模型さんは、回れ右をすると元居た壁かべへドスンドスンと戻もどっていく。

「……オレ……は……また……眠ねむる……」

　定位置に戻ると、人体模型さんの目の光はどんどん暗くなり始めた。

「……ありが、とう……メリア……」

　メリアさんへ顔を向けてお礼を言う人体模型さん。その声はとても安らかな声で、メリアさんは静かに頷いていた。

　そして、最後に人体模型さんは、僕ぼくの方へ向いてきて低く安らかな声で言ってきた。




「……ありがとう…………スライム……」




「──いや！　え!?　待って！　僕の名前間ま違ちがってるんですけどッ!?　スライムじゃないんですけど!?」

「……お……や……すみ……」

「おやすみじゃないから！　ちょっと！　スライムってみんなが思ってるより案外強いから！　ていうか、せめてどこからスライムが出てきたのかだけ教えてぇ！　もしもーし!?」

　必死に声を掛かけるがしかし、人体模型さんは途と中ちゆうで目の光を消して動かなくなった。

　啞あ然ぜんとする僕に、メリアさんは振ふり向いて言ってきた。

「ミカゲ様、名前が如何いかに大切か分かりましたか？」

「分かったよ！　分かったけど、釈しやく然ぜんとしないよ！　あの人体模型──いや、あの薄うす汚よごれたゴーレム殴なぐっていい？」

「手が痛いだけですよ」

「うぬぬぬ、同情した僕がバカだった……」

　恨うらめしくゴーレムを見つめる。

　その首には「人体ゴーレム」と書かれたネームプレートが掛けられており……釈然としないけど、ムカつくけど、怒いかりゲージＭＡＸだけど……悲しそうに自分の名前は人体模型だ、と言っていたゴーレムを思い返して、

「まあ……」

　と、メリアさんに言った。

「気持ちというか、心を見ることの大切さは分かったよ……」

　僕は教きよう卓たくの上に置かれた鉄の檻おりの中にいる小こ熊ぐまモンスターを見つめる。騒そう動どうがあったにも拘かかわらず、不ふ貞て腐くされたように横になって寝ねていた。

「僕このモンスターのことをちゃんと見ていなかった気がするよ」

　ちゃんと見ていれば、騙だまされて逃にげられることもなかったはず……。

　逃げられたのは僕が如何に表面しか見ていなかったかの証しよう拠こだった……。

「良い名前を考えてあげてください」

「うん……」

　足を怪け我がして包帯を巻いている小こ熊ぐまのモンスター。

　ごめんね……、と檻おりの中のモンスターと向き合う。

　このモンスターの境きよう遇ぐうや気持ちに想おもいを馳はせ名前を考え続けた。




　　　　＊＊＊




　完全下校のチャイムが学園に鳴り響ひびく。

「先生……」

　メリアさんには職員室の外で待ってもらい、僕ぼくは職員室に居る黒い後ろ姿に声を掛かけた。

「暗あん上じよう院いん君、遅おそかったですね……。名前は考えましたか？」

　こちらを向いて脚あしを組んでくる先生に、僕は頭を下げた。

「……すみません。名前考えられませんでした」

「考えられなかった？」

　フードの中で首を傾かしげる先生。

　僕は苦い顔をして言った。

「僕にはまだあのモンスターのことがよく分かりませんでした……。だからもうちょっと時間を掛けて、あのモンスターと向き合って……名前を考えたいです……」

「そうですか……ふふ」

　と、先生はフードの中で微笑ほほえんで、しばらくして頷うなずいてきた。

「それでいいですよ」

「……え、いいんですか？」

「はい、今回の授業は合格点としておきますね」

　デスクから名めい簿ぼを取り出して何かを書き込こみ始める先生。

「あ、ありがとうございます！」

　てっきり怒おこられると思っていた僕は少し気を抜ぬけさせながらもお礼を言って、それから、と先生に言った。

「と、とりあえず……あのモンスターなんですけど、しばらくは、ベヒーモスのように強くなって欲しいという願いを込めてベヒモンと呼ぶことにしたいと思います」

「……そ、そうですか……なんか進化しそうな名前ですね」

　ぎこちなく言う先生だった。

　先生が名簿を書き終えるのを待って、僕は先生に尋たずねた。

「先生、生物室の人体ゴーレムなんですけど……ネームプレートに書かれている名前変えてあげてもいいですか？」

「あ、動いてしまいましたか？」

「動いてたどころか、殺気放って近づいてきました……。殺す……とか、言ってました……。ゴーレムって本当に存在していたんですね……」

　そう真顔で言う僕ぼくに、先生はフードの奥おくで笑い始めた。

「なんですか、先生？」

「暗あん上じよう院いん君、あれはロボットですよ」

「え、ロボット!?」

「はい。たまに動いては、生徒をからかうんですよ」

「そ、そうなんですか……」

「ネームプレートも別に変えなくていいですよ。名前は、あの人体ゴーレムの持ちネタの一つなんですよ。だから気にしなくていいですよ」

「…………」

　クツクツと笑う先生。僕はしばらくポカンとして……。

「…………」

　あああのくそゴーレムがあああああああッ！　僕の同情を返せええええやあああ！　なんなんだよ！　結局、僕のことスライムってバカにしただけじゃないかぁッ！

　と、灼しやく熱ねつの怒いかりを燃え上がらせる僕を見て先生はさらにフードの奥で笑い続ける。

　それからしばらく経たって、先生は言ってきた。

「まあ、人体ゴーレムのことは置いておいて、暗上院君のお家うちのメイドさんが来ましたけど、とても綺き麗れいな人でしたね」

「……そ、そう……ですね」

　素直に頷うなずくのが恥はずかしくて、ぎこちなく頷く僕に、先生はフードの中の顎あごに手を当てて感かん慨がい深く言ってきた。

「あのメイドさん、タダ者ではないですね……」

　今度のそれには僕はコクコクと素直に頷いた。







「──あの人体ゴーレム、からかっていたらしいよ！」

　校舎を出ると空には星が出ていて、メリアさんと校庭を歩いて帰っていた。

　先生から合格点を貰もらえたことを話してから、人体ゴーレムのことを話すと隣となりを歩く黒くろ髪かみの女性は驚おどろくことなく当然のように頷いていた。

「そうでしょうね」

「分かってたの!?」

「はい。私の後ろでビビるミカゲ様があまりにも面おも白しろかったので、ついあの人体ゴーレムの悪ふざけに乗っかってしまいました」

「やめてよ……連れん絡らくしなかったことそんなに怒おこってたの……!?」

　嘆なげく僕ぼくは、見えてくる校門と自分の言葉にハッと思い出した。

「ちょっと待ってメリアさん。ユキヒメに連絡しないと！」

　終わったら連絡するって言ったんだっけ。

　慌あわててカバンに入れている携けい帯たいを探す僕の肩かたを、トントンとメリアさんが叩たたいてきた。

「連絡の必要はないみたいですよ」

「え？」

　と、顔を上げる。

　メリアさんは校門の方を見ており、それに釣つられるように僕も校門へ目を向ける。

　良く見てみれば、校門の外には黒い高級車が停車していた。あれはたぶんユキヒメの車だ。

「え、まだ連絡してないけど？」

　もしかして、ユキヒメのことだからずっと待っていたとか？

　うわぁなんか悪いことしちゃったな……と急いで校門へ向かえば、ドアが開いてユキヒメが飛び出て来た。

「ミカゲくん！　お疲つかれさま！」

　と、満面の笑みで走り寄ってくるユキヒメ……だったけれど、段々と顔が強こわ張ばっていき、走るスピードもどんどんと遅おそくなって、ついに止まった。

「ど、どうしたの、ユキヒメ？」

「──ミカゲくん、そ、っそおそおの、綺き麗れいな人は誰だれ!?」

　ぐるぐると目を回しながらユキヒメが指差す、黒くろ髪かみのエプロンドレスの女性を見て僕は言った。

「家うちに新しく来たメイドさん……だけど？」

「メイドさん!?」

　声がひっくり返るユキヒメに、メリアさんは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「初めまして、白しら波なみメリアと申します」

「は、初めまして、私は姫ひめノ宮みやユキヒメ……じゃなくて！　ミカゲくん！　こんな綺麗な人がメイドさんだなんて聞いてないよ！」

　そこまで話す必要あるの!?　と思うが、ユキヒメのあまりの剣けん幕まくに僕は、す、すみません、と謝あやまる。ユキヒメは声をひっくり返しながらメリアさんに尋たずねていた。

「白波さんは、も、もしかして、ミカゲくんの家に住み込こみで働いてるの!?」

「はい」

　と頷うなずくメリアさんに、ユキヒメは電でん撃げきを受けたような顔をしていた。

　それからユキヒメは目を白黒させながら訊きいてきた。

「──そ、そういえば、学校で何してたの!?　二人で!?」

　別にやましいことをしていたわけじゃないので、僕ぼくは普ふ通つうに答えた。

「え……生物室で人体ゴーレムをなだめながら、モンスターの名前を考えていただけだよ」

「ふ、不ふ潔けつ……」

「何が!?」

　後ずさるユキヒメは泣き出しそうな顔をしていた。

「ユキヒメ……？」

　そのユキヒメに声を掛かけた瞬しゆん間かんだった。

「ミカゲくんのばかぁあああああああああ！　写真集、全国発売決定だからぁあああ」

　と、ユキヒメは大声で叫さけびながら車へ走っていく。

　──え、写真集って!?　僕の!?　全国発売!?

　焦あせって追いかけようとすると、車へ走っていたユキヒメはこちらへ振ふり返り、Ｕターンして戻もどってきた。

「ミカゲくん、明日学園休みだよね。暇ひまだよね！」

「──う、うん」

「明日、ミカゲくんの家に行くからぁ！」

「え、あの──」

「ミカゲくんのばかあぁああああああああ。写真集、特典付録あるからぁあああ」

　そう再び叫びながらユキヒメは車へ走っていく。なんだよ！　特典付録って!?

　ユキヒメは車に乗り込こむと、車窓を開けて叫んできた。

「特典付録は、ミカゲくんのパンツだからああああぁぁぁ……」

　車が発進して、その叫び声は遠ざかっていく。

「…………」

　いやあの……。

「なんか……いろいろとヤバいんだけど……」

　メリアさんへ振り返ると、

「明日までにお客様を迎むかえる準備をしなければ……」

　と、難しい顔をしてブツブツと呟つぶやいていた。










　　第三話　　ユキヒメバトル




　その日の朝、僕ぼくはテンパっていた。




「はあ……落ち着かない……」

　僕はずっと忙せわしなく、玄げん関かん広間の中をぐるぐると歩き回っていた。

　今日は、ユキヒメが家に来るのだ。

「ミカゲ様……」

　朝からテキパキと客を迎むかえる準備をしていたエプロンドレスの女性──メリアさんは、玄関広間を通りかかると僕を見て溜ため息いき交じりに言ってきた。

「魔ま王おうの資格を取られるならば、もう少し落ち着いて行動された方がいいと思いますよ」

「僕も落ち着きたいのはやまやまなんだけどさ！」

　僕は頭を抱かかえて嘆なげくように言った。

「写真集『ミカゲ密着二十四時』の全国発売と、特典付録で僕のパンツの危機なんだよ！　明らかに供給過多だよ……！　ゲーム終しゆう盤ばんの薬草ぐらい使い道ないよ！」

「全国発売なんて冗じよう談だんではないのですか？」

「いやそれが冗談じゃないんだよ。昔もさ、僕を題材にしたカードゲーム出すって言って本当に発売したからね！　案の定、在庫一いつ杯ぱい抱えて、半分僕の家に送られてきたからね！　ブルーアイズミカゲドラゴンとか誰だれが得するんだよ……思いっ切りパクリだよ！」

「なるほど。そうですか」

　と、神しん妙みような顔で頷うなずくメリアさんはポケットに手を入れて何かを探り始める。

「まあこういう時だからこそ落ち着いて、この封ふう印いんされしミカゲゾディアを五枚並べましょう」

　そう言いながらメリアさんがポケットから取り出したのは五枚のカード。

「ん？」

　と、そのカードをよく見ればどこかで見覚えあるカード……あれは……まさに僕を題材にしたカードゲームのカードだった。しかも、そのカードに描えがかれているミカゲモンスターはただのミカゲモンスターではなく、手札に五枚揃そろったらその時点で勝利するというチート級の能力を持つ伝説のミカゲ『封印されしミカゲゾディア』だった。

「いやいやいや、なんで持ってるの!?」

「掃そう除じしていたら、段ボール箱に紛まぎれ込こんでいるのを見つけました。この鎖くさりに繫つながれているミカゲ様の顔がとても素す敵てきです」

　ミカゲゾディアをじっと見つめるメリアさんに、僕は自分の顔を覆おおって叫さけんだ。

「ちょっと凝ぎよう視ししないで！　僕の傷口を抉えぐらないでぇ！」

「しかも、このミカゲゾディア……五枚並べるとミカゲ様の身体からだの全体像が明らかになるというのはなかなかに遊び心がありますね。『ミカゲの上半身』『ミカゲの下半身』『ミカゲスティック』『ミカゲボール[image: α]』『ミカゲボール[image: β]』……」

「うああああ読み上げないでよぉおお！　そのカード一番嫌きらいなんだよ！　なんで局部だけに三枚も使ってんの!?　なんだよミカゲスティックと、ボール[image: α]と[image: β]って！　下ネタじゃん！　ていうか、メリアさん、せめて笑って！　そんな無表情で見られたら居たたまれなくなるよ！」

　メリアさんは普ふ段だんからクールビューティというか、あまり表情を変えない人で、ミカゲゾディアをじっと見つめるその顔も無表情だった。いやもしかしたら、普段よりも無がちょい増しされている気がする。何言ってるか自分でも分からないけど……。

　それからしばらくその顔でカードを見続けたメリアさんはようやくカードをポケットに仕し舞まってくれて、僕ぼくはよろよろとショックから立ち直った。

「……絶対、全国発売を止めないと」

　写真集＋特典付録で僕のパンツとかを全国で発売された日には、僕は生きていけない。というか、そもそもそんなにパンツを持っていない。

　どうしたらユキヒメを止められるかな……。

　そう考えて浮うかぶのは、やっぱりユキヒメのご機き嫌げん取りぐらいだけだ……。そもそもどうしてユキヒメの機嫌が悪くなったのか分からないんだけど……まあ昔からこういうことは良くあったので、とりあえず、いつものようにご機き嫌げん取りをしまくるしかない……。
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「そういえば、ユキヒメがこの家に来るのは初めてなんだよね……大だい丈じよう夫ぶかな……」

　不安げに言うとメリアさんはキリッとした表情で言ってきた。

「大丈夫です。頑がん張ばって準備しましたので」

「……それがスゴく心配なんだけど」

　暗雲立ち込こめる状じよう況きように僕ぼくは、ふと、昨日のユキヒメとの会話を思い出して、「そういえば」とメリアさんに尋たずねた。

「メリアさん、聞きたいことがあるんだけど」

「なんでしょうか？」

「最近、カメラを持った男の人をボコボコにしなかった？」

　その僕の言葉に、メリアさんは記き憶おくを掘ほり起こす顔をして、ああ、と頷うなずいてきた。

「屋や敷しきに侵しん入にゆうしてミカゲ様を盗とう撮さつしていたので、半殺しにしました」

「いやいやいや、半殺しって！　ある意味グッジョブではあるけども！　でもそれはやり過ぎだよ！　メリアさん……その人ユキヒメの家の執しつ事じだったらしいよ！」

「ええ、本人もそう言っておりました。誰だれの依い頼らいで撮影していたのか最初はなかなか口を割らなかったのですが、ちょっと拷ごう問もんをしたらころっと──」

「──拷問!?　勇者の資格持ってる人がやることじゃないよそれ!?　魔ま王おうがやることだよ!?」

「大丈夫ですよ、ミカゲ様。私のことは喋しやべらないと血けつ判ぱん押おさせましたので」

「何も大丈夫じゃないんですけど！　僕にはもうメリアさんの両手が血ち塗ぬられて見えるんですけど！　大魔王にしか見えないんですけど！」

　涼すずしい顔をするメリアさんに、僕は盛せい大だいに頭を抱かかえた。

　うわああ、ヤバいな、こんなことがユキヒメにバレたらもっと拗こじれそうだ……。

「……メリアさん、今日は大人しくしていてよ！」

　ビビりながら言うと、黒くろ髪かみのメイドは小首を傾かしげてきた。

「私はいつも大人しいですよ」

「……メリアさん、鏡を見てみて。きっと一番大人しいから掛かけ離はなれた人が映ってるから」

「では、ミカゲ様の鏡には、きっとスライムが映るのでしょうね」

「ど、どういうこと!?」

　そんなやり取りをしていると、呼び鈴りんが鳴った。

　それは門の方に設置している呼び鈴の音で、僕は大きく息を吸って吐はいた。

「来たみたい……」

「そうですね」

　僕はメリアさんと一いつ緒しよに庭に出て、ユキヒメを出で迎むかえに行った。




「こんにちは、ミカゲくん」

　門を開けると前まえ髪がみを綺き麗れいに切り揃そろえた少女が挨あい拶さつしてきた。色素の薄うすいブロンドが太陽の光でキラキラと光って、お人形さんのように可愛かわいい顔が際きわ立だって見える。ただ、その顔に張り付いている笑顔が心なしか強こわ張ばって見えるのは……たぶん気のせいではない。

「……白しら波なみさんも、こんにちは」

「こんにちは、姫ひめノ宮みや様」

　いつもと変わらぬ平静とした態度で挨拶するメリアさんに、ユキヒメは「ガルルル」と聞こえそうな威い嚇かくの目を向けていた。……もしかしたらユキヒメの家の執しつ事じをボコッたのがメリアさんだとバレているのかもしれない。

　初しよっ端ぱなから漂ただよう不ふ穏おんな空気に僕ぼくは、咳せき払ばらいをしてユキヒメに言った。

「と、とりあえず、家に入ろう」

「うん、そうだね」

　ユキヒメは庭を歩く間もガルルルという威嚇の目をメリアさんへ向けていたのだが──ハッと何かに気付いたような顔をしてキョロキョロと周りを見始めた。

「どうしたの、ユキヒメ？」

「ミカゲくん……なんか……庭が変だよ。そういえば門も禍まが々まがしかったし……」

「そうかな？　僕はもう慣れちゃってよく分からないんだ」

「分からないって……ミカゲくん、あれ、池になんか足生えてるよ！　どこかの犬いぬ神がみ家みたいになってるよ！」

「ああ、あれはただのオブジェだよ」

「オブジェ!?　気持ち悪いよ！」

「そうかな。ああ……なんかそう言われるとそんな気がするね」

「その程度なの!?　そんな軽い感じなの!?」

　目を丸くするユキヒメは、っあ、と声を出して指を差した。

「ミ、ミカゲくん、庭の真ん中に、な、なんか、お墓があるよ。骨の手が出てるよ!?」

「ああ、あれは………………あんなことさえなければ……宅配のお兄さん……ぐすん」

「え、何かあったの!?　ミカゲくん、宅配のお兄さんに何かあったの!?　これ、もしかしてその宅配のお兄さんの手!?」

「…………」

「ちょっと、なんで暗い顔して歩いて行くの！　先に行かないでよ！」

　追いかけてくるユキヒメは、またも驚おどろいた声を出して指を差した。

「ミカゲくん……木になんか首吊つる用のロープが掛かかっているんだけど、き、気のせいだよね」

「気のせいだよ。だってそれは……宅配のお兄さんが……ぐすん」

「宅配のお兄さん!?　ちょっと、宅配のお兄さんに何があったの!?」

「…………」

「なんで影かげのある顔をして先に行くの！　待ってよ！」

　屋や敷しきの玄げん関かんが迫せまると、ユキヒメは悲鳴のような声を出して家を指差した。

「ミカゲくん！　よく見たら家の壁かべ、赤い手の跡あとで一いつ杯ぱいだよ!?」

「ああ……それは…………宅配のお兄さん……ぐすん」

「これも宅配のお兄さんなの!?　何か惨さん劇げきが繰くり広げられたの、ここ!?」

　ユキヒメは庭を振ふり返ってガクガク震ふるえだした。

「ミカゲくんの家、すごくアバンギャルドだよ……！　怖こわいよ……！」

「まあ……これもあれもそれも家うちのメイドさんの仕し業わざなんだけどね……」

　暗い顔をする僕ぼくに、得心がいったような顔をするユキヒメは、メリアさんを睨にらんで大声を出した。

「ミカゲくんの感覚が麻ま痺ひしちゃったのは、やっぱりあなたのせいだったのね、白しら波なみさん！　ミカゲくんは元々ツッコミキャラなのよ！　なんでボケキャラになってるのよ！」

　それにメリアさんは、ほんの少し困ったように眉まゆ根ねを寄せてから言い難にくそうに口を開いた。

「お言葉ですが、姫ひめノ宮みや様。ミカゲ様は元々大ボケ野や郎ろうでございます」

「メリアさん、どういうこと!?　聞き捨てならない言葉が聞こえたんだけど!?」

「ミ、ミカゲくんを大ボケ野郎呼ばわりって……！」

　衝しよう撃げきを受けたようにふらふらとするユキヒメは、少ししてズダッと地面を踏ふみしめてきた。

「やっぱり……今日私が来て正解だったみたいね」

　そう言うユキヒメはメリアさんをズビシッと指差した。

「私が今日来たのは、あなたを見み極きわめるため！　ミカゲくんの……いや、暗あん上じよう院いん家のメイドとして相応ふさわしいかどうか私は見極めに来たの！」

「見極める……？」

　小首を傾かしげるメリアさんに、ユキヒメはさらに息巻いた。

「そう。白波さん、私はあなたに勝負を挑いどむわ！」

「勝負、ですか……？」

「そう。ただあなたと勝負するのは、私じゃなく──」

　ユキヒメが片手を上げた瞬しゆん間かん──

　シュバッ！

　と、黒スーツの男がユキヒメの斜ななめ後ろに現れた。

「──我わが姫ノ宮家執しつ事じ、一いち郎ろうが相手するわ！」

「一郎です」

　黒スーツの男──一郎さんは掛かけている眼鏡めがねを指でカチャリと押おし直してから恭うやうやしく頭を下げてきた。

「一いち郎ろうはタダ者ではないのよ！」

　そう自じ慢まんげに言うユキヒメ。

　僕ぼくは一郎さんから溢あふれ出る並々ならぬオーラを感じて、もしかして……、と尋たずねた。

「一郎さんって、何か資格を持ってるの？」

　それにユキヒメは、ふふふ、と不敵に笑うと言ってきた。

「一郎はね、英検四級持ってるの！」

「え……英、検、四、級？」

「そう、英検四級」

「いやその、英検四級って、普ふ通つうの資格っていうか……普通の資格の中でもあんまり自慢にならないよ。高校入試でもあんまりアピールにならないよ！」

　そう言っていると、一郎さんはキリリとした顔で僕に声を掛かけてきた。

「暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん」

「は、はい」

　英検四級をバカにし過ぎちゃったかな……と、そわそわしていると、一郎さんは眼鏡めがねを指で押おし上げて言ってきた。

「ナイストゥミーチュー」

「え……あの、えっと、ナイストゥミーチュー」

　一郎さん、自慢げだった！　思ったよりも英検四級自慢げだった！　すごくドヤ顔で初歩の英語使ってきた！

　そんな衝しよう撃げきを受けていると、一郎さんはクセなのか眼鏡をまた押し上げてから、我わが家のメイド──メリアさんへ向き直った。

「っふ、君がこの家のメイドか……。弟がお世話になったね」

「……弟？」

　僕が首を傾かしげると、ユキヒメが説明してきた。

「昨日話した、ミカゲくんの撮さつ影えい中ちゆうにボコられた執しつ事じ──二じ郎ろうのことよ。一郎、やっぱりこのメイドが犯人なの？」

「はい、お嬢じよう様さま。恐おそらくそうでしょう。英検四級を持っている私には分かります。この女性はタダ者ではない」

　いや英検四級で何が分かるの!?　で、でも……確かにメリアさんが執事の二郎さんをボコッたっていうのは本当だし、当てずっぽうだったとしても、すごいな英検四級……。

「じゃあこれは二郎の弔とむらい合戦でもあるのね！」

「お嬢様、二郎は死んでません」

　……ユキヒメの目、怒いかりに燃えてるよ！　ギンギラギンになってるよ！　隠かくし通せないとは思っていたけど、英検四級の力でのっけからバレちゃったよ！

「メリアさん……ど、どうするの？　英検四級持った一いち郎ろうさんと勝負する展開になったよ？」

　動どう揺ようする僕ぼくに、しかし、メリアさんは全くもって落ち着き払はらっており、ユキヒメに一礼すると言ってきた。

「姫ひめノ宮みや様、私はどんな勝負でも受けて立ちます」

「言ったわね！　もし、この一郎に一回でも負けるようなことがあったら……姫ノ宮家から暗あん上じよう院いん家にあなたをクビにするように言い伝えるからね！　ミカゲくんの写真集、全国発売確定するからね！　それでもいいのね？」

　──いや、いろいろとツッコミたいところではあるけど、とりあえず、一郎さんの扱あつかい酷ひどくない!?　一郎さんに一回でも負けるようならって、一郎さんへの期待値どんだけ低いんだよ！　一郎さん、眼鏡めがねの奥おくで若じやつ干かん涙なみだ目めになってるよ！

「はい。受けて立ちます、姫ノ宮様」

　そんなこんなのユキヒメのシビアなのかぬるいのか良く分からない勝負宣言に、メリアさんは風に黒くろ髪かみをなびかせながら頷うなずいていた。




　　　　＊＊＊




　それから、とりあえず一回屋や敷しきに入りましょう、とメリアさんに促うながされ全員屋敷に入った。

　キョロキョロと屋敷の中を見み渡わたすユキヒメは、庭のような禍まが々まがしい光景になっていないことに安あん堵どした様子だった。

「そういえば、ミカゲくん、ベルちゃん居る？」

「う、うん居るけど……」

　と僕が言うとユキヒメは嬉き々きとして大声を出した。

「ベルちゃーん！」

　その声が屋敷の中に木霊こだまし、静せい寂じやくが訪れる。

　それからしばらくすると……

　──グァガルルオオォオォオオアガワワワ！

　という大地が怒いかり震ふるえているのではないかという鳴き声が家のどこからか聞こえてきた。

　それに一郎さんは眼鏡を押おし上げながらキョロキョロする中、ユキヒメは少し首を傾かしげていた。

「なんかベルちゃん、元気ない？」

「よ、よく分かったね……この前チョモランマぐらいに積まれた角砂糖を丸ごと食べちゃってから胃がもたれてるっぽい」

「チョモランマって……なるほど、それも白しら波なみさんの仕し業わざね」

「いや……」

　まあ、確かにそうとも言える……。

　どう説明するべきか迷っていると、ユキヒメはさらに闘とう争そう心しんを燃え上がらせたような目でメリアさんを睨にらんでいた。しかし、それにメリアさんは動じることはなく、涼すずしい顔で、客間へどうぞ、と案内してくる。客間がどうなっているのか知っている僕ぼくには、メリアさんが早くユキヒメと一いち郎ろうさんに客間を見せたくてうずうずしているように見えた。

「…………」

　それから一階にある客間へ一いつ緒しよに向かうのだけど、その客間の扉とびらを開け放ったユキヒメは、開口一番にこう言ってきた。

「客間……なんかすごく、おどろおどろしいけどページ数の関係で全部スルーするわ！」

「いやいやいや、ページ数ってどういうこと、ユキヒメ!?」

　僕は慌あわてて、ユキヒメに駆かけ寄って小声で言った。

「……ユキヒメ、ちょっとだけリアクションしてあげて。メリアさんすごく頑がん張ばって部屋の準備してたんだよ。ちょっとだけでいいから！　ほら……見て、メリアさんが心なしかしょんぼりしてるよ」

「……だって、ミカゲくん、クリスマスツリーの上にドクロが置いてあるのよ。そこからして、とても面めん倒どう臭くさいじゃない」

「……う、うん、そうだね。ドクロの目が星形になっていてとても無む駄だなこだわりを感じるよね。まあでもちょっとだけでいいから大きくリアクションしてあげて。お願い！」

　その僕のお願いに、ユキヒメは嘆たん息そくすると、棒読み調ながらも声を張り上げてきた。

「うああ、なんで壁かべに血でメリークリスマスって書いてあるの！　今はまだクリスマスじゃないっていうか、夏が始まるか始まらないかぐらいの季節だよ！」

「本当だ！　季節感のなさにも限度があるよ！」

「うあああ、ミカゲくん！　なんで壁にたくさんマネキンが置いてあるの!?　なんでマネキンの一つ、トナカイの全身タイツ着てるの？　ブラックなサンタなの？」

「ブラックなサンタがなんのことか良く分からないけど、確かにあれはおかしいね！」

　僕はメリアさんを横目でチラッと確認して、小声でユキヒメに言った。

「……ありがとうユキヒメ、メリアさんが心なしかちょっと元気になった気がするよ……」

「……ねぇ、ミカゲくん、あの人、センスがおかしいというか……ホラーっぽくしておけば魔ま王おうらしくなると勘かん違ちがいしてるんじゃない？」

「……それは……ちょっとあるかも……」

　それから客間に全員入ると、ユキヒメはコホンと咳せき払ばらいしてから、元気よく言ってきた。

「じゃあ、まあ、さっそく勝負よ！　──って、一郎、なにさっきからトナカイの全身タイツ欲ほしそうに眺ながめてるの！　こういうネタはくどくなるから一回だけでいいの！」

　怒おこるユキヒメに、一郎さんはキリッと眼鏡めがねを押おし上げて言ってきた。

「アイムソーリー……サンタのソーリー」

　ウザい！　英検四級、思ったよりもウザい！

　仕切り直すようにコホンと咳せき払ばらいをしたユキヒメは一いち郎ろうさんに言った。

「一郎、あれを用意して」

「イエス、お嬢じよう様さま！」

　眼鏡めがねをカチャリと掛かけ直した一郎さんは、胸ポケットから写真と、ナイフを取り出してきた。

　写真を見るとそれは──

「あれ……僕ぼく？」

「そう、ミカゲくんの写真よ。良い笑顔でしょ？」

「確かに良い笑顔だけど……なんで僕あんなに笑ってるの？　いつ撮とったやつ？　なんか恥はずかしいんだけど」

「あれは、二じ郎ろうが最さい期ごに撮ったミカゲくんの写真なの……」

「お嬢様、二郎はまだ死んでおりません」

　暗い顔をするユキヒメに、一郎さんは眼鏡を押おし上げて進言していた。

「と、とりあえず、一郎と、白しら波なみさんの勝負──第一回戦は『ミカゲくんを切り抜ぬけ』よ！」

　第一回戦って、やっぱり何回かするつもりなのだろうか……。しかも、なんか不ふ穏おんな勝負名なんだけど……。

「ルールは……まあ、やって見せるのが早いかな、一郎！」

　ユキヒメが声を掛けると、一郎さんは写真を上に放ほうり、

「ハッ！」

　と、ナイフの切っ先を写真へ走らせた。まるで電気が走るかのような速さでナイフが閃ひらめいていく。

「終わりました」

　ナイフを止める一郎さんは、眼鏡を押し上げた。

「ミカゲくん、写真を見てみて」

「う、うん」

　床に落ちた写真を拾いに行く。

　見ると写真には穴が開いており、僕の部分だけが切り抜かれていた。

「お坊ぼつちゃん、これでございます」

　一郎さんへ振ふり向くと、切り抜かれた部分──僕の写真を持っていた。周りに少し余白があるけれども、その切り抜きの精度は相当だった。

「す、スゴイですね、一郎さん……」

「姫ひめノ宮みや家の執しつ事じであり、英検四級を持っている私には造作もないことです」

　眼鏡を押し上げキリッと言ってくる一郎さん。か、カッコイイよ！　英検四級、めちゃくちゃカッコイイよ！

「さあ、白しら波なみさん、一いち郎ろうよりも綺き麗れいに切り抜ぬいてみなさい！」

　得意げな顔で、メリアさんにナイフと新しい写真を手て渡わたすユキヒメ。

「かしこまりました」

　と、メリアさんはナイフと写真を受け取ると一礼した。

　……最初からかなりハードモードだけど大だい丈じよう夫ぶかな。

　そう案じる僕ぼくを余所よそに、メリアさんは躊躇ためらうことなく、すぐに写真を上に放ほうった。

「────」

　ひらひらと舞まい降りてくる写真に、ナイフの切っ先を走らせるメリアさん。そのナイフさばきは一郎さん以上の速さで、まるで雷かみなりが暴走しているかのような印象を与あたえてきた。

「終わりました」

　と、ナイフを止めるメリアさん。

　その雷の暴走はたった数秒の光景だったのだけれど、僕とユキヒメはしばらく呆ぼう然ぜんとして、一郎さんは興味深げに眼鏡めがねを押おし上げていた。

「な、なかなかのスピードね。でも速いだけじゃダメなのよ！」

　ユキヒメは動どう揺ようしながらも写真を拾い、僕も横から覗のぞき込こむ。

「ん？」

　と、拾い上げた写真に、二人で首を傾かしげた。

　写真は最初のまま、切り抜ぬかれてはおらず僕の笑顔が燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

「メリアさん、切れてな──」

　そう僕が口を開いた瞬しゆん間かんだった。

　バラバラと写真が砕くだけ散った──僕のところだけ。

「……あ、あれ、なんか、僕の部分だけ綺麗にずたずたになったんだけど……メリアさん？」

「申し訳ございません、ミカゲ様。手が滑すべりました」

「いやいやいや、手が滑ったとかいうレベルじゃないよ！　悪意だよ！　卓たく越えつした悪意だよ、これ！　ていうか、謝あやまるならもっとそれらしい表情をしたらどうなの？　なんでちょっと満足げな顔してるの？」

　全く悪びれる様子のないメイドさんに僕は頭を抱かかえる。

　隣となりに立つユキヒメは険しい顔をしていた。しかも、僕のところだけ砕け散った写真を持った手をブルブルと震ふるわせている。

　うわーこれはもうだめだ……

「さ、さすがね……」

　……と思ったけど、そうでもなかった！

「綺麗に切り抜いた上、ミカゲくんのプライバシーまで守るなんて……しかも、それを自分のミスだと言ってのける気き遣づかいと謙けん虚きよさ……これは完全に一いち郎ろうの負けだわ」

　なんという奇き跡せき的てきな勘かん違ちがい！

　ユキヒメは腰こしに手を当てて、一郎さんを叱しかっていた。

「もっと精しよう進じんしなさいよ、一郎！」

「……はい……お嬢じよう様さま……」

　眼鏡めがねを押おし上げる一郎さんの目は涙なみだ目めだった。

　……なんだろう……このもやもや……。
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「第二回戦は『ミカゲカードバトル』よ！」

「ミカゲカードバトルって……」

　その名前にすごく聞き覚えがあって、僕ぼくは頭を押さえた。

「一郎、準備して！」

「イエス、お嬢様」

　眼鏡を押し上げる一郎さんは一度屋や敷しきから出て車へ戻もどっていく。

　それからしばらくして戻ってきた一郎さんは、その手にアタッシュケースをぶら下げていた。

「さあ、白しら波なみさん、好きなカードを選びなさい」

　そうユキヒメが言うのに合わせて、持ってきたアタッシュケースを開ける一郎さん。

　その中には、僕を題材にしたカードゲームのカード、ミカゲカードがぎっちりと入っていた。

「いやあのユキヒメ、いきなりカードバトルって、完全にこっちが不利じゃない？」

「不利も有利もないわ。暗あん上じよう院いん家のメイドだもの、すぐにカードバトルぐらいできて当然よね……まあ、私たちの練りに練ったデッキが、即そく席せきのデッキに負けるとは思わないけどねふふふ」

「あくどい！　ユキヒメめっちゃ悪い顔してるよ！」

「さあ、白波さん、なんでも好きなカードを選びなさい！」

　悪い顔で笑いながら、アタッシュケースを指差すユキヒメにメリアさんは、

「いえ、結構です──」

　と、首を横に振ふって、ポケットからカードの束を取り出してきた。

「私はマイデッキを持っていますので」

　なんで持ってんの!?

「な、なんですって──!?」

　衝しよう撃げきを受けるユキヒメは、焦あせった顔で一郎さんに詰つめ寄った。

「い、一郎、昨日特訓したんだから、絶対勝ちなさいよ！」

「任せてください、お嬢様。私は周りから、意外に頭脳派だね、とよく言われるのです」

　それ褒ほめられてるの!?　若じやつ干かんバカにされてませんか、一いち郎ろうさん！

　ま、まあ、しかし、向こうは練りに練ったデッキらしいし、不安になってメリアさんに声を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、メリアさん？　というか、いつマイデッキなんて作ったの？」

「今朝見つけた時に適当に搔かき集めて作りました。任せてください、ミカゲ様」

「適当って……全然任せられないんだけど……」

　そんな不安は晴れないままに、メリアさんと一郎さんのカードバトルが始まった。

　デッキから五枚のカードを引くメリアさんと一郎さん。そこから、お互たがいにフィールドにミカゲモンスターを召しよう喚かんして、戦わせる。ある時はミカゲ魔ま法ほうカードでミカゲモンスターを強化し、またある時はミカゲトラップカードでミカゲモンスターを罠わなにはめる。

　強力なミカゲモンスターをフィールドに召喚させるには、既すでにフィールドに出ているミカゲモンスターを生いけ贄にえにしなければならず、騙だまして騙され切った張ったの熾し烈れつな戦いが繰くり広げられた。

「…………」

　そして、僕ぼくはそんなこんなの攻こう防ぼうに涙なみだしていた。

　これ……結局自分で自分を傷付けてるだけじゃん！　被ひ害がい者しや全員ミカゲだよ！　ミカゲカードバトル切ないよ！　悲しい争いだよぉ！

　しかも、メリアさんの使っているミカゲモンスターは、腐くさったミカゲ、ガイコツミカゲ、ゾンビのミカゲなど、錚そう々そうたるキモい系ミカゲモンスターばかりでさらに悲しくなった。

　しかし、ユキヒメはメリアさんのデッキに、ふむぅと頷うなずいていた。

「なるほど……白しら波なみさんはアンデッドミカゲデッキなのね」

「なんだよアンデッドミカゲデッキって！　ミカゲカード、無む駄だに凝こり過ぎだろ！　ていうか、これ、もろパクリでしょ！」

　ちなみに、一郎さんが使っているデッキは、紐ひもパンのミカゲ、レオタードのミカゲ、ブーメランパンツのミカゲ、ハイレグミカゲなどなどの錚々たるエロい系ミカゲモンスターを盛り込こんだセクシーミカゲデッキとのことだった。……なんだよ、セクシーミカゲデッキって!?

　それからもミカゲモンスターたちの戦いは続いていくのだが、メリアさんは一郎さんに少しずつ押おされていき、ついには後がなくなってしまう。

「ふっ、暗あん上じよう院いん家のメイドよ、そのアンデッドミカゲデッキでここまで善戦したのは褒ほめますが、これで終わりです」

　デッキからカードを引いた一郎さんは、その引いたカードを見てニヤリと笑っていた。

「レオタードのミカゲ、ブーメランパンツのミカゲを生贄に──ブルーアイズミカゲドラゴンを召喚！」

　で、でた！　ブルーアイズミカゲドラゴン！

「さすが一いち郎ろう！　良くやったわ！」

　そうユキヒメに褒ほめられる一郎さんは調子よく笑っていた。

「ふふふ、次のターンであなたの負けです」

　……メ、メリアさん！

　メリアさんはしかし動どう揺よう一つ見せず、ポーカーフェイスのままデッキからカードを一枚引く。

　その引いたカードを見たメリアさんは……突とつ然ぜん目を閉じ手札をそっとフィールドに置いた。それはまるで諦あきらめたかのような仕草。

「負けを認めますか？」

　眼鏡めがねを押おし上げて言う一郎さんに、メリアさんはパッと目を開け言ってきた。

「いえ、私の勝ちです」

「なんだと!?」

　怪け訝げんな顔をする一郎さんにメリアさんは、フィールドに置いた自分の手札を見せつけるようにめくり始めた。

「『ミカゲの上半身』『ミカゲの下半身』『ミカゲスティック』『ミカゲボール[image: α]』『ミカゲボール[image: β]』……全すべて揃そろいました──今ここに、封ふう印いんされしミカゲゾディアを召しよう喚かん致いたします！」

　並べられたそのカードは、まさに今朝メリアさんが見せてきたミカゲカード。手札に五枚揃った時点で勝ちが確定するという伝説のミカゲ「封印されしミカゲゾディア」だった。

「な、ん……だとぉおおおお──うああ、ま、眩まぶしい！　小さいけど眩し過ぎる！　ミカゲゾディアあああ！」

　発はつ狂きようするように頭を抱かかえて床にひれ伏ふす一郎さん。

　ち、小さいってどういうこと──!?　ぶん殴なぐっていい？　怒おこっていいよねこれは！

　ふと、ユキヒメを見ると、口に手を当ててわなわなと身体からだを震ふるわせていた。

「あれは、たった一組しか作られなかった伝説のミカゲモンスター……ついに見ることができた……ミカゲが立つ姿が……！」

　い、いやなんで涙なみだ流してるの!?　僕ぼくが泣きたいんだけど！

　発狂してひれ伏す一郎さんと、「ミカゲが立った！　ミカゲが立った！」と感動しながら喜び始めるユキヒメ。そして、無言でミカゲゾディアを見つめるメリアさん……。

　う、うん……なんなんだろうね……この戦いは……。

　とりあえず、僕のＨＰはゼロになった……。
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「さて、ひとまず、私はお茶を用意してきますね」

　カードを仕し舞まい、涼すずしい顔で客間を出ていくメリアさん。

　そのメリアさんの姿を見送る一いち郎ろうさんの眼鏡めがねが、思おも惑わくありげにキラリと輝かがやいたことに僕ぼくは気付かなかった。

　そして、それは本当に不意の出来事だった。

　──ガシャンッ！

　と、突とつ然ぜん客間の窓ガラスが割れる。

「────!?」

　振ふり返ると、その窓から黒スーツの大男が入ってきていて僕は、咄とつ嗟さのことに驚おどろき固まってしまう。

　謎なぞの大男は、その巨きよ体たいからは信じられない俊しゆん敏びんさで近づいて来て、僕を抱かかえ上げてくる。抵てい抗こうしようとするのだが、その太い腕うでの圧力に無む駄だな足あ搔がきだと思い知らされてしまった。

　それから、大男は僕と同じく固まっているユキヒメを抱だきかかえると、側そばに居る一郎さんへニヤッと笑いかけた。

「計画通りだな！」

　大男は僕とユキヒメを抱えたまま入ってきた窓から出て行き、後ろに一郎さんも付いてくる。

　それから門の外に待機している大きな黒い車に僕とユキヒメは押おし込まれ、そのままどこかへ出発してしまった。

　その時間僅わずかに十秒足らず。本当に一いつ瞬しゆんの出来事だった。
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　ユキヒメをなんとか護まもらないと！

　そう緊きん張ちようを高める僕だったが、ネタバレはすぐにやってきた。

「すいませんね、暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん」

　車を運転する、先ほどの大男がバックミラー越ごしに僕に謝あやまってきた。それから助手席に座る一郎さんも振り返って、僕に謝ってきた。

「大変失礼しました、暗上院のお坊ちゃん」

「いやあの……」

　誘ゆう拐かいという言葉が頭に浮うかんでいたのだが、そうとは思えない二人の態度に首を傾かしげていると、隣となりのユキヒメが口を開いてきた。

「ミカゲくん、これは第三回戦『誘拐犯から助け出せ！』なの。暗上院家のメイドだったら誘拐犯の一人や二人倒たおせないとね！」

「いやいやいや、もはやメイドと執しつ事じの勝負じゃないじゃん！　メイドの域越こえてるじゃん！　元々そうだったけども！」

「ちなみに、今車を運転しているのが、白しら波なみさんにボコられた執事の二じ郎ろう。一郎の弟なの」

「二じ郎ろうです」

　大男──二郎さんはバックミラー越ごしに頭をコクっと下げてきた。

　啞あ然ぜんとしている僕ぼくに、ユキヒメは自じ慢まんげに言ってきた。

「二郎はね、資格を持ってるの」

「え、資格って……？」

　もしかして特とく殊しゆ資格？　と目を見開くと、ユキヒメは胸を張って言ってきた。

「二郎は、漢検一級、持ってるの」

「え、……漢検一級？」

「そう、漢検一級」

「いや漢検一級って……普ふ通つうの資格だよ!?　確かにすごいけどさ!?」

「暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん」

「は、はい」

　バックミラー越しに睨にらんでくる二郎さん。

　うあー気を悪くさせちゃったかな……と思っていると、二郎さんはニヤリと笑って言ってきた。

「薔薇ばら」

「……いやいや、すごいけども！　確かに薔薇っていう漢字は難しいけども！　口で言っても伝わらないよ！」

　さすがは一いち郎ろうさんと兄弟だということはあるな……。

　眼鏡めがねの兄と、大男の弟を見ていると、ユキヒメがさらりと言ってきた。

「まあ、あとは……この二人、忍にん者じやの特殊資格を持ってるぐらいかな」

「……え……忍者の……特殊資格!?　え、スゴくない!?　なんでちょっとユキヒメつまらなそうな顔なの!?　 普通逆じゃない!?　特殊資格の方を誇ほこるべきじゃない!?」

「「暗上院のお坊ちゃん」」

「は、はい」

　一郎さんと二郎さん、二人が同時に僕を見つめてくる。

　え、なに、なんか気に障さわるようなこと言っちゃったかな……と思っていると、二人は口を揃そろえて言ってきた。

「「ニンニン」」

「いや……意味分かんないんだけど！」

　……まあでも、これで謎なぞが解けた。

　英検四級にしては、一郎さんとかスペック高すぎると思ったんだよ。明らかに英検四級でできることを超こえてるもの……。体たい捌さばきはネイティブだったもの……。

「でもユキヒメ、これはちょっとやり過ぎじゃないのかな？　誘ゆう拐かいの真似まねなんか……」

　そう僕ぼくが言うと、二じ郎ろうさんがバックミラー越ごしに口を開いてきた。

「暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん、実はこれは俺おれたち兄弟がお嬢じよう様さまにお願いした勝負なんです。なので責めないであげてください」

「そうなんですか……」

「あのメイド、俺をボコッた──いや戦った時、全然本気出してなかったんですよ。それが非常に腹立たしくてですね……あのメイドを本気にさせ、俺たち兄弟で倒たおす。そのチャンスをお嬢様は与あたえてくださったんです。なのでお坊ちゃんもしばらく俺たちに付き合ってください」

「は……はあ……」

　もっとやり様があると思うけどな……。

　そう思っていると、一いち郎ろうさんが悔くやしそうに眼鏡めがねを押おし上げた。

「私一人で倒せればよかったのだけれど、彼女は強かったよ。やはり、忍にん者じや最強兄弟と恐おそれられた我ら兄弟の力を合わせて立ち向かわなければ勝てない……」

　忍者最強兄弟って……。

　なんかスゴイけど、なんだろう……説得力がない……。

「しかし、お嬢様……あのメイド来ますかね」

　バックミラー越しに問い掛かけてくる二郎さんに、ユキヒメは自信ありげに頷うなずいていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、指定の場所に一人で来るようにって置き手紙作ったから。一郎、ちゃんとあの手紙置いてきた？」

「あ……」

　という声が一郎さんの口から洩もれて、眼鏡を押し上げる手がガクガク震ふるえ始めた。

「お、お、お嬢様、も、申し訳ありません……、忘れてました」

「なにやってんだ兄あに者じやッ！」「一郎のバカァア！　何やってるのよ、白しら波なみさん来られないじゃない！　警察に通報されて大事になるじゃない！」

　二郎さんに怒ど鳴なられ、ぽこぽこぽこ、とユキヒメに叩たたかれる一郎さん。

　その光景をなんか賑にぎやかでいいなぁとほのぼの眺ながめていると、突とつ然ぜん、二郎さんが驚おどろいた声を発した。

「な、なんだあれは……！」

　鏡に映る二郎さんの視線は後ろへ向けられていて、僕はその視線を追いかけて後ろを振ふり向き驚きよう愕がくした。

　シュタンッ、シュタンッ、シュタンッと、何かが車の上を軽やかに次々と跳とび移り、こちらへ近づいてきていた。

　風になびく黒くろ髪かみに、はためくエプロンドレスのスカート。それは──

「メリアさん!?」

　──だった。

「な、なんだあいつ化け物かよ！」

　と、車のスピードを上げる二じ郎ろうさん。

　次々と他ほかの車を抜ぬいて猛もうスピードで進むのだが、それを超こえる速さでメリアさんは車を跳とび移っては近づいてくる。

　それからどんどんと近づいてくるメイドの姿に、車中は大混乱。「二郎もっと速く進めないのか！」「限界だよ兄あに者じや！」「ちょっと、白しら波なみさんがくるよぉお！」とかの騒さわぎの中、ついに僕ぼくたちが乗っている車の真上に、シュダンッという音が響ひびいた。

「…………」

　空気がなくなったかのように、車の中が静まり返る。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

　ぬぅっ

　と、フロントガラスに黒くろ髪かみの女性が逆さに顔を出してきた。

『ぎゃあああああああああああ──』

　と、車の中に叫さけび声が木霊こだまする中、顔を逆さにフロントガラスから覗のぞき込こんでくるメリアさんが口を開いた。

「……ハイパーメイドからは逃にげられませんよ」

　こ、こわいよ、メリアさん！　髪が風でフロントガラスに広がるように張り付いて、ちょっとしたホラーだよ！　ていうか……ハイパーメイドって……。

「っくそ、まさかこんなに早く追い付かれるとは……！」

　動どう揺ようから蛇だ行こうしたように進む車だったが、二郎さんは道の先に何かを見つけるとニヤリと笑った。

「だ、だが、俺おれたちの勝ちだ。目的地に着いた！」

　そのまま車は蛇行するように進み、ある広い空間──空き地に入って急停車した。

　その勢いで、ふわりと車から離はなれたメリアさんは、くるくると回転して地面に着地する。

　飛び出るように一いち郎ろうさんと二郎さんは車から降り、その兄弟に引っ張られるようにして僕とユキヒメも車から降りた。

「…………」

　向かい合う忍にん者じや兄弟とメリアさん。緊きん迫ぱくした空気がピリピリとする。

　そ、そういえば、特とく殊しゆ資格を持った人同士の戦いって初めて見るかもしれない……。

　沈ちん黙もくの空間を破ったのは、大男の二郎さんだった。

「メイド、俺たちに勝てないと、お坊ぼつちゃんがあられもない姿になるぜ！」

「……望むところです」

　いや、望んだらだめでしょ！

「一郎、二郎……なんで私を裏切ったの!?　なんでこんなことをするの……ぐすん」

　ユキヒメもなかなかの演技だ。

　それに一いち郎ろうさんは眼鏡めがねを押おし上げて言ってきた。

「ふん、前々から、お嬢じよう様さまの命令には嫌いや気けがさしていたんです」

「ちょっとそれ、本当なの!?」

「いや、あの……」

　真顔になるユキヒメに、一郎さんの手が震ふるえる。

　初しよっ端ぱなから演技バレそうだよ……！

「と、とりあえず、メイド、前は不意打ちで負けたが、次はそうはいかないぜ。俺おれたち忍にん者じや兄弟の真の実力を見せてやるぜ！」

　演技のほころびを搔かき消すように大声を出す二じ郎ろうさんは、一郎さんへ掛かけ声をかけた。

「行くぜ兄あに者じや！」

「ああそうだな、弟よ！」

　僕ぼくとユキヒメから離はなれ、メリアさんへ構える忍者兄弟は、どこに隠かくし持っていたのか、両手に何枚も手しゆ裏り剣けんを出現させていた。

　対するメリアさんはクールな表情のまま棒立ちで構える気配がない。

　それを挑ちよう発はつと捉とらえたのか、忍者兄弟はイラっとした顔をして、手裏剣を放った。猛もうスピードで迫せまる手裏剣に、しかしメリアさんは何の反応もしない。

　──あぶない！

　僕は目を覆おおいかけたが、手裏剣はメリアさんに当たる寸前に全すべて搔かき消えた。

「…………？」

　どこへ行ったのか見み渡わたせば、メリアさんの両手に飛んでいった手裏剣が全部握にぎられていた。

「あ、あの一いつ瞬しゆんで全て防いだのか……」

　驚おどろいた面おも持もちで眼鏡を押し上げる一郎さん。

「お返し致いたします」

　そう手を振ふるメリアさんから、手裏剣が散弾のように放たれ全て一郎さんへ襲おそい掛かる。

　咄とつ嗟さに身を防ぐ一郎さんを、手裏剣は猛スピードで掠かすめて行った。

「……っふ、素人しろうとの手裏剣など恐こわくはありませんね」

　手裏剣は掠るのみで一つも当たらず、一郎さんは眼鏡を掛け直して身の構えを解く……のだがその瞬間、ズボンが落ちて青あお縞じまのトランクスが露あらわになった。見れば、ベルトが切り裂さかれている……。手裏剣の一つがズボンのベルトを切り裂いていたみたいだ……。

「…………」

　しばらく無言でズボンと自分のトランクスを見つめていた一郎さんは、みるみると顔を青くしていき突とつ然ぜんバタリと倒たおれた。

「兄者ぁあああああ」

　と、その一いち郎ろうさんへ叫さけびながら駆かけ寄る二じ郎ろうさん。

　いや、ズボン落ちただけなのに、なんで!?

「くっ、兄あに者じやはナイーブなんだ。こんなところでパンツを露あらわにされた日には、一週間は立ち直れない！」

　いやいやいや、どんだけメンタル飴あめ細工でできてるんですか!?

　一郎さんをそっと地面に横たえた二郎さんは、鬼おにの形相で立ち上がった。

「おのれぇええ、メイドぉおお！　俺おれのとっておきを見せてやる！」

　そう言い放った二郎さんは、手で何か印のようなものを組み始めた。

　え、もしかして、忍にん術じゆつとかいうやつ!?

「秘技──影かげ分身の術！」

　マジで！　影分身とか魔ま法ほうと同じレベルだよ!?

　わくわくして待つのだが、しかし二郎さんになんの変化も訪れない。

　その代わり、空き地の入り口からたくさんの足音が聞こえてきて、振ふり返るとガタイのいいスーツ姿の男たちが大量にやってきていた。

「な、なんですか、アレ！」

　さすがに声を出して訊きくと、二郎さんは神しん妙みような顔で言ってきた。

「日当六千円で雇やとった俺の影分身であり、武ぶ闘とう派は集団だ」

　いやいやいやいや！

　よく見てみれば、印を組んだのかと思った二郎さんの手には携けい帯たいが握にぎられていた。

「よし、お前ら、かかれぇい！」

「「「「「おう！」」」」」

「いや、ちょっと！」

　そんな大男集団で女性一人に襲おそいかかるとか、絵え面づら的てきに最悪だよ！

　黒スーツに取り囲まれるエプロンドレスのメイドさんは、しかし動じることなく、むしろ涼すずしい顔だった。

「この光景にも眉まゆひとつ動かさないとは……一気に畳たたみかけろ！　我わが兵つわものどもよ！」

「「「「「おう！」」」」」

　いや、おう！　じゃないから！　抵てい抗こうないんですか、あんたたち！

　黒スーツの男たちは一いつ斉せいにメリアさんへ飛びかかり、一いつ瞬しゆんにして黒い山ができ上がる。のだが、次の瞬間にはまるで竜たつ巻まきが起きているかのように黒スーツの男たちが次々と吹ふき飛ばされていった。

「ど、どうした、お前ら！　戦え！　戦うんだ！」

　大男たちが軽々と吹っ飛んでいくその光景に、周りの黒スーツたちはざわざわし始めて、二郎さんの叱しつ咤たも虚むなしく皆みな後ずさっていく。

　男たちが引けていく中心にはやはりメリアさんが平然と立っており、先ほどよりも少し目が獰どう猛もうになっている気がした。

「そろそろ本気出しますよ……」

　メリアさんがそう言って、ギロリと男たちを見た瞬しゆん間かん──黒スーツの大男たちは跳とび上がってクモの子を散らしたように退散していった。

　弱い！　いや、メリアさんが強すぎるだけか……？　というか、武ぶ闘とう派は集団思ったよりも烏う合ごうの衆だね！

「くっ、バイトどもめ臆おくしおったか！」

　いや、武闘派集団（笑）を使う時点で、あんたが一番臆してるよ！

　嘆なげく二じ郎ろうさんへ、メリアさんは地面に転がっている黒スーツの男を摑つかんで放ほうり投げた。

　それに二郎さんは、

「──身代わりの術！」

　と、倒たおれていた一いち郎ろうさんを拾い上げて盾たてにする。

　ガツンと一郎さんの頭に大男の頭がぶつかる音が響ひびき、それからしばらくして、「うぅう……」と、一郎さんが目を覚ました。

「おい、二郎……私を身代わりの術に使いやがったな……！」「すまない兄あに者じや、つい……」「家帰ったら冷れい蔵ぞう庫こに隠かくしてあるムキムキワセリンプリン喰くうからな、覚えてろよ」「そんなことしたら兄者が集めてるチョコボルンの銀のエンゼル四枚捨てるぞ！」「ふざけんな！　お前あれ集めるのどんだけ大変か知ってんのか？　あと……あと一枚なんだぞ？」「ショボイんだよ、チョコ眼鏡めがね！」「んだと!?　筋肉バカが！」「ああ？」「ああ!?」

　な、なんか喧けん嘩か始めてるんですけど!?

　身代わりの術で、兄弟仲に亀き裂れつ入ってるんですけど!?

「ちょっと、何やってるの！」

　見み兼かねたようにユキヒメが叫さけぶと、忍にん者じや兄弟はハッとした顔をしてメリアさんへ向き直り、口を揃そろえて言ってきた。

「「茶番はここまでだ！」」

　いや、あんたらの存在が一番茶番だよ！　茶番以外の何ものでもないよ！

　僕ぼくは呆あきれながら傍かたわらに居るユキヒメに小声で尋たずねた。

「……ユキヒメ、なんなのあのエセ忍者兄弟」

「……う、うん。仕方ないのミカゲくん。忍者は元々隠おん密みつや密みつ偵てい行動がメインで、戦闘はおまけみたいなものだから……」

「……それにしてはいろいろと酷ひどくない？」

「……うん。だから忍者の特とく殊しゆ資格のことはあまり言いたくなかったの」

　そんなことを話している間に、忍者兄弟はメリアさんに言い放っていた。

「メイド、今から俺おれたち忍にん者じや兄弟の必殺技を見せてやるぜ！」

「弟よ、あの技をやるつもりなのか……」

「ああ、力を貸してくれ兄あに者じや。……実は、俺、銀のエンゼル一枚だけ持ってるんだ」

　持ってたのかよ！

「ふ、いいだろう。全力で手伝ってやる。……決して銀のエンゼルに釣つられたわけじゃないからな。これで『夢のカンヅメ』がもらえるぜやっほぉおおとか浮うかれてないからな」

　その二人にメリアさんも呆あきれているのか、ぼうっと突つっ立って、目の獰どう猛もうさも消えている。

　一いち郎ろうさんは眼鏡めがねを押おし上げると、呆ほうけているメリアさんへ何かの丸い固まりを手に何個も取り出して投げ放った。

「────？」

　その丸い固まりは、メリアさんの周りの地面にぶつかる。

　その瞬しゆん間かん──軽い衝しよう撃げき音おんと共に大量の煙えん幕まくを発生させた。メリアさんの姿が煙けむりに消える中、二じ郎ろうさんが手で何かの印を組み始める。

「必殺、かと──」

　え、火か遁とん!?　と、胸躍おどるワードにドキッとするのだが、二郎さんの手をよく見ると、印を組んでいるのではなくスイッチを握にぎっていた。

「加か藤とうさん印の──爆ばく弾だん点火の術！」

　誰だれだよ加藤さんって!?　全くもって忍にん術じゆつでもないその技に呆ぼう然ぜんとするのだが、二郎さんがスイッチを押した瞬間──

　猛もう烈れつな爆音と熱が発生した。……後ろから。

「え」

　と、その場の全員が振ふり返った。

　僕ぼくたちが乗ってきた車が吹ふっ飛んで炎ほのおを上げて大破していた。

　それから数瞬して、空き地のあっちこっちで爆発が起こり始める。

　爆音と黒煙と炎と熱に空き地が支配され、この加藤さん印の──爆弾点火とやらを目もく論ろんだ本人の二郎さんもなぜかテンパっていた。

「おい、バイトぉおお！　なんであっちこっちで爆発が起きてるんだぁあああ！」

　メリアさんに投げられた大男を揺ゆり起こす二郎さん。それに大男は目を覚ますのだが意識が朦もう朧ろうとしているらしく消え入りそうな声で言ってきた。

「爆弾を設置しろ……としか……言われてなかった……ので……空き地全部に敷しき詰つめました……俺たち……加藤の血を引く……ボン……バー……メン……買わなきゃハドゥスゥン」

「なんだとおおおお」

　加藤さんの血族出てきちゃったから！　その間にもあっちこっちで爆発が起こり続け、顔を見合わせる忍者兄弟は僕とユキヒメに振り向いてきた。

「「とりあえず、この場からお逃にげください！」」

「う、うん！　行こう、ユキヒメ」

　と、ユキヒメの手を引いて空き地から出ようとするのだけど、煙けむりで視界が悪くなっており、出口へ向かう道から爆ばく発はつが起きているため、行くことができない。それに、

「こわいよ、ミカゲくん……」

　と、ユキヒメが爆発に竦すくんでしまっており進むことができなかった。

　これは下手へたに動かない方がいいかもしれない……。

　そう思った瞬しゆん間かん、第六感に近いものを感じて、足元へ視線が向く。

「────!?」

　その地面にはうっすら爆弾のようなものが頭を出していた。

　──ヤバい。

　僕ぼくの意識がそう感じ取った瞬間、足元の爆弾からジジジという音が聞こえ始める。

「ユキヒメッ──！」

「ミカゲくん───」

　ユキヒメだけでも助けようと必死に突つき飛ばすのだが、しかし無情にも間に合わず地面が猛もう烈れつな熱と破は壊かい力りよくを発し僕たちを包み込こむ───

「────？」

　──しかし僕を襲おそったのはふわりとした感覚。爆音が遠くで聞こえる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　耳元にそんな聞き覚えのある凜りんとして平静な声が掛かけられ、目を開ける。映るのは空き地の外の景色に、気絶している武ぶ闘とう派は集団の山。振ふり返れば、メリアさんの磁じ器きのように白く、整った顔がそこにあった。

「メリアさん……」

　僕はメリアさんの片かた脇わきに抱だきかかえられており、もう片脇には未いまだに目を固く瞑つぶっているユキヒメが抱かかえられている。

　それから遅おくれて、固く閉じていた目を開けるユキヒメは、「……え？」と、しばらく周りをキョロキョロして自分の状じよう況きようを理解する顔をしていた。

　そっと地面に降ろされ、立ち上がった僕はその鉄人メイドにお礼を言った。

「メリアさん、助けてくれてありがとう。よくあの一瞬で間に合ったね……」

「気絶している黒スーツたちを安全なところへ移動させるのに時間が掛かって、ギリギリになってしまいました……申し訳ありません……」

「いや、そんな、謝あやまる必要なんて全然ないよ」

　というかあの間に武闘派集団も助けてるとかどんだけ超ちよう人じんなんですか……。絶対喧けん嘩か売らないでおこう……。

「あの……白しら波なみさん……」

　メリアさんに降ろされて立ち上がったユキヒメは、バツの悪そうな……照れているような……そんな複雑な顔をして口を開いた。

「……ありがとう」

「いえ、お気になさらず」

　メリアさんがほんの少し嬉うれしそうな顔をしたのは……気のせいではないと思う。

「さて──」

　その顔を振ふり払はらうように、空き地へ振り返るメリアさん。

　空き地の爆ばく発はつはすでに落ち着いており、粉ふん塵じんと煙けむりが舞まう中、煤すすだらけになった忍にん者じや兄弟が呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

「お二人に申しておきたいことがあります」

　そう言いながらメリアさんが空き地に足を踏ふみ入れると、忍者兄弟はハッと青ざめた顔をしてブルブルと震ふるえ始めた。こちらからではメリアさんの後ろ姿しか見えないんだけど、どんな顔をしているのだろうか……。ただその背中から相当の殺気をビンビンに感じた。

　ゆっくりと歩を進めながらメリアさんは喋しやべり始める。

「お二人が、ミカゲ様や姫ひめノ宮みや様に危害を加えないことは分かっておりましたので、適当に付き合っておりましたが……これは、あまりにも思し慮りよが足りないと思いませんか？」

「「も、申し訳ございません」」

　忍者兄弟は背せ筋すじをピンと伸のばしてガクガク震えている。

「お二人が私の本気を御ご所しよ望もうされているということでしたら、いいですよ。今から見せてあげますね」

「「────」」

　顔を青くさせて後ずさる忍者兄弟に、両手を構えたメリアさんはさらりと言った。

「じゃあ、一いち郎ろうさん、二じ郎ろうさん──歯を食いしばってください」




　　　　＊＊＊




「ミカゲくん、白波さん……今日はありがとう……それから迷めい惑わくをかけてごめんなさい」

　陽ひが暮れかかった空の下、屋や敷しきの門の前で帰る支し度たくをしたユキヒメがぺこりと頭を下げてきた。あの騒そう動どうの後、屋敷に戻もどってユキヒメと軽く食事をしたり会話をしたりして過ごしたらこんな時間になっていた。……ちなみに忍者兄弟はその間、ズタズタのボッコボコの状態でずっと直立不動だった。今もユキヒメが乗ってきた高級車の横で直立不動だし。

　ユキヒメは、そんな忍者兄弟へ振り向いて言った。

「一郎、あれ取って」

「ハッ、かしこまりました、お嬢じよう様さま！」

　テキパキとした動きで、車から雑誌サイズの写真集を取り出してくる一いち郎ろうさん。それは僕ぼくの写真集「ミカゲ密着二十四時」で、一郎さんはユキヒメにそれを渡わたすとサササッと身を引いて直立不動に戻もどった。

　ユキヒメは、その写真集を名残なごり惜おしそうに見つめると、メリアさんに差し出した。

「白しら波なみさん、これあげる」

「………………ありがとうございます」

　しばらく間があったものの、ユキヒメから写真集を受け取るメリアさん。

　いつもの無表情で写真集の表紙を眺ながめるメリアさんは、ぺらぺらとめくり始めた。

　──やめてぇえええ。

　横で次々と開かれていく写真の数々にグロッキーになりながらも、僕はユキヒメに尋たずねた。

「そ、そういえば、全国発売は中止だよね？」

「うん。残念だけど……約束だったし」

　よしッ！　よしッ！

　心の中で全力のガッツポーズをする僕。

　その僕と、ぺらぺらと表情なく写真集をめくり続けるメリアさんを見ていたユキヒメは、小さく微笑ほほえんできた。

「……ミカゲくんが、最近どうして笑顔になったのか分かった気がする……」

「笑顔？」

　首を傾かしげる僕に、ユキヒメは懐ふところから写真を取り出すと見つめて言った。

「何かに悩なやんでいたミカゲくんを……こんな笑顔にするなんて……私にはできなかった」

　ユキヒメが見つめている写真を覗のぞき込こむと、それは第一回戦で使われた僕の笑顔の写真だった。

　しばらくその写真を見続けるユキヒメは顔を上げると、メリアさんに尋ねてきた。

「白波さん、あなた何者なの？」

　それに黒くろ髪かみのメイドさんはめくっていた写真集を閉じてから、ユキヒメを見つめて静かに答えていた。

「私は、ただのメイドです」

「……そう」

　少し物足りない顔をして頷うなずくユキヒメは、大きく息を吸い込むと……振ふり返って直立不動の忍にん者じや兄弟に声を掛かけた。

「一郎、二じ郎ろう、帰るわよ！」

「「ハッ、お嬢様！」」

　恭うやうやしく後部座席のドアを開け、ユキヒメを車へ招き入れる忍者兄弟。

　ユキヒメが乗り込こんだのを確認すると、二人揃そろって僕ぼくに頭を下げてきた。

「「暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん、お疲つかれさまでしたぁ！」」

「お、お疲れ様です……」

　それから、忍にん者じや兄弟はメリアさんへ向くと同じく二人揃って頭を下げた。

「「姉あね御ご、お疲れさまでしたぁ！」」

「あ、姉御…………？」

　メリアさんを見ると嫌いやそうにピクッと眉まゆを動かしていた。

　忍者兄弟が車に乗り込むと、車窓を開けてユキヒメが顔を出してきた。

「私……白しら波なみさんに負けないからっ！」

　それだけ言うとユキヒメは顔を引っ込めて車窓を閉めてしまう。それから数秒後に車が発進し、どんどんと遠ざかり角を曲がって見えなくなった。

「負けないからって、また執しつ事じを使って勝負しにくるのかな……」

　そう僕が言うとメリアさんは何かすごく憐あわれなものを見るような目で言ってきた。

「……ミカゲ様は、ゾンビ並みに鈍にぶいですね」

「え、どういうこと!?」

　思わぬ発言に目を丸くする僕に、メリアさんは溜ため息いきを吐ついて屋や敷しきへ戻もどっていく。

　ゾンビだって鋭するどい時は鋭いんだよ！　最近は走る奴やつだっているんだよ！　と、その背中に言いながら追いかけていると、メリアさんはふと何かを思い出したように振ふり返ってきた。

「ああ、そうでした。ミカゲ様」

「な、なに？」

「今日のことで『落ち着いて行動する』という大切さが分かりましたか？」

「え……」

　今日のメリアさんの行動がふと思い返される。どんなことが起こっても慌あわてず超ちよう人じん的てきな活かつ躍やくをしていたメリアさん……。

　それからその記き憶おくと同時に、忍者兄弟の姿も思い返された。慌てふためき時には兄弟喧げん嘩かをして墓穴を掘ほりまくった忍者兄弟……。

「うん、なんかすごく分かったよ……」

　頷うなずく僕にメリアさんはほんの少し優やさしい顔をしてくる。

　その顔は夕ゆう陽ひに照らされてとても綺き麗れいに見えた。

「夕食にしましょうか、ミカゲ様」

「うん」

　屋敷へすたすた戻っていくメリアさんの背中を追いかけて、僕は屋敷へ戻ったのだった。










　　第四話　　ランニング魔王




　その日の朝、僕ぼくを起こしたのは一つの携けい帯たいの電話だった。

　ディスプレイに表示されている名前に僕は、焦あせりと不安と気だるい気持ちで電話に出た。

「はい……もしもし……」

「────」

「……はい……大だい丈じよう夫ぶです……」

「────」

「はい……分かってます……兄さんみたいになれるよう……頑がん張ばります……」

　一方的に電話が切れる。

　その電話は暗あん上じよう院いん家の当主──父からのもので、その内容は簡単にいえば、「勉強はしっかりやっているのか？」という確認と「兄のようになれ、私を失望させるな」といういつもの言葉だった。

　心配するのは勉強のことだけ。「お前は暗上院家の落ちこぼれなんだから、しっかりしろ……」「私を失望させるな」……家で言われ続けてきたその言葉は、僕の心を曇くもり空のように、どんよりとさせるには十分だった。

　……言われなくたって分かってるんだ…………頑張らないと……。

「…………」

　時間を確認して、学園へ行く準備を始める。

　それから部屋を出て階段を下り、一階へ行くとメリアさんと出会った。

「おはようございます、ミカゲ様」

「おはよう、メリアさん……」

「……どうされました？」

「いや、なんでもないよ」

　そう首を振ふって食しよく卓たくへ向かい、メリアさんの用意してくれた朝食を食べる。考え事をしながら食べているといつの間にかにユキヒメが迎むかえに来る時間になっており、僕は慌あわてて屋や敷しきを出たのだった。




　　　　＊＊＊




　僕の通う学園は、やっぱりとてもヘンテコだった。




「今日は短たん距きよ離り走そうと、長距離走のタイムを測ります」




　体育の時間だ。

「まずは短たん距きよ離りの五十メートルを走ってもらいます」

　空は晴天。日差しが降り注ぐ学園のグラウンドで、先生はいつもと同じように黒いフードマントを頭からすっぽり被かぶっていて、すごく暑そうだった。

　魔ま王おう学園では生徒数は多くないので、体育は男女合同。グラウンドに僕ぼくを含ふくめてクラス全員体操服姿で座っていた。

「ちなみに、ストップウォッチはこれを使用します」

　と言う先生は、マントの中から自じ慢まんげに白いドクロを取り出してきた。

「これは頭を押おすと、口からスタートを告げるおどろおどろしい声と一いつ緒しよに、落ちくぼんだ目の中で数字がカウントされるという優すぐれ物なんです」

「先生、ドクロである意味はあるんですか？」

　と、生徒の中から質問があがる。

　それに先生はすぐに首を横に振ふった。

「いえ、特に意味はないです。強しいて言えば、小物を使った小手先の魔王ものアピールぐらいですかね」

　小手先も何も全然アピールになってないですよ！　むしろ陳ちん腐ぷになってますよ！

　そんな抗こう議ぎの目を向けるが、先生はコホンと咳せき払ばらいをすると、

「じゃあ、まず初めに走ってもらうのは……」

　と、僕たちをフードの中から見み渡わたし始めた。

　それに慌あわてて視線を逸そらしてしまう僕。

　ちょっと不自然過ぎたかな……と、先生をチラリと見ると、フードの中の視線が僕をロックオンしていた。当てられる……そう覚かく悟ごするのだけど、先生の視線ロックオンは僕の後ろに居る違ちがう生徒へ飛んでいった。

「えーじゃあ最初は、隼はやぶさ君に走ってもらいましょうか」

　……隼くん？

「任せてください、先生。俺おれっち、走るのは超ちよう得意なんすよ」

　まだクラスメイトの名前や顔がうろ覚えで、誰だれだったっけと振り返る。隼と呼ばれた男子生徒は前まえ髪がみがオールバック、後ろ髪は後ろへ尖とがっているという奇き抜ばつな髪型の生徒だった。隼くんは立ち上がると、髪の毛をさらに後ろへ手ぐしで流していた。

　僕の視線を感じ取ってか、隼くんは得意げに説明してきた。

「この髪型は風の抵てい抗こうを考えてセットしているんだぜ」

「そ、そうなんだ……」

　つい頷うなずいてしまったけど……それ絶対意味ないよね……。

「先生、俺おれっちどこから走ればいいんすか？」

「向こうにラインを引いているので、そこからこちらへ走って来てください」

「了りよう解かいっす」

　隼はやぶさくんは、ノリノリでスタートラインへ向かっていく。その間も足をパンパン叩たたいたり、腿ももを上げたり、ちょっと軽く走ってみたりと、世界陸上のスプリンターばりの準備体操をしながら向かっていった。

　それからスタートラインに着いた隼くんは、立ったままの普ふ通つうの構えではなく、両手を地に突ついて構えるクラウチングスタートの姿勢で先生のスタートの合図を待っていた。

　隼くん……ガチだ……。

「いきますよー」

　と先生が大声を上げながら手を振ふる。

　そして、ドクロの頭を押おした瞬しゆん間かん──

『すたぁーどぉぉぉ！』

　という低くて耳みみ障ざわりな声がドクロの口から発せられた。なんちゅうアイテムだ！

　しかし隼くんはさすがに集中しているだけあり、ドクロから「す」が発せられた時点で走り始めていた。でも、それ激しくフライングだから！

　ただ、走るスピードはさすがにスプリンターばりの準備体操をしていただけあって凄すごく速い。

　あっという間に五十メートルを走り切り、ゴールしていた。

「先生、どうっすか！」

　嬉き々きとして尋たずねる隼くん。

　先生はドクロの目を見つめて言った。

「あー、十点ですね」

　その先生の言葉に、隼くんはもちろん僕ぼくも目を丸くした。

「それは十点中、十点ですかっ？」

「いえ、百点中、十点ですよ」

「何でっすか!?　ていうかタイム測ってたんじゃないっすか」

　抗こう議ぎする隼くん。気持ちは分かるよ！

「いえ、短たん距きよ離り走そうのタイムは測ってませんよ」

「じゃあなんでドクロのストップウォッチ持っているんすか……」

「先生、最近十秒ジャストに時計を止める遊びにハマっていまして、それをやっていたんです」

「何遊んでるんすか!?　紛まぎらわしいにも程ほどがあるっすよ!?」

「まあ、普通に速く走っただけでは良い点数はあげられませんね」

　うわー隼くん落ち込こんでるよ。落ち込むのも仕方ないよね。アイデンティティーを否定されたようなもんだものね。

　とぼとぼと歩いて座り込こむ隼はやぶさくんを見送った先生は、生徒たちを見み渡わたしてから今度こそ僕ぼくへ視線をロックオンしてきた。

「じゃあ、次は、暗あん上じよう院いん君お願いします」

「は、はい……」

　立ち上がって、スタートラインへ向かう僕。

　頭の中で必死にどうすればいいか考えていた。

　隼くんには失礼だけど、あの失敗のお陰かげで同じ轍てつを踏ふまずに済む。

　これは速く走っただけではダメなんだ……。

　けれど、どうしたらいいんだ……？

　考えているうちにスタートラインに着いてしまう。

「…………」

　そうだ。ここは魔ま王おう学園なんだ。全すべてにおいて求められるのは魔王らしさ……。

　魔王らしく……走る……。魔王らしく……魔王らしく……。

　僕の頭に、威い厳げんがあって強そうな魔王の姿が浮うかび上がる。そして、その走る姿を思い浮かべる……が、どうしても走る姿がイメージできない。魔王って走るの……？　ていうか、そもそも魔王ってなんだっけ？　というゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしながらも、漠ばく然ぜんと浮かんだのは走るというより優ゆう雅がに歩く姿だった。

「いいですかー」

　と先生の声が聞こえて、僕は慌あわててスタートラインで構えた。

　ただ走るだけじゃダメだし、ちょっと不安だけどやってみるしかない……。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　というドクロの声が聞こえて、僕は走る──のではなく、歩き出した。

　そうだ醸かもし出すのは優雅さだ。

　足をクロスさせるように歩いてみたり……恥はずかしい──髪かみをなびかせてみたり……恥ずかしい──たまにニコリと笑ったり……なにやってんだ僕…………。

　短いようで長い五十メートルがようやく終わる。

　ゴールラインを割って、先生と、クラスメイトたちに視線を向けるのだが、

「…………」

　とてつもなく静かだった。

　あ、あれ、なんでスベったみたいな空気になってんの!?　なんでみんな白い目で見てるの!?　ユキヒメだけは唯ゆい一いつすごく温かい目で見てくれているけれども。

「あの、先生？」

「ああ、すみません……あまりにも痛々しかったので。よく最後までやりきれましたね」

「なんか無む性しように自分を闇やみへ葬ほうむり去りたくなったんですが……どっかに闇落ちてないですかね」

「暗あん上じよう院いん君、一つアドバイスするとああいうのは恥はずかしがったら負けなんです。見てる側も恥ずかしくなるんですよ……まあ、やりきった努力に免めんじて二十点ですね」

「……は、はい」

　点数がゼロとか一ケタじゃないことに少し安あん堵どしつつも、僕ぼくはいろんな意味でダメージを受けて、意気消しよう沈ちんしながらさっき座っていたところまで戻もどる。

　先生は、僕が座るのを確認すると生徒たちを見み渡わたして次に走る人を指名した。

「じゃあ、次は成なる我が君お願いします」

「オーケイ！」

　成我と呼ばれた生徒は金きん髪ぱつの前まえ髪がみを搔かき上げて立ち上がる。ふと違い和わ感かんに気付いてよく見てみると、片手には赤あか紫むらさきの液体が入ったワイングラスを持っていた。

　いや──体育の授業でなんでワイングラス持ってんの!?

　ワイングラスの中の液体を回しながら、スタートラインへ歩いていく成我くん。

　それからスタートラインへ成我くんが着くのを確認すると、先生は「いいですかー」と確認を取ってからドクロの頭を押おした。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　ドクロの合図でスタートラインから進み始める成我くん。

　しかし成我くんは走るわけではなく、僕と同じく歩いていた。

「ハハハハハハハ」

　と高笑いして、髪をなびかせ、ウインク、クロス気味のウォークはもちろん、時折ターンしながらキメ顔までしてきた。うわーウザい。ていうか、どこのファッションショーだよ！　とツッコムけどさっき自分も似たようなことをやっていたことを思い出してさらにヘコんだ。

　そんな中、ようやくゴールした成我くんに、先生は頷うなずきながら言ってきた。

「六十点ですね」

「六十点!?」

　その点数に僕はつい声を出していた。

「基本的に僕と同じだったじゃないですか！　なんであれが三倍にもなるんですか!?」

「暗上院君、コースを見てみてください」

「ん？」

　と、五十メートルのコースを見てみると、赤いバラの花びらが大量に落ちていた。

「成我君は、あの走りをしながらこっそりバラを撒まいていたのです。そういう小さな気配りの差ですね」

　小さな気配りという割には、点数の差めちゃくちゃ大きいけど!?　しかも花びらが風で飛散してグラウンドがえらいことになってるよ！　掃そう除じ大変だよ！　と思うが、これ以上抗こう議ぎしても周りの視線を集中させてしまうだけなので僕は、うぬぬ……と悔くやしい想おもいを抑おさえて黙だまり込こむ。

　得意げにワイングラスの中の液体を揺ゆり回す成なる我がくんに、先生はふと真ま面じ目めな声で尋たずねていた。

「成我君、……もしかしてその中身は、お酒じゃないでしょうね」

「もちろん、ぶどうビネガーさ♪　ボクが酔ようのはボク自身の美しさだ・け・な・の・さ♪」

　な、なんだろうこの寒気……。ビネガーって酢すだったっけ!?　あいつ、ワイングラスの中に、ぶどうのお酢入れてたの!?　奇き行こうを通りこして芸術と化しつつあるよ。

「そうですか……先生も美容のために飲みたいものです……」

　と、物もの欲ほしそうにしていた先生は、成我くんが座るのを確認すると次に当てる生徒を探すために視線をさ迷わせた。

　それから他ほかの生徒たちの短たん距きよ離り走そうは続き、いつもの授業の光景が繰くり広げられる。

　例えば、赤あか髪がみのツンツンヘアーで番長オーラが溢あふれる赤あか柳やなぎくん。

「赤柳君、お願いします」

　と、先生に当てられた赤柳くんはスタートラインへ向かうと鋭するどい眼光を湛たたえて仁に王おう立だちしていた。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　スタートを告げるドクロの頭を先生が押おした瞬しゆん間かんだった──

　グラウンドにどこからともなく人が現れて赤柳くんのもとへ向かっていく。その人は黒くろ子このような服装で頭には茶色い紙袋を被かぶっていた。よく見れば袋に「子分Ａ」と書かれている。

　その子分Ａは赤柳くんの元に辿たどり着くと、ひざまずいてから、グラウンドの外に何やら合図を送った。すると、またも同じ服装で紙袋を被った人がグラウンドへ入ってくる。ちなみにその紙袋には「子分Ｂ」と書かれていた。それから子分Ｂは赤柳くんにひざまずくと、グラウンドの外に合図を送る。すると、今度は「子分Ｃ」が現れて、さらに子分Ｃは「子分Ｄ」を呼んだ。

　現れる子分Ｄは神輿みこし台だいのようなものを持って来ており、子分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄはその台に赤柳くんを座らせると、神輿のように担かついでわっせわっせとゴールまで運び始めた。

　それからゴール間ま際ぎわまで来ると、子分たちは赤柳神輿を地面へそっと下ろす。

「…………」

　神輿から降り立った赤柳くんは悠ゆう然ぜんと数歩歩きゴールしたのだった。子分たちは赤柳くんがゴールすると、お互いに目配せしてその場からどこかへ去っていった。

「…………」

　あまりの光景にみんな無言だ。

　どうだと言わんばかりに睨にらむ赤柳くんに、先生はコクコクと頷うなずいていた。

「さすがですね、赤柳君……九十点です！」

　いやいやいやいやいや……！

　なんなのさっきの子分たち!?　赤柳くん結局五十メートル走、数歩しか歩いてないよ!?　ツッコミどころが多すぎて対処できないんだけど！

　その心の声が聞こえたのか、赤あか柳やなぎくんは僕ぼくに振ふり返りギロリと睨にらみつけてくるので、急いで風景に溶け込こんだ。……なんでいつも睨んでくるんだろう。

　それからユキヒメ。

　先生に当てられ、スタート位置に着くユキヒメの体操服姿は、昔から同じ学校に通っていたので特に珍めずらしくはないのだけれど、その時に比べて、ほんの少し身体からだ付きが女子らしく成長している気がした。まあほとんど昔と変わらないんだけどね。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　というドクロの合図で走り始めるユキヒメは、目をつぶって必死だった。でも遅おそい……一生懸けん命めいさは伝わってくるけど、完全に顎あごが上がっていてすごく遅かった。

　そういえば、ユキヒメって昔からあまり運動は得意じゃなかったんだよね。大だい丈じよう夫ぶかな……。

　という心配は的中して、ユキヒメはゴール間ま際ぎわで思い切りコケていた。

「大丈夫ですか、姫ひめノ宮みやさん？」

　と声を掛かける先生に、ユキヒメは涙なみだ目めで起き上がり、今にも泣き出しそうな声で言っていた。

「暗あん上じよう院いんくんのこと考えながら走って、暗上院くんのところへ……早く戻もどりたくて……ぐすん」

「そうなんですか……先生……ちょっとその一いち途ずさに感動しちゃいました、七十点！」

　いやちょっと待ってよ！　僕もなぜかちょっと嬉うれしかったりしたんだけどさ！　それでそんな良い点数あげちゃうんですか!?

　あ、あれ、なんか生徒たちの間で拍はく手しゆが起き始めたんだけど……！

　それから次に、多た々だ野のさん。

「じゃあ、次は多々野さんお願いします──」

　その先生の呼びかけに僕は、そういえば多々野さんここに居たっけ？　と周りを見み渡わたす。しばらく探しても居なくて、ふとスタートラインへ目を向ければ顔色が悪く目が虚うつろな多々野さんはスタート位置にぼーっと立っていた。い、いつの間に……。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　ドクロの合図が鳴るのだが、しかし多々野さんはスタート位置から微び動どうだにしない。

　遠くから見ているとその生気のなさから、案山子かかしか、何かの彫ちよう像ぞうに見えてくる……。

　あれ、本当に生きているんだろうか？　ただのしかばね、じゃないよね……。

　あまりにも多々野さんは動かないので、先生が声を掛けていた。

「多々野さん、スタートですよ！　多々野し──」

　し!?

　咄とつ嗟さに先生の言葉に耳を立てる僕だが、「し」の後、突とつ風ぷうが吹ふいて聞こえなかった。

　先生もう一回言って！　と思うのだけど、先生は何かに納なつ得とくしたように頷うなずいていた。

「なるほど、魔ま王おうは動かない、ということですか……六十点ですね」

　な、なにが「なるほど」なんですか!?　確かに、あの娘こ、山のように──いや古こ墳ふんのように動かないけども！

　先生へそんな異議ありまくりな視線を送る僕ぼくだったけど、ふと、多た々だ野のさんが立っているスタートラインへ目を向けると、

「────？」

　さっきまでそこに立っていた多々野さんはそこに居なくて、いつの間にか生徒たちの間に紛まぎれ、虚うつろな目で静かに座っていた。……や、やばいわ……多々野さん、謎なぞすぎる……。

　そんでもって次に、仲なか弐にさん。

　仲弐さんは先生に当てられると額を押おさえて意気揚よう々ようと立ち上がっていた。

「ふふふ、どうやら我わが走りをみなに披ひ露ろうする時が来てしまったようだな……ふふふ」

　なんだかとてもハイテンションだった。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　というドクロの合図で仲弐さんは、「ハァァァァァ」と額に描えがかれた第三の目（少女漫まん画が風ふう）を解放し走り出すのだが、真まっ直すぐには進まず、

「とりゃああ！　喰くらえ我が邪じや気き竜りゆう掌しよう底てい波は、ズガガン！　ドュグシ！　ドュグシ！　グハッ！　まさかまだそんな力を残していたとは、さすが闇やみに魅み入いられた暗黒騎き士しの一人……しかし、私にはまだこの第三の目があるのだよふははははははは……！」

　と一人妄もう想そう格かく闘とうを始めていた。

　……なんか楽しそう。セルフ効果音とか懐なつかしい……。

　それからたっぷり三分間、仲弐さんの一人妄想格闘は続き、ようやくゴールした。

「はぁはぁ……先生、勇者…………倒たおしてきました」

「ああ、さっきのは勇者と戦っていたんですね……まあいいでしょう、五十点です」

　コクコクと頷うなずく先生。

　いや……「さすが闇に魅入られた暗黒騎士の一人」って言いきってたよね……。

　僕は今日も相も変わらず繰くり広げられる授業に頭を抱かかえたのだった。
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「それでは、次は長ちよう距きよ離り走そうです」

　全員が走り終え、そう宣言する先生。

　しかし、先生は照っている太陽を見上げて、フードマントの胸元を摑つかんでバタバタと空気を送る仕草をすると言ってきた。

「その前に少し休きゆう憩けいにしましょうか。先生はもう暑くてたまりません」

　……そりゃ、そんな服着てたらそうでしょうよ……。

「次の長ちよう距きよ離り走そうは、タイムもしっかり測りますので、皆みなさん頑がん張ばってくださいね……」

　そう言うと先生は校舎へ入っていった。

　それにクラスの皆は大きく伸のびをしたり、会話をしたりし始める。

　僕ぼくもユキヒメと適当に会話をして時間を潰つぶそうかと考えたけれど、ユキヒメはクラスの女生徒数人と会話をしていたので、僕はトイレへ行くことにした。……べ、別に誰だれも喋しやべる相手が居ないからとかそんなんじゃないからね！

「…………」

　グラウンドから少し離はなれたトイレへ向かい、用を済まし、手を洗いながら鏡を見つめる。

　自分の顔と睨にらめっこしていると、ふと、朝の父からの電話を思い出した。

「……頑張らないとな」

　そう鏡の自分に言い聞かせてから、トイレを出た。

　どうしたらいいだろうか……。

　グラウンドへ向かう道すがら、僕は次の長距離走の対策を考えていた。

　さっきみたいな優ゆう雅が路線……？

　でも次はタイムも測るって言っていたし、そもそも短距離でもあの点数だったし……。

　そんなことをぐにゃぐにゃ考えていると、突とつ然ぜん、肩かたをポンポンと叩たたかれる。

「────!?」

　ハッと振ふり返ると、自分のほっぺに誰かの指が食い込こんだ。




「ミカゲ様は油断しすぎです。本当にスライムレベルのアンポンタンですね！」




　それはもうすっかり聞き慣れた凜りんとして平静な声。

「メリアさん!?」

　僕のほっぺに指を喰くい込ませているのは、エプロンドレスを着た女性──メリアさんだった。

　その艶つややかな黒くろ髪かみや、端たん整せいでいて表情の薄うすい顔は紛まぎれもなく自分の家のメイドだった。

「ど、どうしてここに？」

「お弁当をお忘れになられておりましたので、届けに参りました」

　布に包んだ箱を見せてくるメリアさん。

「あ、忘れてた……。ごめん、わざわざ持ってきてくれたんだ。ありがとう」

　朝慌あわてて家を出たもんな……。

「いえ、それよりも先ほどから授業の様子を見ておりましたが……ミカゲ様の走りは相当に酷ひどいですね。優雅さの欠片かけらもなかったです」

「傷に塩を塗ぬらないでよ……というか、僕のほっぺから指退どけてくれないかな……なんかイラっとするんだけど」

「申し訳ありません。スライムの感かん触しよくだったのでつい……」

　スライム触さわったことあるの？　僕ぼくのほっぺから指を離はなしたメリアさんは尋たずねてきた。

「次は長ちよう距きよ離り走そうとのことですが、ミカゲ様はどのように走られるのですか？」

「うーん、それが分からなくて……。優ゆう雅がに走るってどんな感じだろうって悩なやんでたんだ」

「なるほど」

　と、頷うなずくメリアさんは、静かに言ってきた。




「ミカゲ様。確かに魔ま王おうとしての余よ裕ゆうや優雅さは大切ですが、時には見み栄えも恥はじもプライドも全すべて取っ払ぱらって、走ることも大切ではないでしょうか」




「全て取っ払って？」

　そう僕が首を傾かしげた時だった。

「おや、おやおや」

　そんな声が耳に入ってきて振ふり返る。

「部外者が学園内に入ってきていいのかな？」

　そう言ってくるのは、ぶどうビネガーの入ったワイングラスを持った金きん髪ぱつの男子生徒──成なる我がくんだった。ていうか、いつまでワイングラス持っているんだろう……。

「学園からの許可は得ております」

　近づいてきた成我くんに、メリアさんは目礼をして言う。

　その瞬しゆん間かん──

「くは──!?」

　と、成我くんから何か息が詰つまる声が聞こえてきた。

　見ると成我くんは目を大きく見開いてメリアさんを見ていた。

「……なんと美しい」

「え」

　まさかの言葉に声が漏もれてしまう。

「恐きよう縮しゆくでございます」

　と、言うメリアさんに、成我くんはいつも以上に気取った足取りで近づいてきた。

「君の名前を教えてくれるかい？　──おっと、まず人の名を聞くときは自分からだった」

　金髪の前まえ髪がみを搔かき上げて成我くんは勝手に名乗ってきた。

「ボクの名前は、成我ルイ。成我コーポレーションの御おん曹ぞう司しさ！　キラリ！」

　自分の口でキラリって言ってるんだけど！　白い歯をのぞかせて、ワイングラス揺ゆすってるんだけど！

「私は、白しら波なみメリアと申します。暗あん上じよう院いん家のメイドをしております」

「暗あん上じよう院いん？」

　と、首を傾かしげる成なる我がくん。

　完全に僕ぼくの存在忘れてやがる……。

　溜ため息いきを吐つきながら、僕は指を自分へ差してアピールした。

「ああぁ……君のことか。それはいいとしてメリアさんは、どんな用でここに来たのかな？」

「暗上院ミカゲ様に、お弁当を届けに参りました」

　手に持っていたお弁当の袋ふくろを見せて説明するメリアさん。

　それに成我くんは、

「お弁当？」

　とギラギラとした目でその袋を見つめていた。

「それは手作りかい？」

　その質問に、メリアさんがこくっと頷うなずくと成我くんは突とつ然ぜん、僕を見て指差してきた。

「ふっふっふ、そのお弁当を賭かけて勝負しようじゃないか！　暗あん礁しよう域いきくん」

「暗礁域じゃなくて、暗上院だよ！　ていうか、お弁当を賭けた勝負ってなに……？」

「誰だれがメリアさんのお弁当に相応ふさわしい男か決める勝負さ。勝負の内容は、そうだな……どっちが次の長ちよう距きよ離り走そうで良い評価が得られるか、にしないかい？」

「いや……あの……」

「もしかして、自信がないのかい？　まあそうだろうね、ボクに勝てる男は居ないからねぇ。じゃあ、メリアさんのお弁当はボクに相応しいということで貰もらっていくよ」

「ちょっと待った」

　お弁当の袋に手を出そうとしていた成我くんを、僕は止めた。

「分かった、勝負するよ」

　なんでだろうか。

　ほんの少しムカッとした。

　その僕に成我くんは笑うとズビシッと指差してきた。

「っふ、いいだろう。勝負だ、ベッドインくん！」

「ふ～じこちゃ～ん────って、ベッドインじゃないよ、僕は暗上院だよ！」

「……？　な、なんだい、さっきの、ふ～じこちゃ～んって……？」

　顔をしかめる成我くんに、メリアさんも眉まゆをひそめていた。

「ミカゲ様、あまりモノマネは上手うまくないようですね」

「う、うん……。ごめん……」

　気持ちが高まり変なノリツッコミをしてしまった……。上手く真似まねできたと思っただけに密ひそかに負った心のダメージは大きかった。恥はずかしい。

　顔を手で覆おおっていると、成我くんは鼻で笑ってから言ってきた。

「ふん、まあとりあえず、そのお弁当は必ず取り返すぞルパ～～～ン！」

「って僕ぼくのノリツッコミ全力で伝わってるじゃん！　ちなみに、暗あん上じよう院いんだから！」

　成なる我がくんはワイングラスを揺ゆらし、不敵に笑いながら去っていく。成我くんが向かった先が、グラウンドではなく校舎だということにはこの時の僕は気付かなかった。

「いいのですか、ミカゲ様。私がお断りすればそれで終わっておりましたのに」

「なんでだろうね……。僕もよく分かんないけど、なんかメリアさんのお弁当を渡わたしたくないというか、そんな気がしたというか？」

　自分でもなんで成我くんに反はん抗こうしたのかよく分からず首を傾かしげるのだけど、メリアさんはその僕に少し優やさしく言ってくるのだった。

「……ありがとうございます、ミカゲ様」

「う、うん……」

　頷うなずく僕だけど、しかし、冷静に考えてみれば依い然ぜんとしてどう長ちよう距きよ離りを走ればいいのか分からないままだ。メリアさんにさっき僕が首を傾げた、全て取っ払ぱらって、という言葉の意味を尋たずね直そうとした時、グラウンドから先生の集合の声が聞こえてきてしまった。

　僕は一度溜ため息いきを吐ついて、メリアさんに、じゃあ行ってくるね、と声を掛かけてグラウンドへ戻もどる。

　そういうことで僕と成我くんの、メリアさんのお弁当を賭かけたバトルが始まったのだった。
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「えー、皆みなさん集まってくださーい！　先生、良い感じに冷えましたので長距離走を始めたいと思います！」

　校舎からようやく戻ってきた先生のその呼び声に、僕を含ふくめ散り散りになっていた生徒たちは集まってきていた。

「長距離は基本、男子は千五百メートル、女子は千メートルなのですが、魔ま王おうに男も女も関係ありませんので、皆千五百メートル走ってください。決して、先生が男女で距離を分けるのが面めん倒どう臭くさいからとか、そういうわけじゃありませんので！」

　女生徒から不満の声が漏もれてくる。ユキヒメとか、この世の終わりみたいな顔してるし……。

　宥なだめる先生はふとキョロキョロと周りを見始めた。

「あれ、成我君が帰ってきていませんが、誰だれか見ませんでしたか？」

「…………？」

　生徒たちもキョロキョロし始め、僕も周りを見る。てっきり居ると思っていたのだけど、確かにあの金きん髪ぱつ男おとこは居なかった。僕に勝負を吹ふっかけてきたクセに居ないとかどういうこと？

「まあ、トイレでしょうかね。とりあえず、居る生徒で走りましょう」

　先生、結構アバウトだな……。

「グラウンドにトラックの線を引いています。大体、一周四百メートルぐらいなので、四周弱走ってくださいね」

　スタート位置とゴール位置を移動しながら説明する先生に、皆みなでぞろぞろ付いていって確認する。

　説明を終えると、先生はゴール位置にみんなを集めた。

「長ちよう距きよ離り走そうは時間が掛かかるので何人かずつまとめて走ってもらいます。じゃあ、それでは最初に走ってもらう人たちは……」

　そう先生がフードの中から見み渡わたし始めた時、

「せんせーい──」

　という気取ったような間延びしたような声が飛んできた。

　振ふり向けば、それはワイングラスを片手に持った金きん髪ぱつ男子生徒──成なる我がくんだった。

「遅おそかったですね。何をしていたんですか？」

「ちょっと、ワイングラスの中身を変えていたのさ♪」

　と、気取ったようにウインクしながら言ってくる成我くん。

　確かにワイングラスに入っている液体の色が変わっていた。先ほどは赤あか紫むらさき色いろだった液体が、なんだかどす黒い色になっていた。

「そうですか」

　と頷うなずく先生だけど、先生もワイングラスの中身が気になるのか少し首を傾かしげていた。

　その先生に成我くんは髪かみを搔かき上げて口を開いた。

「先生、ちょっとお願いしてもいいかな？」

「なんですか、成我君。先生の顔が見たいとかそういう系のお願い以外ならある程度は聞きますよ」

「この長距離走なんだけどさ、まずはボクと、ええとなんだっけ……」

　と、トントンと額を叩たたく成我くんはハッと思い出した顔をして言ってきた。

「……ああ、ボクと、伊い集じゆう院いんくんの二人で走らせてくれないかい」

　それにはたまらず、僕は成我くんに詰つめ寄った。

「誰だれが伊集院だよ、僕ぼくは暗あん上じよう院いんだよ」

「おっとすまない、光ひかるくん」

「誰だよ、光って！」

　そう言い合っていると、先生が言ってきた。

「そうですか……いいですよ。じゃあ、まず成我君と、伊集──暗上院君に長距離走を走ってもらいましょう」

「先生、今ちょっと釣つられてませんでした!?」

「気のせいですよ。じゃ、二人ともスタート位置に着いてください。長ちよう距きよ離り走そうはちゃんとタイムも測りますので、そのつもりで」

　僕ぼくは、不敵な笑みを浮うかべている成なる我がくんを見て、一度溜ため息いきを吐つきスタート位置へ向かう。

　成我くんも僕に付いてきて、スタート位置に二人で並んだ。

「ていうか、成我くん……そのワイングラスの中身何なの？」

　隣となりで、ワイングラスの黒々とした液体を振ふる成我くんに問い掛かけると、不敵に笑ってきた。

「これはね、さっき生物室の薬品を調合して作ったドーピングビネガースープさ」

「ドーピングビネガースープ!?」

　なんだよ、ドーピングビネガースープって……。てか、ドーピングって言っちゃってるし。

　怪け訝げんな目を向ける僕に、成我くんはワイングラスの液体の香かおりを嗅かぎながら言ってきた。

「ボクの家は製薬会社も営んでいてね、こういう知識も豊富なのさ」

「いやいや、なんでそんなものを作ったの？」

「それはもちろん君に勝ち、メリアさんのお弁当を手に入れるためさ！」

「……ていうか、勝手に生物室の薬品使っていいの？　そもそも、よくあの短時間でそんなの作れたね!?」

「まあ、全すべては『愛』ゆえさ」

「…………」

　気持ちわるっ！

「二人とも良いですかー」

　と先生が声を掛けてくる。

　僕がＯＫの合図で手を振ると、成我くんはワイングラスの黒々としたドーピングビネガースープとやらを飲み始めた。気管に入ってむせろ！

「────」

　それから数秒後のことだった。

「ぐあああああああああああああ──」

　と、隣で成我くんが猛もう烈れつな雄お叫たけびを上げ始める。

　え、な、何なの!?　本当にむせちゃったの!?

　と、隣を見ると、さっきまでの成我くんの細身の身体からだはみるみると変化していき、しばらくするとまるで別人のように大男へ変わっていた。

「力が……溢あふれてくる……」

「いやいやいやいや……力が溢れてくるって──え、なんで髪かみの毛逆立ってんの!?　なんで筋肉隆りゆう々りゆうになってんの!?　なんで口から唾だ液えきだらだら出てるの!?　それやばくね!?　ていうか、誰だれ!?」

「吾わが輩はいは……スーパー成我だ……」
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「吾わが輩はい──って口調まで変わってるじゃん！　もはや別キャラじゃん！　つか、パクリもドーピングしてるじゃん！　そこまでして勝ちたいの!?」

　体操服がピッチピチになっている成なる我がくん──いや、スーパー成我にそう言った僕ぼくの頭に、ふとメリアさんの言葉がフラッシュバックしてきた。




『ミカゲ様。確かに魔ま王おうとしての余よ裕ゆうや優ゆう雅がさは大切ですが、時には見み栄えも恥はじもプライドも全すべて取っ払ぱらって、走ることも大切ではないでしょうか』




　そうか……。

　成我くん……あいつだってキャラ崩ほう壊かいするぐらい、いろんなものを取っ払って戦いにきているんだ。メリアさんのお弁当のために……。

　……う、うん……スーパー成我になるにはちょっと動機も目的も浅すぎるけど、あいつが全てを取っ払ってきているのなら、僕も取っ払おう……。

「…………」

　でも僕には取っ払うものなんてない……。見栄もプライドもほとんどないみたいなもんだし……あと残るのは……。

「……成我くん、君が全てを懸かけて戦いにきているのなら、僕も負けずに対たい抗こうするよ」

　隣となりのスーパー成なる我がにそう言い放つと、僕ぼくは着ている体操服を摑つかみ──それを脱ぬぎ捨てた。

　そして、恥はずかしいけど手をズボンに掛かけ、それを一気に脱ぎ捨て、靴くつも脱ぎ捨てた。

「…………」

　今の僕の姿は文字通り、パンツ一丁だ。

　恥ずかしい……。でもこれぐらいしなければ、成我くんには勝てない……。いや、実際はキャラ崩ほう壊かいを起こしている成我くんに比べたら僕がパンツ一丁になるなんて微び々びたることなんだ。しかしながらも、それでもちょっとだけ成我くんの立っている位置に近づけた気がした。

「…………」

　なんかゴール付近で、ユキヒメが熱を上げてキャーキャー言いながら、どこかへ指示を出しているのが聞こえる。耳を澄すませばカシャカシャとカメラ音も聞こえる……。それから、なぜか赤あか柳やなぎくんが鬼おにの形相で僕を睨にらみつけてきていた。

「先生……！」

　今度こそＯＫですよという、合図を送る。

　先生はぎこちないながらも頷うなずくと、ドクロのストップウォッチをスタートさせた。

『すたぁーどぉぉぉ！』

　という声が響ひびき、スーパー成我と同時に走り始める──のだが。

　ズガァアーア───アン！

　というスーパー成我の圧あつ倒とう的てきなスタートダッシュで一気に百メートル近く差が開いてしまった。スーパーでタイムセールの安売りシール貼はられた時のおばちゃんぐらい速すぎだろ──!?

「っく──」

　しかし僕はそれでも必死に追いすがった。

　地を蹴けって必死に走って走りまくる。気持ちで負けたら本当に負けてしまう！

「っふ……遅おそいな……人間よ……」

　そんな声が聞こえて振ふり向けば、スーパー成我はすでに一周回って僕を追い越こそうとしていた。

「人間って……お前も……人間だろぉおおおおおおお」

　声を張り上げて全力で走るのだが、スーパー成我は悠ゆう々ゆうと僕を越えて行ってしまう。さらにまたしばらくするとスーパー成我が僕の後ろから喋しやべりかけてきた。

「脆もろいものだな……人間とは……」

「お前のキャラクターの方が脆いよぉおお！　なにがスーパー成我だコノヤロウ！」

　叫さけぶ僕をしかしスーパー成我は余よ裕ゆうで追い抜ぬいていってしまう。

　長ちよう距きよ離りの全力ダッシュで、肺がパンクしそうだ。足が上がらなくなってくる。心臓もヤバい。

　ようやく一周目を終わる所で、よれよれになっていると三み度たび後ろからスーパー成我の声が聞こえてきた。

「よくやったがここまでだな……さらばだ人間……」

　そう言って颯さつ爽そうと僕ぼくを通り越こしていくスーパー成なる我が。

　速すぎる……。圧あつ倒とう的てきすぎ……。

　負けるのか……それでも……最後まで全力で走ってみよう……。

　そう、息を切らしながらスーパー成我の遠くなっていく背中を睨にらんで走っていた時だった。

「────」

　ピタンと、止まった。

　僕ではなく、スーパー成我が。

　僕を嘲あざけるつもりなのかと思ったのだけど、どうやら違ちがうようで……。

「ぐあああああああああああ──」

　と雄お叫たけびを上げながら、ズシンズシンと地面をめちゃくちゃに踏ふみ始め、それから手でドンドンと地を叩たたき、頭をガンガン打ちつけ何やら様子がおかしかった。

　ちょっと嫌いやな予感を覚えた僕は、走っていた足を止めるのだけど、それと同時にスーパー成我がこちらへ振ふり向いてきた。

　その顔の眼は白目で、口からは泡あわが吹ふき出ている。

　な、なんか目がイッてるんだけど……。ヤバげなんだけど……。

「────」

　スーパー成我は泡を吹く口を動かして何かを言ってくる。

　僕は後ずさりながら聞くのだが、スーパー成我はこう言っていた。

「……チェッ……クイン………チェックイン……！」

　チェックインってなんだろう……。

　あの筋肉隆りゆう々りゆう、白目に、口から泡吹きながらホテルに泊とまりに行くのかな……。

「……チャックイン！　……チャックィイイイインッ！」

　いや違うわ。チャックにインしちゃってるから！　それ、暗あん上じよう院いん……って言いたいんだよね！

「お前、そんな状態になっても……僕の名前間違えるのかよ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、狂くるったスーパー成我がズダダダダと僕の元へ走って、地を蹴けり上げ飛んでくる。

「うぁ──！」

　落下地点から必死に離はなれる。

　下りてくるスーパー成我はパンチを地面に放ち、地は割れはしなかったものの、相当の衝しよう撃げきが伝わってきた。

「チェックイン……チェックィイン！」

「なんで僕にそんな積年の恨うらみ持った感じなの!?　どこかの悲しみでスーパーになった人みたいになってるよ!?　僕たちまだこれが初はつ絡がらみだろ!?　ていうか、一体何飲んだんだよお前！」

　しかし、やはりスーパー成なる我がは自我を失っているようで、僕ぼくの名前を間ま違ちがって呼びながら再びズダダダダダと走ってきた。

　僕は必死に逃のがれようとするのだが、疲つかれから足がもつれて転んでしまう。

「────」

　間近まで迫せまったスーパー成我に身を固める僕。

　しかしその時だった──

　スーパー成我が突とつ然ぜん真横へ吹ふっ飛んだ。

「────？」

　それは自分から飛んだのではなく、明らかに何かに吹き飛ばされた様子だった。呆ぼう然ぜんとしていると、空からコロッと小さい石が落ちてきた。

「…………」

　え、もしかして、この小石でスーパー成我、吹っ飛んだの？

　そんなことができる人なんて居るわけ……ああ居るわ。

　僕はキョロキョロと周りを見み渡わたしてその人を探すが見つけられない。

　とりあえず、スーパー成我を見ると、ぐでーと昏こん倒とうしていた。

　また起き上がってきて襲おそわれるのは嫌いやなので、僕は急いで先生の居る所へ避ひ難なんする。クラスメイトたちは騒そう然ぜんとしており、先生は僕のところへ向かっている途と中ちゆうだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、暗あん上じよう院いん君!?」

「な、なんとか……」

　先生に、成我くんが生物室の薬品を勝手に調合したことを話すと合が点てんがいったように頷うなずいていた。

　それからしばらくして、先生が呼んだ保健室の先生やら他ほかの先生やらが昏倒するスーパー成我を担たん架かに乗せて運んで行った。大丈夫かな……。

「…………」

　成我くんが運ばれ少しするとクラスメイトたちも落ち着きを取り戻もどしていき、先生は時間を確認しながら言ってきた。

「ええまあ、ハプニングがありましたが授業を続けましょうか……」

　先生はクラス全員を見てから、僕に言ってきた。

「ちなみに、暗上院君、先ほどの走り必死さが伝わって良かったですよ」

「必死っていうか、本当に死にそうだったんですが……」

「残りの距きよ離りを走ったら、特別に八十点あげます」

「本当ですか！　ちなみに、成我くんは？」

「成我君は奥おくの手を使って自我を失うという魔ま王おうらしさを発揮しましたが、ゴールできなかったのと、生物室の薬品を勝手に使ったのでゼロ点です。後でスペシャルお説教タイムです」

　ということは……僕ぼくと成なる我がくんの対決は、僕の勝ちでいいのかな……。というか、勝負ですらなかった気がするけど……。

　しかしながらも、そんなこんなで奇くしくも僕は成我くんに勝利を果たしたわけで。

　余よ韻いんに浸ひたっていると、先生は咳せき払ばらいをして言ってきた。

「暗あん上じよう院いん君、もうそろそろ服着た方がいいですよ……風邪かぜ引きますよ」

　自分の姿を忘れていた僕は、全力で顔を真っ赤にしたのだった。




「ミカゲ様、いい走りでしたよ」

　授業が終わり、メリアさんと会った場所へ向かうと後ろからそんな声が掛かけられる。

「────」

　振ふり返るとまたもほっぺに指が喰くい込こんだ。

「……それハマってるの？」

「少々……」

「まあなんか、めちゃくちゃだったけど、勝てて良かったよ。あと助けてくれてありがとう」

　僕はメリアさんの指から顔を離はなしてからお礼を言う。

　それに「いえ」と、首を振るメリアさんは布に包まれたお弁当を差し出してきた。

「では、勝利の証あかしとして、これをどうぞ」

　家にメリアさんが来てから普ふ通つうに受け取っていたお弁当だけど、この時は少し特別な気がして……その重みは受け取る手にも心にもズシッと感じられた。

「ありがとう……」

「それでは私は帰ります」

　僕に一礼して去っていくメリアさん。

「気を付けてね」

　と、僕はその背中を見送った。




　　　　＊＊＊




　それからその日の昼休みが終わりかけた時だった。

「ぅう……」

　と、成我くんが教室に戻もどってきた。

　姿はいつもの細身の成我くんに戻っているのだが、いつもの気取った感じがなく、顔もげっそりしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、成我くん……」

　あまりにも全身から使い古されたボロ雑ぞう巾きんのようなオーラが滲にじみ出ているので、声を掛けると、成なる我がくんは僕ぼくを見て、くくくと笑い始めた。また泡あわを吹ふきながら襲おそってくるんじゃないかと身構えたが、どうやら違ちがうみたいで、成我くんは僕を指差してこう言ってくるのだった。

「ふっ、いいだろう、君をボクのライバルとして認めてあげよう」

「ライバル!?」

「そう、宿敵と書いてライバル、好敵手と書いてライバル、友と書いてライバル、来春と書いてライバル、だ！　分かったかい、サーロインくん！」

「おう、肉にく汁じゆうたっぷり僕はジューシー！　────って、暗あん上じよう院いんだよ！　ライバルって言うなら、せめてちゃんと名前覚えてよ！」

　しかし成我くんはもう僕の言葉を耳にしてはおらず、自分の席に座り二ふつ日か酔よいのように頭を押おさえて、全身から真っ白に燃え尽きましたオーラを発し続けていた。




　　　　＊＊＊




　今日の学園の授業は全すべて終わり、放課後が訪れると、僕とユキヒメは生物室へ向かった。

　別に成我くんが使った薬品を見に行くわけではなく──

「グルググググ！」

　教きよう卓たくの上に置かれた鉄の檻おりの小こ熊ぐまモンスター──ベヒモンに会いに来たのだ。ちなみに、ユキヒメは、このモンスターのことをミカユキと呼んでいる。

　名前を付けた授業から、幾いく度どか足を運んでいるのだけど、未いまだに威い嚇かくしてきて鉄檻にガシンガシンと体当たりしてくる。

　そのベヒモンを見つめるユキヒメは少し悲しそうに言ってきた。

「昔のベルちゃんも最初はこんな感じだったの」

「そうなんだ……。僕が出会った時にはユキヒメのお陰かげである程度慣れてたんだよね。どうやって慣らしたの？」

「特に何も……ただ、よしよしって抱だきしめてあげてたぐらいかな」

　ベヒモンを見ると、再び威嚇してきて体当たりを始める。怪け我がが治ってきたこともあるのか、檻へ当たる威力が、僕が逃にがしてしまった時以上に感じられる。

　これは……抱きしめる前に肋ろつ骨こつとか内臓が何個か逝ゆきそうだな……。

　そんなことを思いながら、ふと生物室全体を見ると、人体ゴーレムとか、ホルマリン漬づけの死し骸がいとか、薬品の棚たなとかの光景は概おおむねいつもと変わりないのだけど、一つ、張り紙の張られた瓶びんが増えていて気になった。

「あれ、もしかして成我くんが作った薬かな？」

　瓶の中身は黒々しく、張り紙には『中和不可』『破は棄き不可』『開かい封ふう厳禁』と書かれている。

　あいつどんな薬作ったんだよ……！

　内心突つっ込こんでいると、校内放送が流れてきた。

『えー、暗あん上じよう院いん君、暗上院君、校舎に残っていましたら、先生のところへ来てください……繰くり返します…………』

「え……僕ぼく、今日は特に何も呼び出し掛かかることしてないけど……」

　ベヒモンを眺ながめていたユキヒメが、苦笑いをしながら頑がん張ばって、という視線を向けてくる。

　僕たちはとりあえず生物室を後にして、ユキヒメには校門で待ってもらい、僕は職員室へ向かったのだった。

「先生……」

「暗上院君、残っていてくれてよかったです」

　道中のトラップにげっそりしながら、職員室の黒い後ろ姿に話しかけると、先生はぐるりと椅い子すごとこちらへ向いてきた。

「なんで僕、呼ばれたんでしょうか？」

　尋たずねる僕に、先生は脚あしを組み、深く被かぶったフードの中から内ない緒しよ話ばなしをするように小声で話しかけてきた。

「実はですね……美味おいしい話があるんです……」

「……美味しい話……美味しい話には裏があるってじいちゃんが……」

「いやまあ……そんな怪あやしいものではなく、ちょっとある場所の掃そう除じを手伝ってくれたら、内ない申しん点てん上げますよっていう話──」

「やります！」

　今朝父から電話がなければ渋しぶっていたと思うけど、今の僕はその話にすぐに飛び付いた。ちょっとでも評判や評価を上げられるなら、なんだってやるさ。

　意気込む僕に、先生は嬉うれしそうに大きく頷うなずいて立ち上がった。

「おお、やってくれますか！　では、今から一いつ緒しよに行って説明しますので」

「あ、先生、それって時間掛かりますか」

「ええ、まあ」

「ちょっと、友達を待たせているので、先に帰ってもらうように伝えてきます」

「分かりました」

　それから僕は、急いで校門まで向かい、ユキヒメに事情を話した。かなり渋っていたのだが、終わったら連れん絡らくするという約束で諦あきらめて帰っていった。その後、家にちゃんと連絡……メリアさんにも帰りが遅おそくなることを伝えて準備万ばん端たんだ。

「……戻もどりました」

　職員室に戻った僕はさらにげっそりとした面おも持もちで先生に声を掛けた……。

　あの往復の間に、僕は落とし穴に七回落ちて、壁かべに二回挟はさまれ、矢に四回襲おそわれ、バナナの皮で八回すべって転んで、火に三回ほどあぶられ、最後に黒板消しが頭に直ちよく撃げきして、戦いから逃にげのびた落ち武む者しやのようなボロボロ状態だった。

「先生、あのトラップたちは必要なんですか……？」

「鍛たん錬れんのために付けているのです。魔ま王おうの資格を目指すならば、あれぐらいのトラップで動じるようではだめですよ」

「はぁ……」

　疲つかれやら、先が思いやられるやらで溜ため息いきを吐つく僕ぼくを、先生はフードの奥おくでクスクスと笑って立ち上がった。

「それでは行きましょうか、暗あん上じよう院いん君」

「はい……」

　と、先生の後に付いていく。

　職員室を出て廊ろう下かを歩く僕は先生に感心していた。

　例の如ごとくトラップは至る所で発動するのだけど、先生は矢が飛んできても動じずさっと避よけ、床ゆかが抜ぬけても軽い身のこなしでジャンプ。発動するトラップをことごとく何でもないかのように軽けい妙みように避けていた。

「すごいですね、先生」

「先生ぐらいになると、こんなもんです──きゃっ」

　振ふり返って自じ慢まんげに言ってくる先生は、その瞬しゆん間かんバナナの皮を踏ふんで盛せい大だいに転んでいた。

　フードの中が一瞬見えたような見えなかったような気がしたけど、起き上がる先生がギロリと睨にらんでくるので、僕は慌あわてて目を逸そらして見ていなかったことにした。

　それから校舎を出て、校庭に出る。

　先生が向かうのは丸いくぼみのある立派な石せき碑ひと、ボッコボコと粘ねばっこい気き泡ほうを放つ毒々しい沼ぬまのある校庭の端はしだった。

「えー、暗上院君には、この沼を掃そう除じしてもらいます」

　先生はそう言って毒々しい沼を指差してくる。

「こ、ここですか、先生!?」

　まじまじと沼を見る。広さは校庭の一角を占しめるだけあってなかなか広くて、深さは毒々しい色が濃こすぎて推測できない。まあ、どう見積もってもヤバげなオーラが溢あふれ返っているわけで……ここを掃除するとか……バナナの皮で転んだ所を見たのを怒おこってるのかな……。ていうか、沼って掃除できるもんなの？

　そうビビりながら思っていると、先生は咳せき払ばらいをして言ってきた。

「……というのは冗じよう談だんです」

「じょ、冗談ですか……」

　良かった冗談か……。この明らかに毒の沼を掃除するとかありえないもんね。

　そう安あん堵どする僕に先生は言ってきた。

「暗あん上じよう院いん君に掃そう除じしてもらうのは、この沼ぬまの下です」

「沼の下？」

　眉み間けんにしわを寄せて首を傾かしげる僕ぼくに、先生はこくっと頷うなずいてから、近くに立っている立派な石せき碑ひへ歩いていった。

　そして、先生はフードマントの中から何やら丸い石板のようなものを取り出すと、石碑の丸いくぼみに嵌はめ込こむ。

「────!?」

　その瞬しゆん間かんだった。

　地面が振しん動どうし始めて、僕はよろめいてしまう。

　何が起きたのかキョロキョロする僕の目の前に信じられない光景が広がった。

　ボッコボッコと気き泡ほうを放つ毒々しい沼。その沼の中央がどんどんせり上がっていったかと思うと、巨きよ大だいな石の祠ほこらの様なものが姿を現したのだ。

「な、なんですかアレ!?」

　仰ぎよう天てんする僕に先生は、淡たん々たんとなんでもないように言ってきた。

「あれは、地下迷めい宮きゆうへの入り口です」

「地下迷宮!?」

　そんなものあるのこの学園!?

　先生は地下迷宮の入り口らしい巨大な石の祠へ向かっていく。沼と祠の間には石の細い道が浮うき上がっていて、その上を歩く先生は僕へ振り返ると、手招きしてきた。

「暗上院君、付いて来てください」

「……は、はい」

　僕は辟へき易えきしながらも先生の後に続く。

「滑すべりやすいので気を付けてくださいね。落ちたら、結構ヤバいですよ」

「ヤバいって……先生、前から思っていたんですけど、この沼って、なんなんですか？」

「まあ、相対的に言えば回復の泉ですよ──あっと……」

　先生が足を滑らせ、マントの裾すそが沼に触ふれる。

　その瞬間、沼に触れたマントがしゅーしゅーと煙けむりと音を立てて溶けてしまった。

「いや先生、これ、回復って言うか──確かに相対的に回復しそうですね……一度死んで転生できるのならですけど……」

　慎しん重ちように細い石の道を進み、ようやく祠へ辿たどり着く。

　その祠には石の両開き扉とびらがあり、ごてごてとした取っ手が取り付けられている。先生はその取っ手を摑つかむと思いっきり引き始めた。

　ぐぐぐっと重そうな音を立てて分厚い扉が開くと、そこには下へ続く階段が存在していた。

「暗上院君にはこの地下迷宮の掃除を手伝ってもらいます……」

「こ、ここの掃そう除じですか………地下迷めい宮きゆう……なんのためにあるんですか？」

「上級生の授業で使っているんですよ……確か、勇者がいつ攻せめてきてもいいように、地下迷宮をさらに地下迷宮らしくさせる、みたいな授業だったと……」

「そ、そうなんですか……」

　なんか大変そうな授業だな……。

　僕ぼくはその地下へ続く暗くら闇やみを覗のぞき込こんで先生に恐こわ々ごわと尋たずねた。

「で、でも、大だい丈じよう夫ぶですか？　も、もしかしてモンスターとかいるんじゃないですか……」

「居ませんよ」

『──ギャギャギャギャギャ』

「先生、な、なんかさっき変な声が……」

「え、ああ…………ネズミか、なんかでしょう、たぶん」

「たぶんって！　本当に大丈夫ですかここ！」

「まあ……掃除といっても、地下一階の入り口付近の掃除なので大丈夫だと思います、たぶん」

「たぶんって!?　今から、お断りしてもいいですか」

「ダメです」

「…………」

　もう一度地下の暗闇を覗くと、また変な笑い声が聞こえてきたような気がして、僕は美味おいしい話に乗ってしまったことを激しく後こう悔かいした。




　まあそんなわけで、僕は内ない申しん点てんのため、毒どく沼ぬまの地下に眠ねむる地下迷宮の掃除を始めたのだった。










　　第五話　　赤柳ファイト




　さて事の始まりは中間テストが差し迫せまったある日のことだった。

　中間テストが迫っているので、頑がん張ばらないと！　と気合いを入れて登校した日の朝。

　教室に入り自分の席に着き、カバンから教材を取り出して机の中へ入れようとした時だった。

　何かカタカタと机の中でつっかえた。

　何か入ってる？　と覗のぞき込こむとそこには──

「宝箱!?」

　そう、簡素ながらもしっかりとした作りの小さな宝箱が入っていた。

　いやこれ、え？　なに？

　机から宝箱を取り出して、開けようとした僕ぼくは、待てよと、手を止めた。

　これは新手のトラップかもしれない……。

　開けた瞬しゆん間かん爆ばく発はつするとかね……。

「…………」

　そんな疑念を抱いだくのと同時に、僕の頭にはまた違ちがう予想が浮うかび上がってきた。

　…………もしかして、これは純じゆん粋すいに僕へのプレゼントかもしれない。

　でも、僕の誕生日はまだまだ先だし……となったら、もしかして……もしかして、これは僕への愛のプレゼントとか!?　魔ま王おう学園風、ラブレター的な!?

　そんなことを考えると、どうしても宝箱を開けてみたくなる。

　しばらく葛かつ藤とうした後、誘ゆう惑わくに負け、おそるおそるその宝箱を開け──。

「ミカゲくん？」

「は、はい！」

　──斜ななめ前の席に座って授業の準備をしていたユキヒメが振ふり返ってくるので、僕は慌あわてて宝箱を机の中に隠かくした。

「どうしたの？　プレゼントを貰もらったような顔して？」

　ピンポイントなユキヒメの言葉に、僕は汗あせをだらだらかいた。

「ぷ、プレゼント？　なんのこと……？」

「そんな感じの顔しているような気がしたから」

「そんな感じってどんな感じだよ！」

　怖こわいわぁ……ユキヒメの洞どう察さつ力りよく……。

　いや、もしかしてこの宝箱はユキヒメが入れたものなのかな……？

「ち、ちなみに、ユキヒメ、僕に宝箱的なプレゼントとかしてないよね？」

　その僕の言葉にユキヒメは小首を傾かしげて言ってきた。

「え？　いつも『私』をプレゼントしてるよ？　今から宝箱わたし開けてみる？」

「いやいやいや、どういうこと!?　な、なんで胸のボタン外そうとしてるの!?」

　僕ぼくは慌あわててユキヒメを制止させた。……な、なんて恐おそろしい奴やつだ……。

　……でもどうやら、机に宝箱を入れたのはユキヒメじゃないということは分かり、僕はさらに宝箱の中身が気になった。

　開けたいのだけど……ユキヒメの目の前で宝箱を開けて、もしそれが誰だれかからの愛のプレゼントだったりした場合、大変危険なので──というのも、昔、僕は誰かからラブレターを貰もらったことがあるのだけど、読む前にガチの火炎放射器で燃やされてしまったのだ。

　僕は上着の下に小さな宝箱を隠かくして、席を立った。

「……ご、ごめん、ちょっとお腹なか痛いからトイレ行ってくる」

「大だい丈じよう夫ぶ？　私も一緒に行こうか？」

「いやいやいや、来なくていいから！　何さらっとすごいこと言ってんの!?　と、とりあえず、来なくていいからね！」

　ユキヒメにそう言った僕は、そそくさと教室を出る。

　人ひと気けのないところまで移動した僕は上着に隠した宝箱を取り出した。

「何が入ってるんだろう……」

　そんなドキドキとワクワクを胸に、そっと宝箱を開ける──

「うわッ眩まぶしい──」

　その瞬しゆん間かん、宝箱の隙すき間まから強い光が飛び出てきて、びっくりした僕は下に落としてしまう。

　床ゆかに落ちた宝箱は完全に開き、中には小型のプロジェクターのようなものが入っているのが見えた。

『お前は──』

「────!?」

　そのプロジェクターから声が発せられ、レンズから発射されている光を追いかけると壁かべに映像が映し出されていた。




『お前は魔ま王おうに相応ふさわしくない……！　第二の太陽が昇のぼる金曜日、体と育の交わる施し設せつの裏に来い。俺おれがそれを分からせてやる、ふふ』




　そこに映っているのは赤毛ツンツンヘアー。制服をきっちりと着ているけど、目付きがめちゃくちゃ悪く不良番長オーラ溢あふれる男子生徒──赤あか柳やなぎくんだった。

「…………」

　……いやいやいやいや。

　最後に赤柳くんが不敵に笑ったところで映像は終わりプロジェクターの光が消えるのだけれど、僕ぼくはだらだら汗あせをかき始めていた。

「…………」

　な、何これ……!?　あ、愛のプレゼントかな!?　それとも上京した息子へ送るビデオレターなのかな!?　しかし、愛のプレゼントにしてはやけに好戦的だったよ……ビデオレターにしては、えらく不ふ穏おんな空気が流れてきたよ。これ見たら上京した息子泣いちゃうよ。

「み、見み間ま違ちがいかな……」

　と、宝箱を拾い上げて一度閉じる。そしてもう一回開けるとまた光が発射され映像と音声が流れ始めた。




『お前は魔ま王おうに相応ふさわしくない……！　第二の太陽が昇のぼる金曜日、体と育の交わる施し設せつの裏に来い。俺おれがそれを分からせてやる、ふふ』




「…………」

　こ、これは愛のプレゼントでも、上京した息子へ送るビデオレターでもない。

　果し状──いや、果し宝箱だ。

　で、でも、なんで!?　僕、赤あか柳やなぎくんの気に障さわるようなことしてないよ……！

　い、いや待てよ、思い返せば、最初の頃ころから事あるごとに赤柳くんは僕のことを睨にらんでいた気がする。この前の体育の時間なんて、鬼おにの形相で睨んできていたし……。

「いや、もしかしたら……違う人に渡わたす予定だったのを、間違えて僕の机に入れちゃったとか……」

　とかあれこれ考え頭を痛めながら教室へ戻もどると、何の因果か教室を出ようとしていた赤柳くんと出くわしてしまった。

「お、おお、おはよう……！」

　と、カチコチになりながら挨あい拶さつする僕。

　その僕の横を擦すれ違う赤柳くんは、ドスの利きいた低い声で言ってくるのだった。

「大魔王からは、逃に　げ　ら　れ　な　い」

「────!?」

　去っていく赤柳くん。……じ、自分で大魔王とか言っちゃってるんですけど!?　と内心ツッコムが、僕は蛇へびに睨まれた蛙かえるのように硬こう直ちよくして動けずにいた。

「…………」

　しかし……これで確定した。

　この果し宝箱は間違いなく僕に贈おくられたものだ……。

　そしてあの目は完全に殺しにきてる……。

　第二の太陽が昇る金曜日って……、第二金曜日？　ということは、今日は第二火曜日だから三日後……。体と育が交わる施し設せつの裏って……もしかして、体育館裏のこと？　なんでそんな遠まわしな言い方を……。いやでもこれが魔ま王おうってことなのかな……。

「…………」

『お前は魔王に相応ふさわしくない……』

　確かに、僕ぼくは強くないし魔王に相応しくないのかもしれない……。でも……。

　自分の細い手を見つめて僕は溜ため息いきを吐つく。

　そういうことで、僕は赤あか柳やなぎくんから果し宝箱を貰もらいガクガク怯おびえる日々が始まったのだった。




　　　　＊＊＊




　果たし宝箱を貰ったその日の授業は、とても気き不味まずかった。

　赤柳くんの視線をビンビンに感じて、それを受け流すのに精神をかなり擦すり減らした。

「…………」

　授業の終わりを告げるチャイムが鳴り、ようやく放課後がやってくる。僕は赤柳くんからいち早く逃とう走そうするため、ユキヒメに挨あい拶さつするとすぐに教室を飛び出した。ここ最近、僕は放課後にある用事を行っており、ユキヒメには先に帰ってもらっていた。

　赤柳くんと出くわしてしまわないかと、廊ろう下かをビクビクしながら歩き職員室へ向かう。

　この調子で金曜まで耐たえられるのだろうか……。

　そんな不安で注意力が散さん漫まんになった僕は、道中のトラップをいつもより多く発動させてしまい、先生の元に辿たどり着いた時にはボロボロになっていた。

「暗あん上じよう院いん君……こりゃまた凄すごいことになってますね」

　いつものデスクの椅い子すで脚あしを組む先生は僕を見て驚おどろいた様子だった。

「そ、そうですか」

「何かありました？」

「い、いえ……」

　訊きいてくる先生に僕は首を横に振ふった。

　さすがに先生にチクるのは魔王らしくないというのは僕にも分かる。

　それから先生から石板を受け取った僕は、ブラシなどの掃除道具を持って校庭へ向かった。そう、放課後に先生のお手伝いとして、毒どく沼ぬまの下に眠ねむる地下迷めい宮きゆうの掃そう除じをするのだ。

　先生がやっていたように、毒沼の近くにある石せき碑ひに石板を嵌はめ込こむと、毒沼から地じ響ひびきと共に巨きよ大だいな石の祠ほこらが姿を現した。

「…………」

　毒沼に落ちないように気を付けながら、石の道を歩き、祠の重い扉とびらを引き開けて地下迷宮への階段を下りる。

　そして、地下迷めい宮きゆう地下一階。石の床ゆかに足を着けると、壁かべのランプに火が灯ともっていった。

「演出がすごいなぁ……」

　と、何度か見ているのだけど感心してしまう。

　先生の説明では、人を感知するセンサーが付いているらしい。

　灯あかりで視界が開けるが、石の壁に囲まれた空間は、こもった空気の中にカビやらほこりやらの匂においが混ざっていてとても不快で不ぶ気き味みだった。

「…………」

　奥おくに入ったら危険らしく、入り口あたりの掃そう除じだけで良いと言われているのが救いだ。

　僕ぼくは慣れてきた手つきで、掃除を始めた。

　汲くんできた水で階段や床や壁を濡ぬらし、洗せん剤ざいとブラシで擦こすり掃除する。それから黙もく々もくと掃除に集中するのだけど、慣れてくるとどうしても頭の中でいらないことを考え始めてしまう。しかも、地下迷宮の陰いん鬱うつとした雰ふん囲い気きのせいか、考えてしまうことはネガティブなことばかりだった。例えば、父や兄のこととか、じいちゃんが亡なくなってしまったこととか、自分はちゃんとやっていけるのかとか……。

　特に今日は、赤あか柳やなぎくんから果し宝箱を貰もらってしまったこともあり一段とネガティブだった。

「…………」

　重い心に引きずられるように鈍にぶくなる手を必死に動かして、僕は黙々と地下迷宮の掃除をし続けた。




　　　　＊＊＊




「あー疲つかれたー」

　掃除道具を片づけ、石板を職員室の先生に返した僕は日が暮れかかった空に大きく伸のびをした。校舎のトラップと、掃除の疲れ、果し宝箱のトリプルパンチで僕の身体からだは鉛なまりのように重い。

　校門を出ると、黒い高級車が待機していた。

　この時間に迎むかえに来てくれるようユキヒメが手配してくれた車で、最初はユキヒメも一いつ緒しよに僕を迎えにきてくれていたのだが、それはさすがに毎度毎度悪いから、と断ったのだ。かなり渋しぶられたのだけれど、なんとか諦あきらめてくれて、僕は運転手さんだけの車に乗り込こんだ。

　車は発進して家へ向かう。

　夕ゆう陽ひに照らされ赤味掛がかった学園を車窓から見送っていると、その赤色から果し宝箱の映像に映し出された男子生徒のことを思い出して、僕は気き鬱うつに息を吐はいた。

「…………」

　いつも行きも帰りもユキヒメと会話をして過ごしていたので、少しだけ寂さびしさを感じる。

　車はしばらくすると家に到とう着ちやくし、僕は運転手さんに挨あい拶さつしてから、門をくぐり、庭を抜ぬける。

　大きな玄げん関かんを開けると、黒くろ髪かみのメイド──メリアさんが出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、ミカゲ様」

「ただいま……」

　挨あい拶さつを交わすと、メリアさんは僕ぼくの顔を覗のぞき込こんで言ってきた。

「青白い顔が、いつもより青白いですね。貧ひん血けつ気味のドラキュラかと思いました」

「それ、どんなドラキュラ……だよ！」

　と、言いながらも不安になって顔をべたべた触さわっていると、メリアさんが尋たずねてきた。

「学校で何かありましたか？」

　思い当たる節は……山ほどある。

　黙だまっていても仕方ないので、一番ヘビィだった奴やつをメリアさんに相談することにした。

「メリアさん……ちょっとこれを見て……」

「なんですか？」

　首を傾かしげてくるメリアさんに、僕は今朝の赤あか柳やなぎくんの果し宝箱を開いて壁かべに映像を映した。

　それを見終わったメリアさんは、ふむ、と唸うなっていた。

「これは熱ねつ烈れつなラブが込められたビデオレターですね」

「どこが!?　どこにラブが込められてるの!?　完全に喧けん嘩か腰ごしだよ!?」

「この映像の方はどのような方ですか？」

「赤柳くんっていう、めっちゃくちゃ怖こわい人だよ……」

　気が重くなって溜ため息いきを吐つく。

「メリアさん、この果し宝箱、どうしたらいいと思う？」

　尋ねると、メリアさんはしばらく考える顔をして、口を開いてきた。

「それはもう魔ま王おうらしく、戦われてはいかがですか？」

「魔王らしく戦う……」

　……魔王らしく戦うって。

「魔王らしくって言っても……僕そんなに強くないし……」

「確かに、魔王ならば強さも大切ですが……暴力だけが全すべてではありませんよ」

「暴力が全てではないって言ってもね……」

　頭を捻ひねっていると、メリアさんは「そういえば」と尋ねてきた。

「掃そう除じの方はどうですか？」

「掃除、大変だよ……カビ臭くさいし、埃ほこりまみれだし……変な笑い声聞こえるし……手伝うって言ったの後こう悔かいしてるよ……」

「ミカゲ様、もし魔王が掃除するとしたらどんな時にすると思われますか？」

「魔王が掃除する時……？」

　掃除する時？

　魔ま王おうが掃そう除じしている姿なんてイメージできないけど……しかし、もし魔王が掃除するとしたらどんな時だろう……。

　例えば、僕ぼくが掃除するのは誰だれかを呼ぶ時とか……。

「あ……」

　と、そこまで考えて閃ひらめいた。

　そうだ、もし魔王が掃除するとしたら、それは誰かを迎むかえる時……敵を迎える時！

　それからポンポンと連想ゲームのように思考が連なっていき、僕を今まで散々苦しめてきたあるものに辿たどり着いた。

「……ありがとうメリアさん！」

　僕は意気揚よう々ようと言った。

「赤あか柳やなぎくんと魔王らしく戦うよ」

「そうですか。頑がん張ばってください」

「うん」

　……地下迷めい宮きゆうに『トラップ』を仕し掛かけて、そこに赤柳くんを誘さそい込こみ倒たおす！

　それが、メリアさんのヒントで導いた僕の考えだった。

　しかし僕が思い浮うかべたことをするには結構な準備と道具が必要だ……。

　僕は悩なやんで、ある人に頼たよることにしたのだった。

　部屋に戻もどり、早さつ速そく、携けい帯たいで電話を掛ける。

　プー。

　と、コールが鳴り始めるか始めないかぐらいで電話が繫つながった。

「なにミカゲくん！」

　受話口から飛んでくるのはそんなユキヒメの声。

　電話出るの速いな……と、僕は少し驚おどろきながらも、携帯越ごしにユキヒメに声を掛けた。

「あのユキヒメ、ちょっと頼たのみが──」

「──いいよ！」

「ま、まだ何も言ってないんだけど！」

「ミカゲくんの頼みならなんでもやってあげるよ！　例えば、ミカゲくんの博物館を造るとか！」

「いや、そんなこと絶対頼まないから！　……ち、ちなみに、万が一その博物館を建てるとしたら何を展示するの……？」

「そうだね……ミカゲくんの抜ぬけた歯とか、日焼けでむけた皮とか……」

「それ気持ち悪いよ！　誰が行って得するんだよ！　誰も得しないよ、得しないどころか、みんなげんなりして帰っていくことになるよ」

「そうかな？　あと、ミカゲくんのはく製を飾かざってみたい！」

「いや、それ僕ぼく死んでるじゃん！　ちょっとした殺害予告だよ」

　絶対、博物館は造らせたらいけないな……。そう肝きもに銘めいじていると、ユキヒメがくすくすと笑ってきた。

「そういえば、ミカゲくんが私に頼たのみごとをしてきたのは久しぶりだね」

「そうだったかな？」

　電話の向こうで嬉うれしそうに笑うユキヒメは、尋たずねてきた。

「それで、ミカゲくんの頼みごとってなんなの？」

「あの、ほらユキヒメの家ってセキュリティーとかに関して詳しいじゃない？　それでちょっと……」

　ユキヒメに果し宝箱の事情を話し、手を貸して欲しいとお願いすると二つ返事で引き受けてくれた。誰だれと勝負するのか訊きいてくるユキヒメだったけど、もしかしたらユキヒメが先に何かしないとも限らないので、相手が赤あか柳やなぎくんだということはなんとか伏ふせた。

　……というのも、昔、僕に突つっかかってきていたいじめっ子が居たんだけど、ユキヒメがその光景を目もく撃げきした次の日には、そのいじめっ子が僕に泣きながら謝あやまりにきたのだ。「あの写真だけはやめてくれ」と言っていたのだけどあれはなんだったのだろうか。今でも疑問に思う。

「じゃ、明日ね、ミカゲくん！」

「うん、よろしく……」

　それから電話で相談した末に、明日学校が終わった後、ユキヒメの家に行くことになった。
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　翌日。

　その日もまた赤柳くんの視線に怯おびえながらも学園をやり過ごす。

　毒どく沼ぬまの地下迷めい宮きゆうの掃そう除じを済ませてから、校門の外へ出ると車が待機しており乗り込こんだ。

　それから車は僕の住んでいる家を通り過ぎて、さらに道を進んでいく。

　しばらく進むと、今僕が住んでいる屋や敷しきよりも何倍も敷地が広く、立派で巨きよ大だいな大だい豪ごう邸ていが見えてきた。

　その大豪邸は、姫ひめノ宮みや家──ユキヒメの家だった。

　車は敷地へ入り、屋敷の前で停車すると、ユキヒメが屋敷から元気よく飛び出してきた。

「ミカゲくん！　待ってたよ。こっちこっち！」

　車から降りる僕の手を、ユキヒメは引っ張ってくる。

「ユキヒメ……そんな服着ていたっけ？」

　ユキヒメの私服姿は昔から見慣れてはいる。しかし、今日ユキヒメが着ているのは黒を基調としたドレスのような服で、なんというか今まで見てきたユキヒメの私服の中では一番大人っぽかった。

　僕ぼくの指摘に、ユキヒメは頰ほおを染めて言ってきた。

「私は子供っぽさから卒業するって決めたの」

「そ、そうなんだ……」

　どういう心境の変化があったのだろうか。

　首を傾かしげていると、ユキヒメは少し俯うつむいて尋たずねてきた。

「どうかな、私の服……」

「うん、良いと思うよ」

　いつもと違ちがう雰ふん囲い気きのユキヒメに、ドキッとしたのは確かだった。

　僕のその言葉に笑顔になるユキヒメは元気いっぱいに手を引っ張ってきた。

「じゃ、行こう、ミカゲくん。もう準備してるんだよ」

「うん。ありがとう」

　ユキヒメに手を引かれて向かうのは屋や敷しきではなく、庭をしばらく進んだ先に立っている建物だった。その建物は簡素ながらもしかし、僕の住んでいる屋敷よりは二倍は大きい。

　ユキヒメはその建物の扉とびらを開けて、僕を招き入れた。

「一応、設備も道具も揃そろっているよ」

　と言ってくるユキヒメ。

「すごいね……」

　その建物の中は、仰ぎよう々ぎようしい機械が山ほどあり、また段ボール箱や木箱がうずたかく積まれていたり、僕には名前も用よう途とも分からない道具や薬品が置かれていたりと、かなりのカオス空間だった。

「ミカゲくんが、トラップが欲しいって言ってきた時はびっくりしちゃった」

「うん、突とつ然ぜんごめん」

　僕がユキヒメに頼たのんだのは、トラップ──罠わなのことに関してだった。

　ユキヒメの家──姫ひめノ宮みや家はセキュリティー関係の事業も手て掛がけており、トラップを作る設備も道具も揃っていた。

「全然いいの。それでどういう系のトラップがいいの？」

「んー、例えるなら、鬼おに退治、みたいな……」

「鬼退治ね……それなら、こういうのとかどうかな？」

　と、ユキヒメが積まれている箱の中から、厚く平べったい鉄の板を取り出してきた。

「それはどんなトラップ？」

「これはね、こう使うの」

　鉄の板の縁ふちに付いていたスイッチをカチッと押おして、地面に置くユキヒメ。

　それからユキヒメは部屋の横に置かれている段ボール箱から人形を取り出してきた。

　その人形はどこかで見たことのある──髪かみ型がたや髪色、顔の感じが僕ぼくに似ているぬいぐるみのミカゲ人形だった。

「それまだあったんだ」

「大量生産したからたくさんあるよ！」

「大量生産って……」

「でもここにあるのは、顔が歪ゆがんでいたり、糸がほつれていたり、綿わたが出ていたりする不良品なの……」

　切なそうな顔で不良品のミカゲ人形を見つめるユキヒメは──

「やっぱり、これはミカゲくんじゃない！」

　と、ぽいっと人形を先ほど設置した鉄の板に放り投げた。

　放物線を描えがくその不良品ミカゲ人形が、板に着くか着かないかの瞬しゆん間かんだった──

　ジャギンッ！

　と、鉄板から鉄てつ爪そうが飛びだして人形を無残に突つき刺さし、引き裂さいたのだった。

「…………」

「こういうトラップなんだけど、どうかな？」

「いやいやいや、こわいこわい！　というか、ミカゲ人形かわいそうだよ！」

「あれはミカゲくんじゃないから大だい丈じよう夫ぶ」

「何も大丈夫じゃないよ!?　ユキヒメ、なんでそんな無む邪じや気きな顔なの！　とりあえず、あのトラップはなしの方向で……」

「そう……お望みのモノと違ちがったのかな」

「ごめん、鬼おに退治っていうワードが悪かったね、もうちょっとソフトな奴やつでお願いします……」

　ユキヒメは、うーんと考える顔をして思い付いたように手を叩たたいてきた。

「じゃあ、あれとかどうかな？」

　と、部屋の隅すみに置いてある、大きな木の箱を指差してくるユキヒメ。

「あれもトラップなんだ？」

「そうだよ」

　と頷うなずくユキヒメは、部屋の横に置かれている段ボール箱からまた不良品ミカゲ人形を取り出してくる。そして、その人形を木の箱の近くの地面に置いたユキヒメは、僕の元へ戻もどってきた。

「じゃ、トラップ発動させるよ」

　あのミカゲ人形は実験台にされてるんだね……。

　なんだか無む性しように悲しくなるものの、ユキヒメの言葉に頷く。

　すると、ポケットから携けい帯たい電話を取り出したユキヒメは、どこかへ電話を掛かけ始めた。

　プルルッという着信音が木の箱の中から聞こえてきて「はい」という声が箱と、ユキヒメの携帯から同時に聞こえてくる。

「トラップ発動！　目標、不良品ミカゲ人形！」

　そうユキヒメが電話に言った瞬しゆん間かん──木の箱の上がドンと開いて、中から黒スーツの男が二人現れた。

　それは見たことのある人たち……眼鏡めがねを掛かけた一いち郎ろうさんと、大男の二じ郎ろうさんだった。

　二人はしばらくキョロキョロと周りを見み渡わたすと、地面に置かれている不良品ミカゲ人形を見て「兄あに者じや、あれだな」「そうだな、あれに間ま違ちがいない……」と、囁ささやき合っていた。

　それから木の箱から出てきた二人は、ミカゲ人形を持ち上げると──

「「どりゃあああ！」」

　とミカゲ人形へ殴なぐっては蹴けってを繰くり返し始め、それから引っ張り叩たたきつけ、四し肢しを引きちぎり、ひたすら踏ふみ付けていた。

　それからしばらくそのミカゲ人形への一方的ないたぶりは続き……ようやく満足したのか二人は頷うなずき合うと木の箱の中へ戻もどっていった。

「…………」

　残されたのは無残な姿のミカゲ人形。

「いやあの……あれなに？」

「忍にん者じや兄弟トラップ」

「いやいやいや、あれトラップじゃないでしょ！　あの兄弟、もしかしてずっとここでスタンバってたの？」

「うん、かれこれ三時間はずっとあの中に居たと思うよ」

「……マジで」

「あのトラップ……使う？」

「使わないよ！　全然ソフトじゃないじゃん！　いろんな意味でハードさが増してたよ！　絵え面づら的てきに酷ひどいよ！」

「そう……難しいな……」

　と、難しい顔をするユキヒメは、何かを思い付いた顔をして、ポケットからリモコンを取り出してきた。

「これとかどうかな？」

　そのリモコンを手渡してくるので受け取る。

　リモコンにはただ一つ赤いボタンが存在しており、危険の表示がされていた。

「なんかこれ見るからにヤバいスイッチなんだけど」

「ちょっと待ってね、ミカゲくん」

　と、段ボール箱からミカゲ人形を取り出すユキヒメは天てん井じようを確認しながらミカゲ人形を地面に置き、小さな丸い装置を付けていた。その丸い装置はしばらくすると赤く点てん滅めつし始め、それを確認したユキヒメは壁かべのスイッチを押おした。

　すると、天てん井じようが音を立てながら開き始める。もうすっかり夜になっており、星空が綺き麗れいだった。

　その星空を見てうんうん頷うなずいたユキヒメは、僕ぼくの所まで戻もどってから、得意げに説明してきた。

「このトラップはね、姫ひめノ宮みや家の技術を全すべて注ぎ込こんで作り上げたものなの」

「もうその時点で、お断りしたいんだけど……。使いたくないんだけど……」

「そんなこと言わずに試してみてよミカゲくん。そのボタン押おしてみて」

　なんかもう嫌いやな予感とヤバげな雰ふん囲い気きがたらたら出ているが、とりあえず僕は危険と書かれている赤いボタンを押した。

「…………」

　しかし、何も起きない。

「何も起きないよ？」

　と、ユキヒメに言いかけた時だった。

　轟ごう音おん？　いや、何か物もの凄すごい気配が近づいてくるのを肌はだで感じ、ミカゲ人形に目をやった瞬しゆん間かんだった。

　──眩まばゆい真っ白な光線が視界を埋うめ尽つくす。

　すさまじい熱量と破は壊かい力りよくが内包されている光の巨きよ大だいな矢が、真まっ直すぐにミカゲ人形へ降り注いでいた。

　大きな爆発は起きなかった。

　ただその光が触ふれたモノ全すべてが無に帰していた。

「んな……」

　僕は地面にぽっかり空いた大穴を見て愕がく然ぜんとする。

　ユキヒメはその穴を見て、夜風にブロンドの髪をなびかせながら無む邪じや気きに言ってきた。

「どうかな、ミカゲくん。この衛星レーザートラップだったら、大体の相手に負けないよ！」

「そうだね、これで全てを無に帰すぜ────ッて、使えるかああ！　なにこのハイテクノロジー!?　これで世界征せい服ふくできるわ！　何も残らないとか、オーバーキルすぎるだろうぅうう！　ハァハァハァ……」

　僕の全力のツッコミが天井から空へ響ひびき渡わたる。

　…………いや、まあ、トラップを使う相手を伝えていないし、漠ばく然ぜんとした注文をしてしまった僕も悪いんだけど……。

　それから、はぁ……と脱だつ力りよくした僕は、ユキヒメに尋たずねた。

「相手の動きを止めたりする捕ほ縛ばく系のトラップない……？」

「あるよ」

　頷うなずいてくるユキヒメに、僕はおずおずと頼たのんだ。

「そ、それ貸してくれないかな……」

「いいよ。はい！」

　と、ポケットから何やらカードを出して手て渡わたしてくるユキヒメ。

　見ると、それはどこかで見たことのある……僕ぼくをモチーフにしたカードゲームのカード、ミカゲカードだった。

「え、なんで？」

「トラップカード『ミカゲの呪じゆ縛ばく』だよ」

「いやいや、そういう意味じゃないから！　なにネタ引っ張ってるの!?　確かに捕ほ縛ばく系のトラップだけども！　僕が亀きつ甲こう縛しばりされてる絵え柄がらだけども！　これ本格的にＲ指定必要だよ！」

「まあ、うれしはずかしなカードはさておき、ちゃんとした捕縛系のトラップ持ってくるね」

　恥はずかしいのは僕だから……。

　それでも、何か用意してくれようとする気持ちは有あり難がたいので僕はお礼を言った。

「ありがとう、ユキヒメ」

　それにユキヒメは頰ほおを染めて言ってきた。

「縛ってみたい？　……わ・た・し・の・こ・と」

「……あ、いや……今日は遠えん慮りよしとくよ……」

　拒きよ否ひする僕にユキヒメは不満げな顔をするのだけど、ハッと閃ひらめいたように言ってきた。

「あ、そうだミカゲくん、何かトラップを自作してみる？」

「自作……？　僕そんな知識ないよ」

「私、普ふ通つうの罠わなの他ほかにも、逆ぎやく海老えび縛りとか知ってるから教えてあげるよ！　一いつ緒しよに縛ろう？」

「逆海老縛りも遠慮しておくけど……罠は自作してみたいな……」

「じゃあ、トラップ一緒に作ろう、ミカゲくん！　ふふ、一緒に何か作るなんて、昔を思い出すね。昔、折紙で作ったあの千せん羽ば鶴づるっぽい『千人ミカゲくん』、まだ大事にしてるんだよ」

「ああ……なんか昔のトラウマが……」

　そんなこんなで、その日はユキヒメ指導の下、トラップ作りに励むことになった。

　それから金曜日まで地下迷めい宮きゆうを掃そう除じしながら、制作したトラップや貸してもらったトラップを設置する作業が続いたのだった。
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　そしてついにやってくる第二金曜日放課後。

　僕は緊きん張ちようしながら、果し宝箱で赤あか柳やなぎくんが言っていた場所だと思われる、体育館裏へやってきた。

　魔ま王おうらしく、戦う。

　……逃にげるわけにはいかない。

「来たな」

　そこには赤あか柳やなぎくんが腕を組んで既すでに待っていた。

　僕ぼくはその赤柳くんと対たい峙じしながらも、一つ気になっていたことを訊きいた。

「赤柳くん、最初に訊きたいんだけど、なんで僕にあの宝箱を？」

「ふん、あの映像の通りだ。お前は魔ま王おうに相応ふさわしくない。そんな奴やつがこの学園をふらふらしているのがムカつくんだよ」

「相応しくない……」

「前々から女みたいな顔しやがって、なよなよしやがって、とイラついていたんだが……前の体育で、お前の姿が目に焼き付いて離はなれなくなったんだよ……この野や郎ろうが！」

「ど、どういうこと!?」

　僕のパンツ一丁姿が赤柳くんの逆げき鱗りんに触ふれてしまったってこと!?

　赤柳くんは指をポキポキ鳴らし、構えてくる。

「も、もうちょっと話し合おうよ！」

「黙だまれ。男なら、拳こぶしで語ってこい！」

　問答無用とばかりに殴なぐりかかってくる赤柳くん。

　あっという間に距きよ離りを詰つめられながらも、僕は全速力で逃とう走そうした！

　いや、本気で逃にげているわけではなくて、もちろん作戦の内だ。

「逃げんな！」

　追いかけてくる赤柳くん。

　僕はなんとか、校庭の毒どく沼ぬまのところまでやってきて、あらかじめ出現させておいた地下迷めい宮きゆうへの入り口へ向かった。

「なんだよ、それ」

　と、毒沼に現れている巨きよ大だいな石の祠ほこらにさすがに戸惑った様子の赤柳くんだったが、

「こっちだよ、赤柳くん！　怖こわいの？　あ、でも沼に落ちないように気を付けてね！」

「あぁん？　ふざけんなよ！」

　僕の言葉に激げつ昂こうして、石の道を走り地下迷宮の入り口へ飛び込こんできたのだった。

「……この学園、こんなのもあるのかよ」

　ライトアップされた地下迷宮の中を見み渡わたす赤柳くん。

「ふふふ、ようこそ、マイテリトリーへ……」

　と、魔王らしい雰ふん囲い気きを醸かもし出して言ってみる僕。

　まあ、マイテリトリーと言っても、この入り口辺りしか知らないんだけどね……。

　赤柳くんでも、さすがにこの地下迷宮には怖おじ気けづいているかな？　と見てみると、この地下迷宮にビビるどころかむしろ意気揚よう々ようと指の関節をポキポキ鳴らしていた。

「面おも白しろいじゃないか。ここがお前の墓場になるのか？」

「は、はは、は墓場になるのは、どど、どっちかな」

　と、強がって言ってみたのはいいが、鬼おにのように睨にらんでくる赤あか柳やなぎくんが恐こわい。恐すぎる！

「言ってくれるじゃないか、ヘタレ野や郎ろうが」

　ずんずんと歩み寄ってくる赤柳くん。

　僕ぼくはその迫はく力りよくに震ふるえながらも、ポケットからリモコンを取り出した。

「なんだ、それは？」

「き、君を地じ獄ごくに送るカーナビみたいなもんさ」

　焦あせって自分でもよく分からないことを口走ってしまったが、これは僕がせっせと仕し込こんだトラップたちの総コントローラーだ。

「い、いくよ！」

　僕は、赤柳くんが所定の場所まで来たことを確認して、第一トラップの発動ボタンを押おした。リモコンの小さなディスプレイに「１」という数字が出た瞬しゆん間かん、ジジジと電流が走る音が聞こえ始める。

「なんだ!?」

　と、さすがの赤柳くんも身構えるが、その時にはすでに第一トラップは発動していた。

　何かの固まりが猛もうスピードで赤柳くんの顔面に当たる。

　ぱふっという柔やわらかい音を放ったそれを、赤柳くんはガシッと摑つかむと目を細めて低い声を出してきた。

「おい」

「なに？」

「なに、じゃねぇよ。なんだこれは」

　と、摑んだ固まりを僕に見せてくる赤柳くん。

　それは、僕に似せて作ったぬいぐるみ人形──。

「ミカゲ人形だよ」

「ミカゲ人形!?　そんなこと訊きいてるんじゃねぇよ。なんなんだよコレは」

「だから、ミカゲ人形だよ。厳密に言えば、不良品ミカゲ人形」

「不良品とかどうでもいいんだよッ！　なんでこの気持ち悪い人形が降ってくるのか訊いたんだよ」

「そこに設置したんだ。全自動ミカゲ人形トラップを。ちなみにそれは幼おさな馴な染じみと共同で作ったオリジナルトラップなんだ」

「オリジナルトラップって、このぬいぐるみで俺おれを倒たおそうと思ったのか!?　ていうか全自動の意味も分かんねぇし！　っくそ、ふざけやがって、絶対ぶっ飛ばす」

　怒いかりを顕あらわにして向かってくる赤柳くん。

　う、うん……まあ分かってたけどね。ミカゲ人形でどうこうできるとは思ってなかったよ。なんか知らないけど、ユキヒメに手伝ってもらってノリノリで作ったらこんなトラップになってたんだよ。でも一回だけは試してみたかったんだ……。

　僕ぼくは投げ捨てられた不良品ミカゲ人形を悲しく見つめて、第二トラップの発動ボタンを押おした。次からはもうユキヒメの家から借りたちゃんとしたトラップだ。ディスプレイに「２」という数字が表示され、ジジジという電流が流れる音と共に壁かべから何かが飛び出す。

「ゥ────!?」

　それは粘ねん着ちやく性せいのロープのようなもので、赤あか柳やなぎくんの身体からだに巻きつくとぐぐぐと締しめつけるように拘こう束そくした。しかし、赤柳くんはその拘束に屈くつせず歯を食いしばり──

「こんなものでッ！」

　と、腕うでの力で引きちぎっていた。

　う、噓うそでしょ！　と思いながらも、第三トラップを発動させる。

　すると天てん井じようと壁から四本の鎖くさりが飛び出した。

「クッ──！」

　それらの鎖は、赤柳くんの四し肢しに絡からみつき、宙ちゆう釣づりに拘束した。

　しかし、赤柳くんは歯を食いしばり四肢に力を入れている様子で、鉄の鎖がギシギシと音を立てる。

　今にも拘束から抜ぬけ出しそうな赤柳くんに僕はビビりながら声を掛かけた。

「言っとくけど、まだそういうトラップは一いつ杯ぱいあるよ！　降参しないと、最終的には忍にん者じや兄弟が君に襲おそいかかって、それから頭に衛星からのレーザーが降り注ぐよ！」

「ふざけんなッ！」

　そう叫さけぶ赤柳くんの右腕の鎖が引きちぎれた。

「そんな借りものの力に頼たよらず、正々堂々かかってこいよ！　自分に立ち向かってくる勇者を敢あえて戦いの前に全回復させるぐらいの魔ま王おうらしさを発はつ揮きしてみろよ！」

　その赤柳くんの言葉に、僕はハッとした。

　今、僕が使っているこのトラップたちはみんなユキヒメからの借り物だ。それにそもそも地下迷めい宮きゆうにトラップを仕掛けるというアイディアはメリアさんに導かれたものだ。

　この場に僕の、僕による力と呼べるものは、地面に投げ捨てられた不良品ミカゲ人形ぐらい……いや、そもそもこれを作ったのもユキヒメだし、この場に僕の力と呼べるものは存在していなかった。

「……確かに、そうだね」

　僕はコントローラーを持つ手を下ろした。

「ふっふっふっ、やる気になったか」

　と不敵に笑う赤柳くんの左足の鎖がちぎれ、続けて右足の鎖もちぎれ、残るは左腕のみ。

　その赤柳くんを見る僕の耳に、ふと遠くから声が聞こえてきた。

「暗あん上じよう院いんのお坊ぼつちゃん、使い時は今ですよ！」「俺おれたちを使ってください！」

　見ると忍にん者じや兄弟トラップの木箱が小さく開いていて、二人が僕ぼくに声を掛かけてきていた。

　ごめん……一いち郎ろうさん、二じ郎ろうさん……。六時間ぐらい前からスタンバイしてくれてたけど、僕はトラップを使わないことに決めたんだ……。

　最後の鎖くさりを引きちぎり地面に降り立った赤あか柳やなぎくんを見み据すえて僕は言った。

「僕は自分の力で戦うよ！」

「そうこないとな」

　コントローラーをポケットに仕し舞まう僕に、赤柳くんは不敵な笑みを浮うかべて睨にらんでくる。

　遠くで「おい今の聞いたか？」「兄あに者じやが声掛けるからいけないんだよ」「お前だって声掛けただろう！　ていうか、前から思ってたんだけどお前デカすぎ、狭せまいんだよ」「んだと？　さっきから眼鏡めがねのフレームが当たって痛いんだよクソ眼鏡が」「はっ、なんだと。俺おれの唯ゆい一いつのアイデンティティーをバカにしやがって、このウドの大木が！」「おいおい聞き捨てならねーな、兄者が集めてる『ヤマブキ・春のパン祭り』のポイントシール、全部捨てるぞ」「おい、ふざけるなよ。あれ集めるためにここ数週間の主食が全部パンだったんだぞ！　おいしいけど」「俺のご飯までパンにしやがってイラついてたんだよ。俺は和食派なんだよ」「お皿が当たるんだぞ！　パン載のせたい放題なんだぞ」「おにぎり握にぎって筋肉鍛きたえたいんだよ！」

　そんな喧けん嘩かが聞こえてくる。激しくどうでもいい……。

「おい、なんかあの箱から変な声が聞こえてくるぞ」

「あ、うん。気にしないで」

　気を取り直して赤柳くんと向き合うのだけど、内心、ガクガク震ふるえていた。

　そういえば殴なぐり合いのケンカなんて初めてだ……。えっと、考えろ……こうパンチがきたらこう避よけて、こんな感じの蹴けりがきたらこう返して、ああ！　そしてこうパンチを放って、もう一丁……い、いけるかもしれない……。

「…………」

　そういえば、始まりの合図とかあるのかな……。

　なんて考えていると、突とつ然ぜん赤柳くんが疾しつ風ぷう怒ど濤とうの速さで僕の間合いに入ってきた。

　避けるのも間に合わず、赤柳くんに胸むな倉ぐらを摑つかまれ壁かべに押おし当てられる。

「────」

　速い……何もできない……。

　初めての喧嘩のスピードに愕がく然ぜんとするのと、壁に押し当てられた衝しよう撃げきでポケットからコントローラーが地面に落ちたのは同時だった。

　地面に落ちたコントローラーを邪じや魔まと言わんばかりに蹴り飛ばす赤柳くん。

「これで終わりだ」

　赤柳くんがそう拳こぶしを振り上げた時だった。

　バチッバチッと電気の音が聞こえ、見ると、コントローラーは蹴られた衝撃と、蹴られてから勢い良く壁かべにぶつかった衝しよう撃げきとで煙けむりを発していた。

「あ、赤あか柳やなぎくん、あれ！」

「そんな手に騙だまされるかよ！」

　と、赤柳くんが言った時だった。

　コントローラーが強きよう烈れつに放電し始め、ディスプレイに「１＋[image: α]」の表示がされたと思った瞬しゆん間かん──

　赤柳くんの後方から強烈な爆ばく発はつ音おんが発生した。

　地下迷めい宮きゆうの灯あかりが明めい滅めつし、次いで何かが崩くずれる轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

「────」

　さすがに赤柳くんもそれには振ふり返るのだが、その瞬間──パッと地下迷宮の灯りが全すべて消え真っ暗になった。

　……僕ぼくは真っ暗になる前に目撃してしまった。

　足元にヒビが入っていたことに……。

　嫌いやな予感が全身を駆かけ廻めぐるのだが、それは的中した。

　崩れる轟音はどんどんこちらへ近づいてきて、

「────!?」

　あっと思った時には浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み、僕と赤柳くんは落下したのだった。

「あたた……」

　と起き上がる。幸い怪け我がはしていない。

　周りを見渡すが真っ暗で何も見えず、忍にん者じや兄弟トラップを発動させるため携けい帯たいを持っていたことを思い出して、取り出しライト代わりにする。周りは崩れた床ゆかと思われる岩だらけ。どうやら、地下一階から地下二階へ落ちてしまったらしい。ちなみに携帯は圏けん外がいだった。

　それから周りを照らしていると、赤柳くんが倒たおれているのを見つけて駆け寄った。

「赤柳くん!?」

「くっ……」

　と、目を覚ます赤柳くんは、立ち上がるとガクッと右みぎ膝ひざを突ついた。

「チッ……」

「え、足痛めたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「これぐらい余よ裕ゆうだ。ていうか、何があったんだ？」

　僕は「１＋[image: α]」という表示で放電していたコントローラーのことを思い出して、もしかしたら……、と赤柳くんに言った。

「不良品ミカゲ人形が爆発したのかもしれない……」

　……ユキヒメが僕に不良品ミカゲ人形を渡す時に改良したとか言ってたんだけど……もしかしたらあの爆発能力だったのかもしれない……ちゃんと聞いておけば良かった。

「噓うそだろ……？　ミカゲ人形スゲェ威い力りよくだなおい」

　赤あか柳やなぎくんはえらく感心した様子だった。

　僕ぼくは忍にん者じや兄弟のことを思い出して周りを見み渡わたしながら声を出した。

「一いち郎ろうさーん！　二じ郎ろうさーん！」

　しかし返事はない。

　巻き込こまれたのかな……無事かな……まあ、腐くさっても忍者の特とく殊しゆ資格を持っている二人なので大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……。

　と、考えていると赤柳くんは再び立ち上がり、足を引きずりながら歩き始めた。

「何処どこ行くの？」

「さっさとこの陰いん気き臭くさいところから出るんだよ」

「出口とかよく分かんないし、あんまり動かない方がいいと思うよ」

「お前は、勝手にそこに居ろよ」

　僕の言葉を無視して赤柳くんは歩いて行く。

「待ってって──」

　制止しようと赤柳くんに駆かけ寄り、肩かたを摑つかんだその瞬しゆん間かん──地面の感覚がなくなった。

「────!?」

　滑すべり台をすべり降りるように落下し、気付けばさらに地下へ下りて来てしまっていた。

「くそが……」

　と苦しそうに立ち上がり再び歩き始める赤柳くん。

「ちょっと待って──」

　そう制止しようと駆け寄り肩を摑んだ瞬間──再び地面の感覚がなくなる。

　気付けばまた更さらに地下へ下りてきてしまっていた。

「バカやろうが……」

　そう赤柳くんは、呟つぶやいて立ち上がり三み度たび歩き始める。

　僕は慌あわてて制止しようとするのだけど、またもや、地面の感覚がなくなった。

　しかも今度の滑るような落下は長く……というか、地面に着いたと思えばまた地面が斜ななめに下がり……着いたと思えばまた地面が斜めに下がり……

「いや、これどこまで下の階があるの──!?」

　と、僕と赤柳くんは長くゴロゴロと転がり続けた。

　そうしてようやく止まるのだが、長く落ちすぎてここが一体何階なのか見当がつかなかった。

「なんなんだよさっきのは……」

　呻うめくように言う赤柳くん。

　僕は、そういえば、と先生がこの地下迷めい宮きゆうについて言っていたことを思い出した。

「確か、先生が……、勇者がいつ攻せめてきてもいいように、地下迷宮をさらに地下迷宮らしくさせる授業を上級生がやっているとかなんとか言ってたけど、それ関係かもしれない……」

「かなり地下深くまで落ちたな……。一体さっきのは何の罠わなだったんだ」

「移動用とか？」

「それならどっかに上がれる階段があるはずだろ？」

　と、立ち上がり足を引きずりながら歩き始める赤あか柳やなぎくんを、僕ぼくは今度こそ制止する。

「ちょっと、赤柳くん、なんでそんなに、ここから早く脱だつ出しゆつしたがるの？」

　それに赤柳くんは舌打ちして、言い難にくそうに答えてきた。

「……暗いとこ……怖こわいんだ」

「……あ……そうなんだ……」

　見た目とは裏腹の言葉に僕は気が抜ぬけてしまう。

　それからなぜかちょっと耐たえ切れなくなってクスクスと笑ってしまうと、赤柳くんは烈れつ火かの如ごとく僕の胸むな倉ぐらを摑つかんで言ってきた。

「お前、何笑ってんだ！」

「ご、ごめん……でもなんか面おも白しろくて……」

　と再び笑ってしまう僕を赤柳くんは突つき飛ばして、舌打ちしてきた。

「お前、外出たら覚えてろよ」

「そ、その足でちゃんと喧けん嘩かできるの……？」

　その僕の言葉に赤柳くんはもう一度強く舌打ちすると、足を引きずって歩き始めた。

　僕はその後ろを追いかけて、赤柳くんの右手を持ってから肩かたを担かついだ。

「何すんだよ」

「いいよ、僕も早くここから脱出したいし、歩くの手伝うよ。それに携けい帯たいの灯あかりが必要でしょ」

「…………」

　突き飛ばされるかと思ったが、赤柳くんは舌打ちするだけだった。

「そういえば、赤柳くんは、携帯持ってないの？」

「俺おれは携帯は持たない主義だ」

「そうなんだ……」

　という会話を最後にしばらく無言で地下迷めい宮きゆうを歩き回る。

　有あり難がたいことにモンスター的な凶きよう悪あくな生物とは出くわさなかった。……まあ、モンスターなんてそうそう拝めるような存在じゃないしね。それから地下迷宮のトラップは、天てん井じようから顔を覗のぞかすギロチン的な刃はだったり、何かが飛び出るか噴ふき出るかの穴が開いていたりと、如何いかにもヤバげな奴やつがあちらこちらで散見されるけれど、爆ばく発はつで地下迷宮の電源的なものが落ちているらしくて大半は発動しなかった。

　ただ、動力源を必要としないものは健在で──

　例えば、ある広い部屋に辿たどり着くのだけど、そこの部屋の床ゆかは何を塗ぬってるのか半はん端ぱなく滑すべってまともに歩けなかった。仕方なく滑すべって進むのだけど、赤あか柳やなぎくんを肩かたに担かついでいることもあり、曲がれず真まっ直すぐ滑るしかできない。部屋に配置されている障害物を上手うまく使って、出口へ滑っていこうとするのだけど中々上手いこと出口へ辿たどり着けなかった。

「なにやってんだ、こう進んでああ進んだらちゃんと辿り着くだろ！」

「違ちがうよ、ああ進んでこう進んだらあそこに辿り着くから、こう進んでいけばいいんだよ！」

　と、転んで滑って考えて喧けん嘩かすること数十分掛かけてなんとか部屋の出口に辿り着いた。

　それからまた違う部屋に辿り着くのだけど、そこには歯車やらなんやらのパズルを嵌はめ込こむことで開く扉とびらが用意されていて、それまた口喧嘩しながら数十分掛けてようやく扉を開けることに成功した。

　それからは、かなり大きな宝箱がぽつんと置かれていたり──入学式の日に吞のみ込まれた人を見た経験から、開けようとする赤柳くんを必死に止めた──水すい没ぼつしている通路を歩いたり、両りよう脇わきが落とし穴になっていて落ちたら突き出た槍やりで串くし刺ざしにされるような細い通路を慎しん重ちように歩いたり、と結構ガッツリと歩き回りさ迷い続けた。

　その中で分かったことは、ここが地下三十階だということだった。壁かべに大きく書かれているのを見つけた。

「赤柳くんはさ……」

　疲つかれてきたのと、出られる気配がない空間に不安を覚えて、それを紛まぎらわすように赤柳くんに声を掛けてみた。

「……なんでいつも不ふ機き嫌げんというか、殺気立ってるの？　休み時間とか授業とか」

「あ？」

「ご、ごめん」

　凄すごまれて僕ぼくは即そく座ざに謝あやまる。

　また無言の時間が続くのかと思いきや、赤柳くんは口を開いてきた。

「俺おれはいつも気合い入れてんだよ」

　き、気合い……？

「そ、そうなんだ」

　よく分からないけどとりあえず頷うなずく僕に赤柳くんは、ぼそりと言ってきた。

「……俺は……魔ま王おうの資格が欲しくてこの学園に入ったからな」

　その赤柳くんの言葉に僕はズキリとした。

「なんで……赤柳くんは魔王の資格を目指してるの？」

「昔からの憧あこがれだったからさ……魔王の生き様ってカッコイイだろ？」

　生き様……。

　カッコイイのかどうか分からないけれど、一応頷く僕に赤柳くんは過去を振ふり返るように遠くを見つめて口を開いてきた。

「ただ……俺おれの家は代々、勇者の資格を目指す家系だったから、俺が魔ま王おうの資格を取るって言ったらめちゃくちゃ反対されたよ。なんとか頭を下げて学園に入れてもらったけど、ほとんど勘かん当どうされるような勢いだったな」

　勇者の資格を取ることを目指している家系……。

　確か、勇者の資格はその価値や意味から家の名めい誉よと誇ほこりのために必死に取ろう、取らせようとする家があることを聞いたことがある。それは別に珍めずらしいことじゃなくて、僕ぼくの家なんかは魔王の資格に重きを置く、ある意味、魔王家系だ。ただ、赤あか柳やなぎくんが勇者の資格を目指している家系だとは全く思っていなかったので僕は目を丸くした。見た目的には完全に魔王だもん。

「……じゃあ、赤柳くんは魔王の資格を取れたら、その後は、勇者の資格を目指すの？」

　世の中には特とく殊しゆ資格を二個も三個も取る人が居るし、実際自分の兄がそれだった。

　その僕の質問に、赤柳くんはしばらく考えるように沈ちん黙もくすると、鼻を鳴らしてきた。

「ふん……まだ、どうなるか分かんねぇな。でも今の俺はそんなことしたくないと思ってるよ。だってその幻想職フアンタジストに対して失礼だろ」

「失礼？」

　今まで聞いたことない言い回しに僕は首を傾かしげると、赤柳くんは真ま面じ目めな顔で言ってきた。

「俺は……幻想職フアンタジストの特殊資格はただの資格と違ちがって、その資格の象しよう徴ちようとなる『魔王』や『勇者』とかから生き方を学んで、それを心に誓ちかうもんだと思ってる。そんな心の誓いを二つも三つも持ってしまうと意味が分かんなくなるし、その象徴に対しても失礼になるだろ」

「…………」

　その象徴──幻想職フアンタジストに対しても失礼……。

　赤柳くんが言ったその言葉は僕にとっては新しん鮮せんで、そして難しかった。

「つっても、勇者の資格なんて俺が目指して取れるようなもんじゃないけどな」

　と、自じ嘲ちようするように言う赤柳くん。

　見た目や雰ふん囲い気きから不良番長と思い込こんでいた僕は、強い志を持って物事を考えている赤柳くんに驚おどろきながらも、溜ため息いきを吐ついて言った。

「赤柳くんが、僕を魔王に相応ふさわしくないってムカつきを覚えた理由が分かったよ……」

　黙だまって聞く赤柳くんに僕は、どつかれる覚かく悟ごで吐と露ろした。

「僕は……強制的にこの学園に入学させられたんだ」

「…………」

　しかし、どつかれることはなく、また怒ど鳴なられることもなく、話を促うながすように目を向けてくる赤柳くんに僕は続けて喋しやべった。

「僕の家はみんな魔王の資格を取っている魔王の家系でさ、お前も取れって魔王学園に入学させられたんだ……。だから魔王の資格に対する想おもいも理解もそこまでなくて……それに昔から兄と比べられてたから、全然自信がなくて……そういうのが出てたのかもしれない……」

　それを聞く赤あか柳やなぎくんは怒おこることはなく、何も言わず、ふん、と鼻を鳴らすだけだった。

　それからしばらく無言の時間が続き、赤柳くんを肩かたに担かついだまま当てもなく歩を進めていた時だった。

「何ここ……」

　大きな両開きの扉とびらが目の前に現れた。

「上に戻もどれるのか」

「いや……これどう見ても違ちがう系の扉じゃない？　ボス部屋とか……」

「まあ、モンスターなんてここには居ないし、ボス部屋だったとしても大だい丈じよう夫ぶだろ」

「そ、そうかもしれないけどさ……」

　まあ……このまま回れ右をして、また当てのない放ほう浪ろうを続けるというのも忍しのびない。

　しばらく考えた末、その扉を開けて中を見てみることにした。

「…………」

　扉は押おすと簡単に開いた。

　中は他ほかの場所と同じく真っ暗。かなり縦にも横にも広い空間らしくて、携帯電話のライトで遠くを照らそうとしても奥おくまでは見えなかった。

「…………」

　仕方なく部屋の中へ足を踏ふみ入れる。奥を確認したらすぐに外に出るつもりで、携帯電話を高く掲かかげて、赤柳くんを肩に担いだまま一歩一歩進んでいく。

　それから二十メートルぐらい進んだ時だった。

　ようやく向こう側の壁かべが薄うつすら確認できたのだけど……。

「…………？」

　それと同時に何か大きなモノがあることも確認できた。気になりそのまま歩を進めると、その大きなモノの正体が分かった。一いつ瞬しゆんだけギョッとしたが、

「魔ま王おうの彫ちよう像ぞう？」

　それは大きな彫像だった。

　二つの足で立ち、頭には王おう冠かんと二つの角、左手には杖つえを、右手には剣けんを持った、おそらく魔王を象かたどった彫像。全身が研けん磨まされたように艶つややかで、色は全体的に灰色掛がかっていた。

「良くできてるな」

「そうだね。でもただの像で良かったよ……」

　何かボスでも居るんじゃないかとびくびくしていただけに、少し安あん堵どする。

　その他にはなにもなさそうなので、部屋を出ようと扉へ振ふり向いた──その時だった。

「────!?」

　突とつ然ぜん、バタンと扉が閉じてしまった。

「な、なんか勝手に閉まったんだけど……」

「風じゃないのか？」

「そ、そうかな……でもここ地下三十階だよ……？　なんかイヤな予感が」

　と、お互たがいに顔を見合わせて早足で扉とびらへ向かう。

「──あ、開かない!?」

　閉じた扉は、最初に軽く開いたのが噓うそのように、押おしても引いてもどうしても開かなかった。

「おいおい、マジかよ。俺おれたち閉じ込こめられたのか？」

「それだけだったらいいんだけど……この流れは……」

　そう僕ぼくが不安げに言った時だった。

　ボッと部屋の明かりが灯ともった。

「お、地下迷めい宮きゆうの電源が復活したのか……？」

　明るくなり元気を取り戻もどす赤あか柳やなぎくん。

「そ、それだけだったらいいんだけど……」

　僕は嫌いやな予感がひしひしとしていた。主に背後から。




『──センサー確認──副電源起動』




　そんな機械音が背後から聞こえてハッと振ふり返ると、魔ま王おうの彫ちよう像ぞうの目に赤い光が宿っていた。

　あ、ああ、あ、あの目の光、なんか見覚えがあるぞ。

　ぐるぐると記き憶おくを遡さかのぼって浮うかんだのは、生物室の人体ゴーレムという名のロボットの姿だった。

　ズシンッ！

　思い出したのと同時に、そんな足音が響ひびき渡わたる。

　見ると魔王の彫像の足が一歩前へ動いていた。

「おい、なんで、あれ動いてんだ!?」

　驚おどろく赤柳くんに、僕は心の中で嘆なげいた。

　最悪だ……！

　魔王像はさらに一歩前に踏ふみ出すと、口から大きくて低い声を発してきた。

『よく来たな……勇者よ』

　いや、勇者じゃないんですけど……!?

「誰だれが勇者だ、この野や郎ろうが！」

「赤柳くん、喧けん嘩か売ったらダメだよ！」

『威い勢せいがいいな』

　魔王像はふははと盛せい大だいに笑うと、右手の大きな剣けんを構えて言ってきた。

『さあ……相手になるぞ勇者よ』

　うわぁやっぱりこの展開だよ……！

「僕ぼくたちは勇者じゃありません！　迷い込こんだだけなんです！」

『……そのようなことでは騙だまされないぞ。勇者よ、死んでもらおう！』

　魔ま王おう像ぞうはその巨きよ体たいからは信じられない速さでズシンズシンと僕たちに近づいてくる。

「だから、勇者じゃないってば！」

　必死に言うけれど迫せまりくる魔王像の姿に無む駄だだと悟さとった。逃にげなくちゃ！　でもどこに!?

　ふと、部屋の一番奥おく。

　魔王像で死角になっていた場所に、扉とびらがあることに気付いた。

「赤あか柳やなぎくん、あの扉！」

「ああ」

　あれは出口ではないかもしれないし、開かないかもしれないけれど、ここに留とどまるよりかは遥はるかにいい。

　僕は肩かたに担かついだ赤柳くんと目配せし、迫ってくる魔王像に対して斜ななめ横に移動する。

「いいか、俺おれがあいつの剣けんを見るから合図したら前に思いっ切り跳とべよ」

「う、うん」

　魔王像はついには目前まで迫り、巨大な剣を大きく振ふり上げてくる。

　そして、その剣が振り下ろされるかという瞬しゆん間かんに赤柳くんの声が響ひびいた。

「──今だ！」

「────！」

　肩に担ぐ赤柳くんを引っ張るようにして力一いつ杯ぱいに前へ跳ぶ。

　倒たおれるように地面に着くのと、真後ろで轟ごう音おんがしたのはほぼ同時だった。

　振り返ると、魔王像はよほど渾こん身しんの力で振り下ろしたのか、剣は石の地面に深く刺ささって、抜ぬくのに苦労しているようだった。

　今のうちに！

　急いで立ち上がり、赤柳くんを担いで前へ進む。赤柳くんも自力で歩こうとしており、なんとか前へ進んで行くのだけど、スピードが遅おそい。

　ズドンズドンと再び聞こえてくる足音に振り返れば、魔王像は剣を抜くのを諦あきらめたらしく、左手の杖つえを両手に持って僕たちへ迫ってきていた。

　その魔王像の姿に舌打ちをした赤柳くんは、不意に僕を突つき飛ばしてくる。

「俺に構うな、お前だけでも逃げろ」

「だ、ダメだよ！」

「ある意味、こんなことになったのは俺の責任だ……。こんな足でも、囮おとりぐらいにはなってやる……」

　そう赤柳くんはシニカルに笑うと、大声で魔王像を挑ちよう発はつしながら、足を引きずって離はなれていった。魔ま王おう像ぞうはその挑ちよう発はつに乗るように赤あか柳やなぎくんを目がけていく。

　奥おくの扉とびらが目に入るが赤柳くんを囮おとりにして自分だけ逃にげるわけがなく、挑発して離はなれていく赤毛の男子生徒の下へ僕ぼくは走った。

　魔王像が杖つえを振ふり下ろす寸前で、赤柳くんにタックルする。転がるように移動した直後、真後ろで地面が叩たたかれる轟ごう音おんが盛せい大だいに響ひびいた。

「何すんだよ！　てか、早く逃げろよ！」

「一人で逃げるわけないだろ！　そんなことしたらメリアさんに叱しかられちゃうよ！」

「……は？」

　とか、そんな言い争いをしている間に魔王像は僕らへ向かってくるので、僕は赤柳くんに無理矢理、肩かたを貸して一いつ緒しよに走り出した。

　舌打ちが聞こえて、赤柳くんも大きく足を動かして前へ向かうのだけれど、スピードが出ずどんどんと追い付かれ、振り返れば魔王像は僕たちに杖を振り上げているところだった。

「────」

　ダメだ、逃げられない──。

　そう思った時だった。

　ズダァンッと強きよう烈れつな音が遠くから聞こえてきた。

　魔王像はそちらへ気を取られ、僕と赤柳くんもそちらへ振り向く。

　再びズダァンッという強烈な音が鳴り響いて、その音は固く閉ざされた大きな扉の外から発せられていることに気付いた。

　それから扉はけたたましく鳴り響き、そして、幾いく度ど目かの時、

　──激音と共に扉がぶっ飛んだ。

　大扉が宙を舞まう中、その向こうから人ひと影かげが颯さつ爽そうと現れる。

　それはすごく見覚えのある人……。

　長い黒くろ髪かみに端たん整せいな顔のエプロンドレスを着た女性──

「メリアさん!?」

　──絶世の美女と言っても過言ではないぐらい美しすぎるメイドさんだった。

「ご無事でしたか、ミカゲ様」

　僕たちと、今置かれている状じよう況きようを確認するように部屋の中を見み渡わたすメリアさんは、深々と刺ささっている巨きよ大だいな剣けんのところへ歩いて行く。

「剣を持つのは久しぶりです」

　メリアさんはそう言うと、太い剣の柄つかを両手で握にぎりあっさりと地面から抜ぬき放った。

　身体からだよりも大きなその剣を両手で持ち上げたメリアさんは、重さを微み塵じんも感じさせない──まるで羽根でも振っているかのように軽々と振ってみせる。その姿からは、まさに『勇者』という名に相応ふさわしい神こう々ごうしいオーラが溢あふれ出ていた。

　……そ、そういえば、メリアさんが剣けんで戦う姿を僕ぼくはまだ見たことがない。

　魔ま王おう像ぞうはそのメリアさんを敵と認識したのか、杖つえを握にぎり直し、向かっていく。走りながらその杖を振ふり上げる魔王像。

「────」

　メリアさんは剣技を放つのかと思いきや、唐とう突とつに、その大剣を魔王像へ向かって思いっ切り投げ放った。

　猛もうスピードで宙を飛ぶ大剣──それは、そのまま魔王像の心臓辺りへグサリと突つき刺ささり……魔王像は動かなくなった。

「え……？　え？」

　それは全くもって剣技でも何でもなく、ただ剣を投げただけ。

　これを、瞬しゆん殺さつ──と呼ぶのだろう。魔王像に四苦八苦していた自分たちと、メリアさんとの実力の差を見せつけられた気がした……。でも、悔くやしい気持ちは自然となかった。

「メリアさん──」

「ミカゲ様、無事で何よりです」

　僕は赤あか柳やなぎくんを一いつ旦たん肩かたから降ろしてから、手をパンパンと叩たたいて埃ほこりを落とすメリアさんの下へ駆かけ寄った。

　そのメリアさんを見ると、何か違い和わ感かんが……。

　僕は慌あわてて、手で目を覆おおった。

　さっきまでは遠くて分からなかったけど、よく見るとメリアさんの服が溶けていて、白い肌はだがかなり露ろ出しゆつしていた。

「メ、メリアさん……ところどころ服が溶けてるよ、どうしたの!?」

「地下迷めい宮きゆうの入り口が塞ふさがっておりましたので、こじ開けるために一度、毒の沼ぬまに入ったのですが……。どうやら、その時に少し溶けてしまったみたいですね」

「毒沼に入ったの!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「勇者の資格を取るために、毒舌の訓練を受けておりますので。だから、スライムごときには、心配されずとも大丈夫です、ミカゲ様」

「ちょおおおおお！　さらっと僕のこと罵ののしってるから、毒違ちがいだから！」

　勇者……なに教えてるんだよ！　ま、まあ……メリアさんはいつもの調子なので大丈夫だったんだろう……。

「ミカゲ様？　なぜ、目を覆っているのですか？」

「いや、だってほら……肌見えてるし」

「別に見られて恥はずかしいことはありませんが……」

「いやそれでもなんか……こ、これ着た方がいいよ」

　と、僕はとりあえず、上着を脱ぬいで、メリアさんに渡わたした。
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　そうこうしていると赤あか柳やなぎくんが右足を引きずりながらこちらへやって来て、僕ぼくに尋たずねてきた。

「……誰だれだ、こいつ」

「僕の家の……メイドさんなんだ」

「メイド……？」

　眉まゆをひそめる赤柳くん。

　その赤柳くんに、僕の上着を羽は織おったメリアさんは優ゆう雅がに挨あい拶さつした。

「初めまして、白しら波なみメリアと申します」

「お、おう……」

　赤柳くんは、迫はく力りよくか何かに押おされたように頷うなずいていた。

「メリアさん、そういえば……僕たちのピンチが何で分かったの？」

「忍にん者じや兄弟から連れん絡らくがありましたので急いで参りました」

「助かったよ……本当にありがとう！　あ、でも、その忍者兄弟は？」

「途と中ちゆうまで付いて来ていたのですが、足手まといだったので、捨て置きました」

「いやいやいや！　大だい丈じよう夫ぶなのそれ!?」

「ええ、大丈夫でしょう。たぶん。死んでも空蟬うつせみの術を使えばいいことですから」

「うぉぉぉい！　死んでたら空蟬の術使えないからね！」

　大丈夫かな……忍者兄弟……って、まあ……忍者の資格持ってるし、『ヤマブキ・春のパン祭り』のポイントシールを集めるまで死ねないだろうし、きっと大だい丈じよう夫ぶだよね。

「とりあえず、ここを出ましょうか」

　そう言うメリアさんに僕ぼくは部屋の奥おくの扉とびらを指差した。

「あの扉とか、外に出られそうな気がするんだけど？」

「そうですね、ちょっと見てみましょう」

　僕たちは部屋の奥の扉へ向かう。

　赤味がかったその扉は、開かないんじゃないかと思ったけど、手を触ふれると簡単に開いた。

　また何か変な部屋だったらどうしよう……。

　そんな不安を感じながら、恐おそる恐る扉の先を覗のぞくと、そこには延々と上へ続く階段──僕たちが探していた地上へと戻もどる階段が存在していた。

　そしてその横には……。

「まだ下があるの……ていうか、なにこの全自動……」

　さらに地下へ下るための『エスカレーター』が存在していた。……なんでもいいけど、世界観ぶち壊こわしだからね！

　エスカレーターの先に続く地下を覗き込こんで啞あ然ぜんとする僕に、メリアさんは神しん妙みような顔で尋たずねてきた。

「ミカゲ様、冒険を続けますか？」

「い、いや、勘かん弁べんして……」

　顔を引きつらせながら言った僕は、下に広がる地下迷めい宮きゆうがどんなものなのか想像したくもなかったので、早々に地上へ上がる階段に足を掛かけるのだった。

　それから階段を上がっていく僕たち。メリアさんがいると思うと心強い僕は疲つかれを隠かくしてさらに階段を上がっていく。そして、行き止まりらしき場所へ辿たどり着いた。そこには石の蓋ふたがされているらしく、その隙すき間まから少しだけ光が差し込んでいる。僕はそれを押おし上げてみるが重くてびくともしない。

「スライムレベルのおつむでは、ちょっとだけ難しかったようですね」

　僕に代わってメリアさんがその石蓋を横に滑すべらせるようにスライドさせる。う……スライド式だったんだ……。すると、重い音を立てながらも蓋はすんなりと動き、外の光が思い切り目に飛び込んできた。開いた出口から顔を出してみると、そこは毒どく沼ぬまの近く──出口の石の蓋は石せき碑ひだったのだ。

　何はともあれ、外に出た僕は思いっ切り新しん鮮せんな空気を吸い込んだ。

　長時間、地下迷宮に居た気がしたが、外は夕暮れの陽ひが残っている。

　何度か深呼吸をした僕は、メリアさんにもう一度お礼を言った。

「ありがとう、メリアさん」

「いえ、メイドですので」

　メイドって毒どく沼ぬまに入っても無事だったり、明らかにボスキャラの魔ま王おう像ぞうを瞬しゆん殺さつしたりするぐらいハイスペックだったっけ？

　でも……こんな僕ぼくのために駆かけつけてくれたんだ……ありがとうメリアさん。僕は、そんなアークメイドでハイパーメイドなメリアさんに感謝しつつ、後ろでぼーっとこちらを眺ながめていた赤あか柳やなぎくんに近づいて手を差し出した。

「なんだよ？」

「いや……あの……、なんていうかこういう時って友情が芽生えるっていうか友達の握あく手しゆかな、なんて……」

「は？　気持ち悪い！」

　赤柳くんは手をパンと叩たたいて言ってきた。

「気安くすんじゃねーよ！　いいか、俺おれは、必ずお前を八やつ裂ざきにして倒たおしてやるからな！」

「えええええ」

　敵対心芽生えまくってるし。

「それから、おい、あれだ。これからは俺のことを下の名前──エリトって呼べ。分かったか」

「は、はい！」

　赤柳……じゃなくてエリトくんは僕を睨にらみ付けると、ふんと振ふり返ってそのまま背を向ける。

そして、おもむろに手を口にやると手笛を吹ふき始めた。その笛の音が響ひびくと──どこからともなく紙かみ袋ぶくろを被かぶった子分Ａが現れ、その子分はさらに仲間の子分Ｂ、Ｃ、Ｄを呼んだ。そして、短たん距きよ離り走そうの時のように神輿みこし台だいに赤柳くんを乗せると、わっせわっせと運んで去っていった。……なんなんだ、あの子分たちは……。

　しかし、去り際ぎわの赤柳くんの顔が真っ赤だったのは、メリアさんのちょっとエッチな格好に照れていたせいなのか……やっぱりよくわからない。

「メリアさん、なんで、また僕脅きよう迫はくされたのかな……。さっきは夕ゆう陽ひをバックに友情を確かめ合うタイミングだったよね？」

「友情が愛情に変わる時、人は真の愛に目覚める……」

「え？　え？　なに、突とつ然ぜん？　全然意味わからないから！　僕、そっち系じゃないから！」

　メリアさんに弁明するが、「少し寒いですね。あとミカゲ様の顔、さっきから赤くて気持ち悪いので少し離はなれて歩いてくださいね」と寒がる仕草をして去っていく。

　僕だってメリアさんの姿に赤くなってただけだから……。

　と、僕は毒舌なメイドさんに置いていかれながら、家路に就ついたのだった。
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　ちなみに──

　後日のことだけど、地下迷めい宮きゆうをぶっ壊こわしたということで内ない申しん点てんは上がらず、先生のスペシャル説教が僕ぼくに炸さく裂れつしたのだった。
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　さらに、ちなみに──

　地下迷宮の騒そう動どうの日の夜。

　ユキヒメに果し宝箱の件がどうなったか報告やら雑談の電話をした時のことだった。最後にふとユキヒメに尋たずねられたことが忘れられなかった。いや、忘れていただけなのだけども。

「そういえば、一いち郎ろうと二じ郎ろうが帰って来ないんだけど、知らない？」

「あ」




　──数日後、忍にん者じや兄弟は泣きながら帰ってきたらしい。










　　第六話　　中間テストとメリアの発熱




　魔ま王おう学園の中間テストが迫せまり、ついに明日に控ひかえた休日のこと。

　勇者の特とく殊しゆ資格を持った鉄人メイド──メリアさんの調子はすこぶる悪かった。

　実は地下迷めい宮きゆうの騒そう動どうの後から兆きざしはあって、例えば……

「ミカゲ様、ここのドア開かないのですが……なにかクエストをクリアしないといけないのでしょうか？」

　と、壁かべに触ふれながら、延々と写真集「ミカゲ密着二十四時」の表紙の僕ぼくへ喋しやべりかけていたり。

　ご飯の時も……。

「良い肉が手に入りましたので、腕うでによりを掛かけて料理しました」

　とテーブルにお皿を置くメリアさん。

　そのお皿に乗っている肉は、生でしかもなんかビクビクと動いていた。

「メ、メリアさん、な、なんかこの肉動いてるよ？」

「鮮せん度どが一番ですので……」

「鮮度……？　ところで、これなんの肉？」

　首を傾かしげると、どこからか、きゅーんきゅーん、という大音量でありながらも弱々しい鳴き声が聞こえてきた。

「いやこれ……もしかして……」

「丁度、良いテール部分の肉がありましたので……」

「べ、ベルちゃああああああああああん！」

　そんな感じで、ベルちゃんの尻尾しつぽを調理してしまっていたり。

　メリアさんが咳せきをし始めた時も……。

「大だい丈じよう夫ぶ、メリアさん……」

「こほッこほ……大丈夫です……調合した万能薬がありますので……こほっ」

「万能薬？」

　そのメリアさんが調合したという万能薬とやらは鉄製のコップに入っており、ただならぬ匂においと色を放っていた。

「それ本当に大丈夫？」

「大丈夫です、こほっこほ」

　頷うなずきながらコップを手に取るメリアさん。

　するとそのコップを持った手がガタガタと震ふるえ始めて、コップから万能薬が少しこぼれ落ちる。

　万能薬が床ゆかに付いた──その瞬しゆん間かんだった。

「────!?」

　しゅーしゅーと床ゆかが溶け始めたのだ。

「いや、何飲もうとしてんの!?　それ飲んでも何も治らないよ！　寝ねちゃうよ！　永遠という名のベッドで熟じゆく睡すいしちゃうよ!?」

　という感じでいろいろと様子がおかしかったのだが、メリアさんがおかしいのはいつものことなので、僕ぼくは放置してしまっていた。

　そして、テストを翌日に控ひかえた昼のことだった。

　魔ま王おう学園のテストがどういうものなのか分からないのだけど、とりあえずは教材などを読み返したり、一般教養を勉強し直したりなんやらし、それからちょっと気分転てん換かんに散歩でもしようかなと屋や敷しきを出ようとした時のこと──

　ズテンズテンズテン！

　という音がして振ふり向くと、メリアさんが階段から転がり落ちてきた。

「メ、メリアさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ぐったり倒たおれているメリアさんに慌あわてて駆かけ寄り抱だき起こすと、メリアさんの身体からだは熱く、息は乱れ顔は火ほ照てり、肌はだは上気している。そして着ているメイド服は水を被かぶったように汗あせで濡ぬれていた。

「こほッコほッ……申し訳ありません、ミカゲ様。ちょっと服が濡れて力が出ないみたいです」

「どこのパン型のヒーローですか!?　って、これ、ただごとじゃないよ！　大丈夫!?」

「コホッ新しい服に替かえればきっと大丈夫です……ちょっと新しいのに着替えます……」

　そう言うとメリアさんは突とつ然ぜん、僕の目の前で、服の胸むな元もとを緩ゆるめて脱ぬぎ始めた。

　ちょおおおお──元気百倍！　って、僕が元気になっちゃうよ。

「メリアさん、なにやってるの!?」

　チラリと見える胸元につい目がいってしまうのが男の性さが……って、今はそんな場合じゃない。ぐっと目を逸そらして慌ててメリアさんの手を止める。明らかにメリアさんの体調は悪そうだ……ここでお姫ひめ様さま抱っことかできればいいのだけれど、あいにく僕にはそんな腕わん力りよくはなく、メリアさんを背負うようにして、一階の奥おくにある部屋まで連れていった。

　奥にあるのはメリアさんの部屋。

　実はまだ僕は入ったことがなくて……というのもメリアさんが、「もし勝手に入ったらミカゲ様の身体はこうなりますよ」と食しよく卓たくに置かれていた禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうの胴どうに指圧で北ほく斗と七しち星せいを象かたどった穴をズドッズドッと開けていったのだ。よく意味は分からなかったけど、死期が迫せまるということだけは分かったので、部屋にはなるべく近づかないようにしていた。

　でも今は緊きん急きゆう事態だし……。変な星見えないよね……。

「メ、メリアさん、開けるよ」

　と、背中でぐったりしているメリアさんに喋しやべりかけて、僕はおそるおそるその簡素なドアを開ける。
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「…………」

　部屋の中はすごくさっぱりとしたものだった。

　家具は壁かべに掛かかった時計と、ベッド、衣装ダンス、ドレッサーと机ぐらいで、特に目立ったものはなかった。ただ中へ踏ふみ入るとメリアさんの香かおりがふわりと薫かおってきて、ここで本当に寝ねているんだなと分かる。気を抜ぬくとそんな邪じや念ねんばかり浮うかんでしまうので、ぶんぶんと頭を振ふってから、メリアさんをベッドまで連れて行き、そっと寝ねかせた。

「……申し訳ありません、こんな時に……コホッ」

　まつげを震ふるわせながら目を開け、弱々しく言ってくるメリアさんに、僕ぼくは首を振った。

「そんな……謝あやまることないよ」

「おそらく……今原因を考えれば……こほっ、毒どく沼ぬまに入ったことにより──」

　ああやっぱり毒沼はメリアさんにもきつかったのかな……

「──服が溶け、身体からだが冷えてしまったのが原因……かと思ったんですが」

　そっちなの!?　とツッコミを入れようとした僕にメリアさんが続ける。

「ミカゲ様の……『元気百倍！』というドヤ顔のツッコミが寒かったせいだと思います」

「うぉぉおおおおい！　僕の心の声読んだの、いつから読めるの!?」




「落ち着いてください……そう考えていたんでしょうか、と思っただけです。風邪かぜは……かれこれ五年以上は……引いていなかったので……自分でも気付きませんでした……」

　それからもメリアさんは咳せきを繰くり返して、息が苦しそうだった。

「お医者さん呼んでくるから待っててね」

　急いで部屋を出ようとする僕ぼくの服を、メリアさんが摑つかんできた。

「お医者様はいいです……」

「どうして？」

「……怖こわいので」

　そう言ってくるメリアさんは潤うるんだ瞳ひとみに上うわ目め遣づかい。上気した肌はだに、髪かみと服は乱れており、そのレアな鉄人メイドの姿は僕を静止させるには十分だった。いつもメリアさんには綺き麗れいという印象を抱いだいているのだけど……とても不ふ謹きん慎しんなのだけど、可愛かわいいと思ってしまった。

　しかし、メリアさんにも怖いものなんてあったんだな……。

「……じゃあ、ちょっと濡ぬれタオルと薬持ってくるね」

　僕は、今日はメリアさんが善よくなるまで付きっきりで看病しようと心に誓ちかって部屋を出る。

　メリアさんは自分に構わなくて良いですと言っていたけど、病人を放ほうっておくことなんてできないし、何より、メリアさんにはいつも助けてもらっているので、こういう時ぐらいは僕が頑がん張ばらないと、と気合いを入れて看病したのだった。

　ご飯を作ってみたり……タオルで汗あせを拭ぬぐってあげたり……額に置いた濡れタオルを交こう換かんしたり……。

　静かに眠ねむるメリアさんの寝ね顔がおを見ていると、いつも超ちよう人じん鉄人と思っていたメイドさんも普ふ通つうに女の子な気がして……。いつも一生懸けん命めいに僕のことを考えてくれるこのメイドさんは、どうして暗あん上じよう院いん家のメイドさんになったのだろうかと、何気なく再び疑問に思うのだった。そして、そんなことを考えているうちにウトウトしてきて……。
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　朝あさ陽ひで僕は目を覚ました。

　ハッと周りを見み渡わたす。目に映るのは、いつもの僕の部屋ではなく、簡素なメリアさんの部屋で……僕はベッドに突つっ伏ぷして寝てしまっていた。

　メリアさんは……!?　と思って横を見るとベッドではメリアさんが、すーすーと寝息を立てていた。

「まだ熱い……」

　おでこを触さわってみると熱は昨日よりは幾いく分ぶんましになっていたけど、それでもあまり下がっていなかった。

　ていうか、今何時!?

　と、慌あわてて時計を探して見ると、まだ早朝だった。

「今日はテストの日…………なんだよね……どうしよう」

　今日が普ふ通つうの日だったら間ま違ちがいなく休むんだけど……そう悩なやみつつも、その前に洗面器の水を替かえようと一いつ旦たん、部屋を出て、またメリアさんの部屋へ戻もどってくる。

　新しい水で冷えたタオルを額に置くと、メリアさんのまつ毛が揺ゆれて目を覚ました。

「おは……よう……ございます、ミカゲ様……」

「おはよう、メリアさん」

　メリアさんは自分の額に乗っている濡ぬれタオルに触ふれるとハッとした顔をしてきた。

「もしかして、ずっと……？」

「途と中ちゆうで寝ねちゃってたけどね。どう？　少しは楽になったかな？」

「ありがとうございます……申し訳ありません……」

「そんな、謝あやまる必要なんてないよ。この家に来てもらった日から、ずっとメリアさんにはお世話になってるから。こういう時ぐらい僕が頑がん張ばるよ」

「時間は大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「あ、うん、もうそろそろユキヒメが迎むかえにくる頃ころだけど…………」

　なかなかその場を去れない僕の心を読んでか、メリアさんは上体を起こすと手を伸のばして僕の手を握にぎってきた。

「ミカゲ様、私のことは大丈夫ですので、どうぞ学園へ……。今日は大切なテストの日ですよね」

「うん……でも……」

「私は本当に大丈夫……ですから、頑張ってきてください」

　その手の熱さが気になる……。

「早く帰ってくるからね……。ちゃんと安静にしていてね。何かあったら学校に連れん絡らくしてね」

「はい……」

　弱々しく手を振ふってくるメリアさんへの心配は尽つきないけど僕は部屋を後にしたのだった。
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「ミカゲくんおはよう！」

「おはよう、ユキヒメ……」

　僕は朝あさ陽ひを浴びながら、ユキヒメの車へ乗り込こんだ。

「どうしたの、元気ないね。テストのこと？」

「まあそれもあるけど……実は、メリアさんが風邪かぜ引いちゃって寝ね込こんでるんだ」

　それにユキヒメは目を大きくして驚おどろいた様子だった。

「白しら波なみさんも風邪かぜ引くのね……」

「突とつ然ぜん倒たおれちゃったから心配で……」

「クールなミカゲくんって時々、氷点下のギャグ飛ばすから寒くなっちゃったのかな？」

「やっぱり原因僕ぼくなの!?」

「でも、心配だね……今日、学校が終わったらお見み舞まいに行ってもいい？　ほら……男子だけじゃできないこともあるでしょ？」

「そうだね……確かに……」

　昨日、汗あせを拭ふいてあげた時のことを思い出して、僕は急に顔が熱くなるのを感じた。まさかあんな大だい胆たんに脱ぬぐなんて……。

「み、ミカゲくん、その顔、もしかして──」

　う、女の勘かんって凄すごい！

「熱を下げようとして、ネギをお尻しりに──」

「しないからっ！」

「とにかく、絶対今日行くね！　なんだか心配だし、泊とまり込こむからねっ！」

　勝手な妄もう想そうを繰くり広げるユキヒメと、そんな会話をしていると窓から魔ま王おう学園が見えてくる。

　それを見て、頭に押おし込めていたもう一つの不安がどろどろと溢あふれて出てきた。

「今日は、恐きよう怖ふの中間テストなんだよね……」

「うん……」

　とユキヒメも不安げな顔をしていた。

　それから車は停とまり、僕とユキヒメは車を出て魔王学園の黒々とした校門をくぐる。

　テストは学年別々で行われるため今日は僕たち一年生だけ。上級生は誰だれも居ない。校庭は休みじゃないかと思うぐらい閑かん散さんとしていた。
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　クラスに入るとテスト当日ということもあり、少しばかり空気がピリピリしていた。

「やあ、おはヨウ素液」

　そんな中、トンチンカンで吞のん気きな声が聞こえてきて振ふり向けば、金きん髪ぱつの気取った男子生徒──成なる我がくんが立っていた。

　ちなみに、今日はハート形の二人用ストローが入ったシャンパングラスを持っている。グラスの中には、ヨウ素液……は入っていなくて、普ふ通つうにトロピカルジュースのようなトロッとした液体が入っていた。美味おいしそうだけど、そのツッコミどころしかないその姿に僕はげんなりした。

「このテスト、どちらが良い点を取れるか勝負しようじゃないか、フォーリンラブくん」

「いや……僕ぼくはそんな恋こいに落ちたような名前じゃなくて、暗あん上じよう院いんだよ……。間ま違ちがえるならしっかり、フォールインって発音してよ！　それで、なんだよ、勝負って……？」

「決まっているだろ、愛いとしのメリアさんのお弁当を懸かけた勝負さ！」

　またか……。

「じゃ、健けん闘とうを祈いのるよ、ホールインワンくん！」

「はいはい、ファーファー……、あと暗上院だから」

　真ま面じ目めにツッコムのもアホらしくなった僕は、投げやりなツッコミをして溜ため息いきを吐つく。マイペースに笑いながら席へと戻もどる成我くんを見送って僕は自分の席に向かった。

　席に座り、クラスを見み渡わたしてみると、赤あか柳やなぎくん──ではなくてエリトくんと目が合った。

　お互たがい頑がん張ばろう、という視線を送ろうとすると、エリトくんは顔を赤くして、目付きを凶きよう悪あくにさせてきた。な……なんで？

　他の人はどうなんだろう？と教室を見渡すと、多た々だ野のさんはいつもみたいに虚うつろな目に半開きの口でボーッと席に座っている。普ふ段だん通りだね、うん。仲なか弐にさんは……手鏡で額にある第三の目のまつ毛をチェックして手直ししていた。……女の子だね、うん。隼はやぶさくんは教室の隅すみでクラウチングスタートのポーズをしたまま教科書を読んでいた。いや、普通に読みなよ……。地面を押おさえてる指がプルプルしてるし。

　よくよく見てみれば、僕の目に映るクラスは、いつもと変わらなかった。

　それからしばらくすると、朝のホームルームのチャイムが鳴り始め、黒いフードマントに身を包んだ先生が教室に入ってくる。

　朝の挨あい拶さつをすると、先生は元気よく言ってきた。

「今日は大切なテストの日です。気合いを入れて頑張ってくださいね！」

　その後はいくつか連れん絡らく事じ項こうが続いて、ホームルーム終しゆう了りようのチャイムで先生は教室を出ていく。

　僕は時計を見つめ、テストの不安と緊きん張ちようで胸をドキドキさせながらも、もう一方でメリアさんのことを考えていた。

「早く帰るって言ったけど、テストの日は居残りないよね…………」

　小しよう休きゆう憩けいの時間だけど、誰だれも席を立つ人はいなかった。一部の人たちを除いて、みんな、最後の追い込こみとして教科書を読み漁あさっている……。

　そして、ついにテスト開始を告げるチャイムが鳴り響ひびいた──
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　……

　…………

　………………

　………………………

　あのー……。

　開始のチャイムが鳴ってから五分以上経たつけど、先生は一向に教室に入ってこないし、何も起きる気配はなかった。

「このままテストが終わるってことないよね…………」

　シーン……。誰だれも反応してくれなかった。

　さらに五分ぐらい経過するが、本当に何も始まらない。

　クラスメイトたちも、さすがにちょっとおかしいとざわざわし始める。いや、反応遅おそいでしょ！

　そう、ツッコミを入れようとした時だった。

　ズガチャーン──

　という何かが外で盛せい大だいに破は壊かいされたかのような音が教室内に響ひびいてきた。

　え？　何かあったの……？　と音にビビっていると、黒いフードマントをなびかせて先生が教室に入ってきた。

「はぁ……はぁ……」

　教きよう壇だんに立つ先生は息を切らしていた。

　これ、何かのテストなのかな？　勇者がやってきた時に動どう揺ようしないように、とか。

　先生は少し息を整えてからフードの中から静かに言葉を発してきた。

「先ほど気合いを入れて頑がん張ばってください、と言いましたが、今日のテストは中止です」

「──ええええええええええ」

　教室の中のみんなが言った。……ように見えて実は僕ぼくが言っていた。

　先生はもう一度繰くり返して言ってきた。

「とにかく今日のテストは中止です。先生が良いと言うまでは、待機していてください」

　ザワザワと教室の中がざわめき出す。

　もしかして、中止というのは噓うそで、実はテスト中だとか？

　そう勘かん繰ぐっていると先生は諭さとすような声で言ってきた。

「テストは教室で起きているんじゃない、現場でも起きていないんですよ暗あん上じよう院いん君」

「はい…………」

　なんで僕だけ……。よく分からない先生のボケの後、教室の中が一気に沈ちん黙もくする。なんか僕が滑すべったみたいになってるんですけどぉぉぉ！

　そんな中、クラスの誰かが先生に尋たずねた。

「先生、何があったんですか？」

　それ、それが聞きたかったんだよ！

　先生は、その質問に顔を斜ななめに伏ふせて静かに言ってきた。

「実は……今日のテストで使おうと思っていた小こ熊ぐまのモンスターが……逃にげ出してしまいました……」

　小熊のモンスターといえば、生物室のベヒモンのことだ。

　クラスの中から、「クマたんが!?」「ミカユキが!?」「コーンポタージュが!?」……瓶びんが割れる音。「暗黒クマクマが!?」とか、口々にベヒモンの名前が呟つぶやかれる。そういう時は合わせて言おうよ！

「先生たちで捕つかまえられないんですか？」

　という声がクラスの中から上がるが、先生は静かに首を横に振ふった。

「ただ逃げ出しただけなら良かったのですが、生物室にあった薬を頭から被かぶってしまって、先生たちでも手に負えなくなるぐらい凶きよう暴ぼう化かしてしまったんです……」

　生物室にあった薬……。

　いろいろと薬品はあったけど、ふと、その中でも誰だれかさんが作ったドーピング的な黒々とした薬を思い出した。作った張本人を見てみると、自分でも何か感じているのか顔では平静を装よそおっているけど、シャンパングラスのストローをひたすら吸い続けて何度もズズズ、ズズズと音を立てていた。

　そうしていると、またどこからか破は壊かい音おんが聞こえてきた。

　今日は早く帰らなくちゃいけないのに。

　僕ぼくは解決法を考えるため、先生に尋たずねてみる。

「先生、ベヒモンを元に戻もどす方法はないんですか？」

「今のところは……。ただ、このまま凶暴化が収まらず元に戻らないようなら…………」

　先生はそれ以上を口にしなかったけれど、それだけで十分理解できた。

　……人に害を与あたえるモンスターは駆く除じよされる。

「先生は今から職員会議に出ますので、皆みなさんはここから絶対に出ないように。教室はもしもの時の為ために安全設計されていますからここなら安心です」

　そう言い残して先生は教室を出ていった。

　教室の中はとても静かだった。

　時折聞こえる破壊音は消えることなく、むしろ過激さを増していく。それと同時に僕の中での不安も大きくなった。

　ベヒモンとはほんの少しの間、関かかわっただけだけど、本当にもし殺されてしまうようなことがあったら、悲しくなるだろうな……。

　そう思うと居ても立ってもいられなくなって、気付けば僕は席を立っていた。

「ミカゲくん!?」

　クラスの視線が集まったのと同時にユキヒメもこっちを見る。

「僕ぼく、ちょっと見てくる……」

「え？」

　自分でも、危険だということは分かっていながらも……このまま黙だまって座っていられなかった。今動かなくちゃ！　ベヒモンのためにも、メリアさんのためにも。

　僕は、そんな気持ちに押おされるままに教室を飛び出していたのだった。
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　校庭に出てみると、ベヒモンがどれだけ暴れているのかすぐに分かった。

　校舎の一角が瓦が礫れきのボロボロになっていた。

　その破は壊かいの傷きず痕あとを見て、僕は一体どうしたらいいんだ……と、すごく自分の気持ちが漠ばく然ぜんとしていることに気付いた。ここまで来たら、もうどうにでもなれ、だ。

　そう考えて、ベヒモンを探して校庭やグラウンドを歩いて回る。そして、一周回って校庭に戻もどった時だった。

　──ガサガサ。

　と、草むらから何かが近づいてくる音が聞こえてくる。

　ベヒモンの姿を見たいとは思ったけど、今の僕は無防備で、ひ弱で、今いま更さらながら身の危険を感じて後ずさる。その瞬しゆん間かん……それは草むらの中から姿を現した。

　モンスターではなかった。

　動物でもなく、学園の関係者でもない。

　草むらから姿を現したのは、黒くろ髪かみロングで、端たん整せいな顔のエプロンドレスを着た女性──

「メリアさんッ!?」

　今、家で寝ねているはずのメイドさんだった。

「……み……ミカゲさま……」

　いつも立ち姿は凜りんとしているはずのメリアさんは、酔よっ払ぱらったようにふらふらだった。

「え、いや、何してるの！　寝てなきゃ。メリアさん!?　なんでここに!?」

　僕がそう声を掛かけて駆かけ寄ると、メリアさんは自分のポケットをごそごそと探り始めた。

「み、ミカゲたま……ハンカチをお忘れになららられていたので……持って参りました」

「呂ろ律れつ回ってないよ！　しかもそれハンカチじゃないよ。ミカゲカードだよ！　しかもミカゲゾディアじゃん！　必死に持ってくるものじゃないから！」

　外に出てきたせいかメリアさんは朝よりもかなり熱っぽくて、本当にふらふらだった。

「メリアさん、安静にしててって言ったじゃん。そんな状態で家から出たらダメだよ！　危ないよ……ていうか、今ここでモンスターが暴れてるんだよ？」

「はい……[image: α]と[image: β]とスティックみたいなモンスターがはびこっていたので、それを追ってきたら……ここに辿たどり着いていました」

「それ完全に幻げん覚かくだから！　僕ぼくのＨＰはもう０なんだから！」

　ヤバい……。謎なぞのミカゲスティックが見えちゃってるのもそうだけど、なんかメリアさんが壊こわれてる。早くベッドに寝ねかさなくちゃ……。

「と、とりあえず、すぐそこの保健室に行こう、メリアさん。そこで休もう？」

「ミカゲたん……顔とスティックに似合わず、大だい胆たんですね。……ナンパンマン気取りですか？」

「違ちがうから！　なんかもう、いろいろ違うから！　そんなボケはいいから早くベッドに」

　ダメだこのメイドさん、早くなんとかしないと。そんな雑なツッコミを入れながらも保健室へ連れていくため、熱いメリアさんの手を引っ張った時だった。

　重く響ひびく足音が聞こえてくる。

　振ふり返れば、毛が逆立ち、口からだらだら唾だ液えきを垂らしている、とてつもなくデカい獣けものが姿を現していた。

　あ、あれは……もしかしてベヒモン……？

　あの愛らしさからの相当な変へん貌ぼうぶり。それはまさに、僕が仮かり名なで付けたベヒモンの由来であるベヒーモスだと言っても過言ではない姿で、僕は衝しよう撃げきを受けると同時に頭を抱かかえた。

　──最悪のタイミングだあああああ！

　僕だけならいざ知らず……ミカゲスティックが見えてしまうぐらいに壊れたふらふらメリアさんが居るのに……！

　どうやってやり過ごそうか必死に考えていると、メリアさんは僕の手を離はなして言ってきた。

「ここは、拙せつ者しやに、お、お任せでござるよ、ミカゲたま……」

「メリアさん、もうなんかいろいろと別キャラみたいになってるよ！　もはや、アッコにもお任せできない感じだよ！　ここは逃にげよう！」

　そう制止しようとするが、メリアさんは拳こぶしを構えるとふらふらとした足取りで走り始めた。

　──ベヒモンの居る方向とは、明後日あさつての方向に！

「ちょっと、どこ行くのメリアさん！　そこ校舎の壁かべだよ！　あぶな」

　声を掛かけた瞬しゆん間かん、メリアさんは構えた拳を解き放った──校舎の壁に。

　メリアさんの突つきを受けた校舎の壁は、あるスティックとボール二つをかたどって物もの凄すごい勢いで崩くずれていった。

「ちょおおおおお！　メリアさん、もうやめてぇええ！　僕のＨＰゼロォォォオォォ！」

　そう頭を抱かかえて叫さけぶと、壁を破は壊かいしたメリアさんは振り返ってきて、胡う乱ろんな目付きで僕を見てきた。

「……スライム発見」

「いやいやいやいや──それ、絶対僕だと分かって言ってるよね!?」

　しかし、メリアさんはふらついた足取りで僕に近寄って来て、物凄く鋭するどい突きを放ってきた。

　咄とつ嗟さに避よけることに成功したのだが、物もの凄すごい破は壊かい力りよくのある拳こぶしが掠かすめていき、僕ぼくは肝きもを冷やした。

　突つきを放ったメリアさんは再び僕を睨にらんでくると、あっ、と声を出した。

「ミカゲたんでしたか……スライムのオーラが凄く出ていたので間ま違ちがえました」

「ちょ、ちょっと、メリアさん、スライムのオーラって何!?」




　──ガギャァルルルルルグアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




　放置されていて怒おこったのか、ベヒモンからそんな声が発せられる。

　うん、そこにいたよね……。

　そのベヒモンの声を聞いたメリアさんは、鋭するどい目付きで僕を睨んできた。

「ミカゲたま……『クソ人間ども、ぶっ殺してやる』なんて言ってはダメですよ！　スライムレベルの力じゃできないんですから」

「え、僕一言も言ってないんですけど!?　ていうか、さらっとディスってる!?　でも……もしかして、今のってベヒモンの言葉じゃない？　メリアさん、モンスターの言葉が分かるの!?」

「はい？　何言ってるんですか、ミカゲしゃま……モンスターの言葉なんて分かるわけ……」




　──グギャラウアアラアアアグアアアアアアアアアアアアアアア！




「ミカゲたま！　『バラバラにして、滅ほろぼしてやる』なんて言ってはダメですよ！　ミカゲゾディアを集めれば全すべてを滅ぼせるんですから」

「いやいやいや、今言ったのは僕じゃないし、ミカゲゾディアも絶対集めないから！　それきっとベヒモンの言葉だよ!?　風邪かぜでなんか変な能力開かい眼がんしてるよ!?　あっちだよ、あっち！」

　と、必死にメリアさんの後方に居るベヒモンを指差す。

　それに振ふり返ったメリアさんはベヒモンを見ると、

「ああ、あなたでしたか……」

　と頷うなずき、構えてからふらふらとベヒモンへ向かって走り始めた。

「ちょっと、メリアさん──！」

　慌あわてて止めようとする僕は、メリアさんの振り乱す黒くろ髪かみを後ろから見つめて、ふと以前の先生が言っていた言葉を思い出した。

　──黒に過か剰じよう反応するので気を付けてください……。

　近づくメリアさんの黒髪を見るベヒモンは猛たけり始めていた。

　──グギャラウアアラアアアグアアアアアアアアアアアアアアア！

「あぶない──」

　そう言う前に、メリアさんはあの状態でも物もの凄すごく速い蹴けりをベヒモンへ放つ。しかし、ベヒモンはその巨きよ体たいからは想像できないスピードでそれを避よけると、地を巻きあげる勢いで加速して黒くろ髪かみのメイドさんに強きよう烈れつな体当たりを喰くらわせた。

「メ、メリアさ────ん！」

　メリアさんは吹ふっ飛び、地を転がる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　メリアさんメリアさんっ!?」

　僕ぼくは慌あわててメリアさんの下へ駆かけ寄り抱だき起こす。どうやら気を失っているようだ。

　そんな中で、猛たけり声が真後ろで聞こえ、振ふり向くとそこにはベヒモンが立っている。今まさに、鋭するどい爪つめを剝むき出して前足を振り上げているところだった。

　せめてメリアさんだけは守らないと！

　メリアさんを庇かばうようにして抱きしめた瞬しゆん間かんだった──

　強烈な爆ばく音おんが近くで鳴り響ひびいた。爆音は続けて数発鳴り視界が煙けむりで覆おおわれていく……。そして気付けばベヒモンはその場から居なくなっていた。

「暗あん上じよう院いん君──！」

　煙が晴れ、そこに現れたのはフードマントの先生と、その他数人の先生たちだった。

「教室から出たらダメだって言いましたよね!?」

「す、すみません」

「……あれ、その人は？」

「あ、あの先生、すみません。メリアさんを早く保健室に連れて行きたいので、手伝ってくれませんか？」

　先生に事情を説明して、メリアさんを保健室へ連れて行った。

「メリアさん…………」

　保健室のベッドで眠ねむるメリアさんを僕は見つめていた。

　ところどころすりむいている以外は特に怪け我がはなくて、メリアさんは熱で気を失ったようだ。先生から謎なぞの粉薬を貰もらって、それを水と一いつ緒しよにメリアさんに少しずつ飲ませてみる。

　目の前で眠るメイドさんはもちろん心配だけれども、それと同時に、ベヒモンのことも心配だった。

　先生が保健室を出る時、僕が「ベヒモンはどうなったんですか？」と尋たずねると、先生は俯うつむき加減に言っていた。

「爆ばく弾だんで逃にげ出したようです。先生たちもできることなら生かしてあげたいけど、このままだと本当に殺してしまうことになるかもしれません……」

　……メリアさんを見つめて思う。

　僕がもしメリアさんのように強かったら、なんとかできるのかな……。

　僕ぼくがもし……じいちゃんのように強かったら……本当の魔ま王おうのように強かったのなら、一人であっという間に解決しちゃうのに…………。

　自分の手と腕うでを見つめるが、そこにあるのは、か細い貧ひん弱じやくな腕だった。

　……僕なんかじゃ……。僕は力なんて持ってない……。

　やっぱり……僕には…………魔王らしさなんて全くないんだ…………。

　深く俯うつむいて溜ため息いきを吐つく。

「ごめん、メリアさん……僕はやっぱり魔王の資格なんて取れないんだ……」

　顔を上げてもう一度、ベッドで静かに眠ねむる黒くろ髪かみメイドの顔を覗のぞき込こむ。

　あ！　その時、メリアさんを見つめて──僕はふとある会話を思い出した。




　──魔王らしさとはなんだとお考えですか？

　──…………強さ、かな。

　──そうですね。それも必要です……。




　──でもきっと、それだけではないと私は思います。




　それだけではない……か。

　僕は、まだその言葉の指し示す意味を明確には見つけられていない。

　──だけど、メリアさんが前に言ったその言葉は、今の僕を奮ふるい立たせるには十分だった。

　……そうだ。こんな僕だからこそ、何かできることがあるはず……。

「僕にできること、僕らしいこと、何かあるはず。そうだよねメリアさん」

　僕はベッドに眠るメリアさんの手を一度強く握にぎってから、保健室を後にしたのだった。
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　僕は、教室の扉とびらを開ける。

　ざわざわとしていたクラスメイトたちが一気に静かになった。

　視線が集まり、一いつ瞬しゆん恥はずかしさと緊きん張ちようで俯きそうになる──けれど、僕はブンブンと首を振ふってから大きく息を吸い教きよう壇だんに立った。

　そして、できるだけ簡潔に大声で言った。




「僕はベヒモンを助けてあげたいんです！　でも僕一人じゃ助けられません。だからみんな、僕に協力してくれませんか？」

　…………。

　教室の中がしーんとする。

　諦あきらめるな……僕ぼくが弱い気持ちじゃダメなんだ。

　顔を上げてクラスのみんなを見続けた。

　すると──

「いいぜ俺おれは手伝うぜ、俺だってクマたんのこと助けたいしな」

　と、赤毛の生徒が名乗り上げてくる。僕は目を輝かがやかせてその生徒を見ると、顔を赤くしてそっぽを向いてきた。

「フッ、好敵手が困っているのなら、それを助けるのもライバルの宿命かな？　平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうくん」

　おぃぃぃぃぃぃぃ！　元はと言えばベヒモンが被かぶった薬って、あれお前が作った薬だろうがぁあぁぁ。……もう名前のことはツッコまない！　そう思いながら、立ち上がってくれたシャンパングラスが似合う金きん髪ぱつの生徒を見た。

　それから、瓶びんの割れるラップ音がして振ふり向けば、多た々だ野のさんは虚うつろに乾かわいた目を僕に向けており、「暗黒クマクマは我わが眷けん属ぞく。眷属の危機を助けるのが王たる運命であり、宿しゆく業ごう、ふふ」と、額の第三の目（少女漫まん画が風ふう）を押おさえながら、仲なか弐にさんが名乗り上げてきた。それから、隼はやぶさくんは席から立ち上がると部屋の隅すみでバンチスタート、ミディアムスタート、エロンゲーテッドスタートの練習を始めていた。よくわかんないけど、やる気だけは感じられた。

　それから、その他クラスメイトたちも名乗りを上げてくれて、最後に薄うすいブロンドの髪かみの少女が涙なみだ目めで言ってきた。

「ミカゲくん、私たちの愛の結けつ晶しようであるミカユキ……助けてあげたいよ……」

「そ……そうだね……」

　頷うなずいた僕は頭を搔かいて、ユキヒメにお願いした。

「ユキヒメ、ごめん、頼たのみごとがあるんだ。えーと──」

「いいよ！」

「ま、まだ何も言ってないんだけど」

「ミカゲくんの頼みごと、今度はちゃんと分かったよ」

　僕はその幼おさな馴な染じみに苦笑して、頭を下げてお願いした。

「───よろしく、ユキヒメ」

　それに頷いたユキヒメは携けい帯たいを取り出して、一いち郎ろうさんと二じ郎ろうさんの忍にん者じや執しつ事じに電話を掛かけていた。本当に伝わってるのかな……。

　それから僕は、ベヒモン救出作戦をみんなに説明する。クラスメイトたちは準備を各おの々おのし始めた。僕は、一いつ旦たん教室を離はなれて職員室へと向かった。

　毎度の如ごとく引っ掛かかっていた職員室の黒板消しトラップを僕は初めて避よけることに成功した。

　職員室の中は騒そう然ぜんとしており、僕はこっそり隠かくれながら入ると真っ黒の先生に小さく声を掛けた。

「先生……」

「暗あん上じよう院いん君……また……」

「先生、僕ぼくの話を聞いてください。ベヒモンを救いたいんです」

　僕をフードの奥おくで見る先生はしばらくすると諦あきらめたように頷うなずいてきた。

「じゃあ、こっちで話しましょう……」

　と、先生に連れられて職員室の横の準備室のような部屋へ通された。

「どうするの？」

　僕は、先生に、クラスのみんなで協力してベヒモンを助ける作戦を立てていることを話す。

　反対されるのではないかと思ったけど、先生は思ったよりも好意的だった。

「先生は、なんとなくクラスの誰だれかがそんなことを言い出すのではないかと思っていました。それが、暗上院君だとは思いませんでしたが……」

　感心するような惚ほうけたような、よく分からない頷きをする先生。

　僕はその先生に恐おそる恐おそる、作戦成功に不可欠なお願いをした。

「あの……先生……もしよかったら……そのフードマントを貸してほしいんですが……」

「このフードマントですか？」

　フードの中で凄すごまれている気がして、僕は声をどんどん小さくした。

「ベヒモンは黒い色に反応するので……丁度いいなぁ……って…………」

「いいですよ」

「いいんですか!?　ありがとうございま……」

　次の瞬しゆん間かん目の前の光景に驚きよう愕がくした。

　……先生が今ここでフードマントを脱ぬごうとしている！

「先生、キャラ付けでフードマントを着てたと言っても過言ではないので……。暑かったんですよねぇこれ……」

「先生ェ……」

　それから先生はフードマントを、服を脱ぐかのようにするすると脱いでいく。

　たまに見えていた美び脚きやくが露あらわになり、闇やみの衣が取り払はらわれていった──

「はい、どうぞ、暗上院君。頑がん張ばってくださいね。では、先生は今から会議が──」

「ちょ、ちょっと待ってください先生！」

　部屋を出て行こうとする先生を僕は全力で制止した。

「はい？　なんですか暗上院君」

「なんでフードマントの中、し、下着姿なんですか！　なんで顔に禍まが々まがしい面を着けてるんですか！」

　先生のフードマントの中は美脚から推測された通り、凄くスタイルのいい身体からだ付きだったのだが……姿が上下に紫むらさきの下着を身に着けているというものだった。

「下着は着けていないほうが良かったですか？」

「いやいやいや、そうじゃなくて……それにそのお面は!?」

　金きん髪ぱつのロングだということは分かるのだが、肝かん心じんの顔が……鬼おにと表現するべきなのか、悪あく魔まと表現するべきなのか、とりあえず暗黒猛たけ々だけしい凶きよう悪あくな面で覆おおわれているため分からなかった。

「この面？　何かのパックだと思って昔着けてみたんですが、デロデロデロデロデーロン♪とか愉ゆ快かいな音楽が流れてくるだけで外れないんですよねぇ。まあ、小顔になるからいいかなって思っていますが」

「それ絶対呪のろわれてますから！　小顔になれたとしても、凄すごくたくさんのモノ失ってますから!?」

「防ぼう御ぎよ力りよく高いので、お気に入りなんです」

「確かに、すごく堅かたそうだけれども！　肝心の身体からだがほとんど防御力ゼロじゃないですか！」

「この良さは大人になれば分かりますよ」

　そんな話をしている場合じゃなかった、と思い出した僕ぼくは先生のプロポーションには後ろ髪がみ引かれながらも、青少年のためにはこれはまずいと思って教室へ走って戻もどり、ユキヒメにあるものを借りて、それからまた職員室へ戻った。

「先生……とりあえず、これ着てください。その姿で職員会議に出てはダメですよ……」
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　僕ぼくはユキヒメの体操服を先生に貸してみる。

　先生は、それを受け取ってさっそく着ると、「小さいですね」と、体操服でむちむちになったその身体からだを見せてくる。いろんな意味で危ない。

　そんな僕に、どう足あ搔がいてもフェチ丸だしの先生は真ま面じ目めなトーンで声を掛かけてきた。

「頑がん張ばってくださいね、暗あん上じよう院いん君。無理はダメですよ。何かあったら、すぐ先生を呼びなさい」

　その凶きよう悪あくな仮面と、ムチムチ体操服姿でそう言われても……。

　それでも僕は、先生の応おう援えんを受け取って、職員室を後にしたのだった。




　　　　＊＊＊




　僕は、準備が整ったのを確認して校庭で大声を張り上げた。

「──ベヒモン！」

　先生から借りたマントを身に纏まとっている。

「──ベヒモン！」

　黒の固まりとなった僕は、大声を出しながら、校庭やグラウンドを先ほどからずっと歩き回っていた。

「ベヒモン──！」

　それで何度目かになる大声を上げた時だった。

　──ギャグルルルグアアアアアアワ！

　という声が聞こえ振ふり向けば、毛が逆立ち口から唾だ液えきをだらだらと垂らした巨きよ大だいグマが姿を現した。

　僕の黒い姿を見たベヒモンは瞳どう孔こうを開き、激しく猛たけり始める。

「────」

　それを確認した僕は、そこから全力疾しつ走そうで逃にげ出した。

　黒いこのフードマントは、まるで逃げるものを追いかける獣けものの本能を呼び起こすかのように、ベヒモンは強きよう烈れつな殺気を放って全速力で僕を追いかけてくる。

　ベヒモン、めちゃくちゃ速い！

　かなりの距きよ離りがあったのに、もう真後ろに足音が聞こえていた。

「クッ──!?」

　僕は歯を食いしばり、地を思いっ切り蹴けり上げてひたすらに走って走る。

　僕が先にベヒモンに捕つかまったら計画が全すべておじゃんだ。

　目的の場所が見えてきて、僕はスーパー成なる我がと競走したとき以上の必死さでとにかく走り続けた。校庭の中に木が多く生えている場所があり、僕はそこに入り込こむ。

　巨大な足音が本当にすぐ真後ろで聞こえて、圧あつ倒とう的てきで絶望的な殺気と圧力が背中を襲おそってくる。

「────」

　振ふり向きたくなるのだが、しかしそれでも僕ぼくはただ眼前を見み据すえて足を上げ続けた。

「あっ──」

　と、僕の足が限界に達し、もつれて転がってしまう。

　転がりながらもまた立ち上がり走る僕に、ベヒモンの前足が降ってくるのが分かった。

　僕は倒たおれるように全力で前に跳とぶ──その瞬しゆん間かん。

「────！」

　まず粘ねん着ちやく性せいのゴムがベヒモンの身体からだに巻き付き、それから数瞬もしないうちに鉄の鎖くさりが巻き付き、それから怒ど濤とうのように拘こう束そく系けいのアイテムがベヒモンの身体を捉とらえた。

「…………」

　振り返ると、ベヒモンはガチガチにその場に拘束され身動き一つ取れない状態になっていた。

　僕はそれを見て小さくガッツポーズをする。

　それが合図かのように周りの木や草からクラスメイトたちが姿を現して歓かん喜きしていた。ベヒモンを拘束したものは、ユキヒメに至急持って来てもらった拘束トラップたちで、ベヒモンがポイントに入った瞬間、クラス全員でトラップを発動させたのだった。……草むらの奥おくに大きな木の箱があって兄弟喧げん嘩かのようなものが聞こえてきたよう気がしたけど、今は気にしないでおこう。あれは元から置いてあったやつだろうね……。

「…………」

　僕は、ガチガチに全身を拘束されながらも必死に足あ搔がいているベヒモンを見つめる。その姿がとても虚むなしくて悲しい気がするけど今は仕方ない……。

　ごめんね、と心の中で謝あやまり、ベヒモンから喜んでいるクラスメイトたちへ視線を向ける。




　この時、この場に居た全員、誰だれも気付かなかった。いや誰も反応できなかった。




　────

　甲かん高だかく激しい雄お叫たけびが拘束の中で響ひびいたかと思った瞬間──

　──振り返る。

　ベヒモンは右前足の拘束を破って、今、まさに僕へ振りおろそうとしているところだった。

「────」

　目を閉じる暇ひまもない。

　その怒いかりの込こめられた巨きよ大だいな前足と鋭するどい爪つめがスローモーションのようにドンドンと迫せまり、僕に触ふれるか触れないかの刹せつ那な。




　──止まった。




　それはもう本当に目の前で、ちょっと僕ぼくが揺ゆれただけで触ふれるぐらいの近さ。

　僕はその目の前の凶きよう悪あくな爪つめに啞あ然ぜんとしながらも、なぜそれが止まったのか視線を動かす。

　そして、すぐに映り込こんだのは黒くろ髪かみを風になびかせたエプロンドレスの女性だった。

「……メリアさん」

　振ふり向いてくるメイドさんは、さっきまでのふらふらの壊こわれたメリアさんではなく、いつもの凜りんとしたメリアさんだった。

　──ギャルガアガグガアアアア！

　ベヒモンは雄お叫たけびを上げ、右前足を動かそうとするが、メリアさんの両手に摑つかまれたその足は空間が固定されているかのようにうんともすんとも動かなかった。

「メリアさんっ、もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ご迷めい惑わくおかけしました。今は少し気分がよくなりました。でも……学園の方向に強い気配を感じて家を出たところまでは覚えているのですが、なんだかその後の記き憶おくが曖あい昧まいで……」

　ベヒモンの前足を摑んだまま、眉み間けんを寄せるメリアさん。記憶が曖昧って……まあさっきのメリアさんは完全におかしかったもんね。メリアさんの顔はまだ少し火ほ照てっているけれども、確かにベッドで倒たおれていた時よりは顔色が幾いく分ぶんかよくなっているように見えた。

　メリアさんは静かに僕に問い掛かけてくる。

「この状じよう況きよう、ミカゲ様なら、どうされますか？　おそらくこのモンスターは拘こう束そくを抜ぬけ出してしまいます。私が力ずくで気絶させることもできますが……？」

「ベヒモン…………」

　僕は雄叫びを上げるベヒモンの顔を見つめて──ハッとした。

　ベヒモンの目から涙なみだが流れていたのだ。

　それはもしかしたら薬の影えい響きようかもしれないけれど……僕はふと、それでベヒモンの本当の姿が見えた気がした。

　目から顔から全身から怒いかりと憎にくしみが発せられていて、でもよくよくベヒモンの目を見てみると、そこに浮うかんでいるのは恐きよう怖ふと悲しみだった。

　……そういえば先生が言っていたっけ。

　ベヒモンは、人に襲おそわれて怪け我がしたところを保護されたって……。

「…………」

　それを思い返して、僕は思い知らされた。

　僕が立てた拘束トラップ作戦は、ベヒモンの胸に抱いだいている恐怖や悲しみを増長させただけじゃなかったのか……？

「ミカゲ様？」

　僕ぼくはベヒモンを見つめながら近づく。

　……ユキヒメは、ベルちゃんの心の傷をどうやって癒いやしたんだっけ。

　僕は思い出せないながらもベヒモンの顔に手を伸のばして、それから突つき動かされるようにギュッと身体からだを寄せた。

「……ごめん」

　危険とか恐きよう怖ふを感じるよりも、僕はただただベヒモンに謝あやまりたかった。

「ごめん、ベヒモン……」

　僕がそう囁ささやいた瞬しゆん間かんだった。

　身体に感じるベヒモンの大きさがどんどん小さくなっていったかと思えば、気付くと僕の腕うでには元のちっちゃなクマのモンスターが眠ねむっていた。

　その姿はさっきまでとは比べものにならないぐらい、とても弱々しく儚はかない存在で、僕はもう一度……そのクマのモンスターを強く抱だきしめたのだった。
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　それから僕たちは、小さくなって寝ねているクマのモンスターを抱いたままクラス全員で職員室に報告しに行った。

　いつも黒ずくめの先生が、凶きよう悪あくな仮面に、「姫ひめノ宮みや」と書かれたぴっちぴちの体操服を着ていることにクラス一同辟へき易えきしていた。しかし、元々、中間テストはモンスターを捕つかまえるテストだったらしく、僕たち全員は、中間テストで合格点を貰もらうことができるということが分かると、みんな先生の変な姿を忘れて喜んでいた。

「暗あん上じよう院いん君──」

　クラスみんなが教室へ戻もどっていく中、先生が声を掛かけてきた。

　振ふり返ると、先生は僕が返したフードマントを着ていつも通りの姿に戻っていた。

「そのモンスターの名前決まりましたか？」

　先生は僕が腕に抱いている小こ熊ぐまのモンスターを見つめてそう尋たずねてくる。

　それに僕はしばらく考えて言ったのだった。

「僕は……みんながそれぞれ考えて付けた名前で呼べばいいのかな、と思います」

　一つだけにするんじゃなくて、愛着を込こめてみんな付けているんだから、愛着持って呼べる名前ならなんだっていいんじゃないかな、と僕は思った。変な名前が付いたら、ベヒモンには気の毒だけど……。

「なるほど」

　と、頷うなずく先生。そして僕はハニカミながら言った。

「僕は、これからも『ベヒモン』って呼ぼうと思います」

「そうですか」

　フードの中で優やさしく頷うなずく先生に、僕ぼくは気になっていたことを尋たずねてみた。

「先生、もしかして中間テストって、テスト中止というのは噓うそで今回の騒そう動どうが本当のテストだったんじゃないですか？」

「さぁ、どうでしょうね」

　と、どこか含ふくみのある感じで言ってくる先生。

　どっちなんだろう、と思いつつ、僕はその先生のフードの奥おくを窺うかがう。

　うわぁ……そうだった。先生、禍まが々まがしい仮面を被かぶっているんだった……。

　しかもなんか目が光ってるし……これ以上見ていると呪のろわれそうだから、見るのをやめよう。

　今回の騒動が本当のテストだったのかどうかは謎なぞのままだけれど、みんなの協力があったから乗り越こえられたというのは確かで、僕は今いま更さらながらに嬉うれしさと温かい気持ちが湧わき上がってきて、先生と一いつ緒しよにクラスメイトたちを追って教室へ戻もどった。

　先生の「みんな合格、おめでとう！」という言葉と帰りの挨あい拶さつがあり、僕の壮そう絶ぜつな中間テストは幕を閉じたのだった。




　　　　＊＊＊




　後日の話だけれど、ベヒモンは目を覚ました後からは全く威い嚇かくも暴れもしなくなり、鉄てつ檻おりから解き放たれて学園のペットになっていた。










　　エピローグ




　魔ま王おうらしさってなんなんだろうか……。




　僕ぼくは最初魔王らしさとは、強いこと、だと思っていた。

　けれど……メリアさんは、それだけではない、と言っていた。

「またね──」

　中間テストが終わり、校門で他ほかの生徒たちと手を振ふってお別れする。

　例えば、子分たちにわっしょいわっしょいと担かつがれて去っていく赤毛の番長さんだったり、ショッキングピンクの残念な高級車に乗り込こむグラスを持った金きん髪ぱつのナルシストだったり、さっきまで死んだように立っていたのに、いつの間にか姿を消し去った謎なぞの女生徒だったり、見えない敵と戦いながら一人妄もう想そうの中帰宅する第三の目を持った中二病女子だったり、あと、スプリンター張りのスタートダッシュの練習をしている生徒だったり。いや、いいから、帰れよ！

　そんな楽しそうで変わらないみんなを見ていたら……ほんの、ほんの少しだったけれど、メリアさんが言っていた、あの言葉の意味が分かったような気がした──。

　それからメリアさんと一いつ緒しよにユキヒメの車に乗って送ってもらう。
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　車の中では、体調が少しだけよくなったメリアさんやユキヒメと一いつ緒しよに、ベヒモンのことだったり、先生の変な格好だったり、クラスメイトのことだったり、他愛たわいもない会話を繰くり広げた。

　そうしていると車の窓から、住み慣れた自分の家が見えてきた。そして、車が停止する。

　すると、ユキヒメはメリアさんに照れるような笑みを浮うかべて言っていた。

「白しら波なみさん、ミカゲくんを護まもってくれてありがとう」

「いえ、メイドとして当然のことをしたまでです」

　ユキヒメに話すメリアさんの顔は凜り々りしく、そして優やさしかった。

　僕ぼくとメリアさんが車を降りると、ユキヒメは窓から顔を出して、「あとで、白波さんの看病しに行くからね！　ミカゲくんの形の座薬持っていくからね！」と叫さけび、車で颯さつ爽そうと去っていった。

　いや、僕、熱出してないから……。そんないつもの調子のユキヒメを見送った後、僕とメリアさんは屋や敷しきの禍まが々まがしい門を開けて庭へ入る。

　屋敷へ向かう庭を歩きながら、僕はその横を歩く凜々しい女性に声を掛かけた。

「ねぇ、メリアさん……聞いてみたかったことがあるんだけど、いいかな？」

「なんでしょうか？」

　振ふり向いてくるメイドに僕はずっと抱いだいていた質問を投げかけてみた。

「メリアさんは……なんで僕のメイドさんになったの？」

「…………」

　それにメリアさんは足を止めて沈ちん黙もくする。

　訊きいちゃまずいことだったのかな、とか考えていると、メリアさんは少し過去を見つめるような表情をして口を開いてきた。

「私は……ミカゲ様のお祖じ父い様さまに救われたことがあります」

「……じいちゃん？　救われたこと？」

　思わぬ言葉に僕は目を見張った。

「はい。小さい頃ころの私は『勇者の資格を取って、立派な人を目指す』ということを強しいられた子供でした。友達は公園で遊んだり、オシャレしたり、ゲームしたり、恋れん愛あいしたり、と自由なのに、なんで私だけ、人のために勉強したり、厳しい訓練をしなくちゃいけないのかと……。私の一家は『勇者の資格を取ること』が存在価値だったのです……」

　メリアさんも、いろいろ悩なやむこととかあったんだなぁ。そういえば、赤あか柳やなぎくんも同じことで悩んでいたっけ……。

　メリアさんは優やさしそうで、でも複雑な表情をして言葉を続ける。

「ある時、訓練だらけの日々に耐たえ切れなくなって私は逃にげ出してしまいました。行く場所もなく途と方ほうに暮れていた私に、ミカゲ様のお祖父様は『君、なんだか寂さびしそうな顔してるね？　疲つかれた時は、これをお食べ。元気になるよ？』と仰おつしやって、私に酢す昆こん布ぶをくださいました」

　じいちゃん……子供にあげるのなら、もっと甘あまくていいものあったよね、あったよね……。

「さらにお祖じ父い様さまは私が家に戻もどれるよう取り計らってくださり、そうやってミカゲ様のお祖父様と知り合った私は、訓練の合間などに、お祖父様と会ってお話しするようになりました。そんな中で、ミカゲ様の話題もよく上がっていたのです」

「僕ぼくの話？」

「はい、ミカゲ様のお話をされるお祖父様は、いつも嬉うれしそうでした。家には優やさしい孫がいて、これが可愛かわいいんだ、と」

「じいちゃん…………」

　メリアさん、じいちゃんと知り合いだったんだ。

　僕は、ふと元気だった頃ころのじいちゃんを思い出して涙なみだが出そうになった。

「あと、こうも仰おつしやっておりましたね……でも、かなりおバカな子なんだ、と」

　──じ、じいちゃんっ！

　頭を押おさえる僕に、メリアさんは続けてきた。

「いつの間にかに私の中には、その会ったこともない男の子の存在がありました。……お祖父様が亡くなられてから、私はずっとその男の子のことが気になっておりました」

　そこまで言ったメリアさんはしばらく沈ちん黙もくすると、首を傾かしげながら口を開いてきた。

「すると、いつの間にか私はミカゲ様のメイドをやっておりました。なぜなんでしょうね？」

「いや、僕に聞かれても分からないよ」

「でも……最初に会ったときはビックリしましたね。ミカゲ様は、ミカゲ様のお祖父様と全然似ておりませんでしたから。むしろ……昔の私を見ているようでした」

　思い出すように、そう言うメリアさん。

「メリアさんに似てる……？」

　こんな僕と最強のメリアさんのどの辺が似ているんだろう？　想像しようとしてもできなくて尋たずねてみる。

「僕と昔のメリアさんってどこが似てたの？」

「そうですね……一言でいえば、必死──どうしたらいいか分からず、凝こり固まった考えを持っていて一人で悩なやんでいた、というところでしょうか」

　なんとなく思い当たる節があり僕は静かにメリアさんの言葉に耳を傾ける。

「昔の私は資格を取るために無む我が夢む中ちゆうで、取ることに存在価値があると思って自分を見失っていました。そんな時、ミカゲ様のお祖父様と出会って、温かい助言や、至高のお菓か子しにも出会ったことで力を抜ぬくことや、自分らしくあればいいということにやっと気が付いたのです」

　至高のお菓子って、それ酢昆布だよね……。スイーツとか、パンケーキとか、もっとオシャレで女子っぽいお菓子もあるから！　いや、じいちゃんのくれた酢昆布は確かに美味おいしかったけどさ。……あと、酢す昆こん布ぶと力を抜ぬくことは全然関係ないからね！

　そんな僕ぼくの心の必死なツッコミを無視するように、大事そうに語るメリアさん。

　そして僕は、ふと「酢昆布」というキーワードを聞いて、あることを思い出す。酢昆布を美味おいしく食べていた時、じいちゃんが僕によく話してくれた、とある話。




　どんな過か酷こくな環かん境きようの中でも諦あきらめずに必死に頑がん張ばっている、僕より少し年上の女の子の話──。




　も、もしかして、あの女の子って、メリアさんのことなんじゃ……!?

「あのさ……もしも、もしもだよ？　僕と昔のメリアさんが似てるならさ……もしかしたら、僕もメリアさんみたいにな──」

「無理ですね！」

「そ、即そく答とうですか!?　言い切りですか!?　しかも、完全にセリフ喰くい気味だったし！　今の流れは普ふ通つうだったら希望の言葉が出てくるよね!?　絶対に感動のシーンだよね!?」

「普通……ミカゲ様にとっての『普通』ってなんですか？　普通じゃなくたっていいじゃないですか」

「いや、全然よくわからないよメリアさん……」

「だって、ミカゲ様はミカゲ様ですし、それに……」

　それに？




「──スライムレベルですからね」




　う、なんかいつもそれでバカにされている気がする。

「なんだよ、スライムスライムっていつもいつもいつも……」

　不ふ機き嫌げんに頰ほおを膨ふくらます僕にメリアさんは、

「でも──、私は……」と、なんだか少しくすぐったそうに言ってきた。




「──ミカゲ様のそういうところ嫌きらいではないです」




　……あれ？　毒舌かつ辛しん辣らつな言葉で罵ののしられると思っていたのに。メリアさんはやっぱりまだ風邪かぜで具合が悪いのかな。あとスライムっぽいところがイイって…………どこ？

　僕を見つめてくるメリアさん。

　クールで無表情のメリアさんが──今までで一番優やさしく微笑ほほえんでいた。頰も少し赤いし、でも、それがとても綺き麗れいで可愛かわいい笑顔だったから……僕は……。

「あ、あ、えっと…………。スライム……も、いいもんだよね」

[image: ]

「はい！」

　うわぁ、なんか僕ぼく、自分で自分のことスライムだって認めちゃったし！　でも、そんなことはどうでもいいと思えるくらい、今はなんだか気分が良くて……。

　なんだろう身体からだが熱い。心臓がドキドキする。顔が火ほ照てる。どうしたんだろ……。もしかしたら、メリアさんの風邪かぜがうつったのかな……!?

「さあ、帰りましょう、ミカゲ様。今日のテストの合格で、魔ま王おうの資格に一歩近づいたわけですから、そのお祝いにミカゲ様にいっぱいご奉ほう仕しさせていただきますね」

「…………え!?　ご、ご奉仕!?」

　僕は、サムズアップの池を目の端はしに見つつ、屋や敷しきへ歩き始めた黒くろ髪かみのメイドさんを慌あわてて追いかける。




　熱に浮うかされるようにして、初めて見たかもしれないメリアさんの素の笑顔に、僕は完全に見み惚とれてしまっていた──。










　　　あとがき




　お手に取ってくださりありがとうございます。お久しぶりです＆初めまして、泉いずみ谷たに一かず樹きです。

　このお話ができるまで、約一年あれやこれやの試し行こう錯さく誤ごを繰くり返してきました。動物園に例えるなら、どんな動物を配置しようか、どういう施し設せつのデザインにしようか、みたいなことをずっと考えていました。

　それからようやく構想がまとまり、動物園の目玉はすごく可愛かわいいパンダにしよう！　みたいな感じで担当さんと一いつ緒しよにノリノリだったのですが……問題が発生してしまいました。

　どういう問題が発生したのかを動物園的に例えると、開園の前日にようやくパンダが届いたと思ったら、鋭するどい牙きばを剝むき出した茶色い毛の巨きよ大だいで凶きよう悪あくなグリズリーだった！　というような感じです。客寄せパンダではなく、客を食い散らかすモンスターが届いてしまったのです。

　開園前日なのにどうすんだよぉおお！　と担当さんと一緒に大パニックになりました。

　こ、このままでは動物園が開園できない……！

　私は必死に考えました。考えて考え抜ぬいた末に取った行動は、白と黒のペンキを買いに行って、巨大で凶悪なグリズリーをパンダ色に染めてやろう！　というものでした。

　しかし、グリズリーのパンチ力は、一いち撃げきで馬とか牛の首ぶっ飛ばすレベルとよく聞くのですが……ええ、もちろん私のパンチ力も一発放ったら子供たちに指差されて笑われるぐらいの強レベルなんですけれども、グリズリーをパンダ色に染め上げるのは難航を極きわめました。それでも、開園が迫せまっているわけで、子供たちの笑顔が待っているわけで、私は必死にペンキを涙なみだと鼻水垂らしながら塗ぬっていきました。

　……そういうすったもんだの格かく闘とうと涙の末にできたのが、つまり……この物語です（ぇ）。

　あとがきのほとんど、物語に全く関係ない動物園の話をしてしまったのですが、このお話ができるまでに、そのようなドラマとパンダが込こめられているということをお伝えしたかったのです。まあ……込められているのはパンダじゃなくてグリズリーなんですけどね。ペンキ乾かわいてなくてべたべたで、すっごく垂れているんですけどね。

　それでも……ちゃんと白黒の熊くまになっているので、褒ほめられたらタイヤで愛あい嬌きようとかを振ふりまくかもしれないので、可愛がってくれたら嬉うれしいです！

　最後に、多大なご迷めい惑わくをお掛かけしてしまった担当の粂くめ田た様。繊せん細さいで美び麗れいなイラストを付けてくださった、しゅがすく様。また、この本がでるまでに助力してくださった方々に感謝致いたします。

　それからこの本を手に取って読んでくださいました読者様へ、心の底からの感謝を──本当にありがとうございます。

　それではそんなペンキ臭くさいパンダがお送りした物語ですが、また会える機会がありましたら、一輪車に乗るぐらいの芸を仕込んでおきますので、どうぞよろしくお願い致します。







[image: ]







泉いずみ谷たに一かず樹き

暑い日も、寒い日も、雨の日も、暴風の日も、王国軍が攻めてきても、配下が反旗を翻したとしても、連れ去ってきた姫がすごく我儘でも、どんな時でも、どんな苦難が押し寄せても、魔王はひたすら勇者を待っています。そんな忍耐強い存在に私はなりたい……。
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しゅがすく

しゅがすくです（●[image: ▽]●）

わたしもメイドさんが欲しいです。

できるだけスケベイなメイドさんでお願いしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。
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メイドが教おしえる魔ま王おう学がく！




～ご奉ほう仕しは授じゅ業ぎょうのあとで～








泉いずみ谷たに一かず樹き
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